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はじめに
昨年1 o 月1 日、富山大学教育学部が人間発達科学部に改変された。この変化の中で、
それまで5 年間大学と附属学校園との連携の役割を担ってきた「学部及び附属学校園共同
研究プロジエクト運営委員会」も附属学校運営委員会に吸収されることとなり、その幕を
閉じた。
これまでも、学部長、正副校園長を共同研究プロジェクト運営委員会のメンバーとして
きたのであるから、実質的には大きな変更はないものとも考えられるが、より大局的な見
地から連携について考え、取り組むこととなるのではないかと期待している。
平成1 2 年秋から2 年を目途に出発した共同研究プロジェクトが合同研究発表会という
形で一段落し、3 年目から第2 ステージとして、現在進行している共同研修会とグループ
研究を軸とした連携の形が進められてきた。毎年その成果をこうした「報告書」としてま
とめてきたが、新組織として本格的にスタートする来年度は第3 ステージともいえるので
あろう。それぞれの学校園の日常的な研究と結び付いた共同研究が大きな視野のもとに取
り組まれることが本来的には必要なことであろうと考える。新しい組織の中で、将来的な
見通しを検討し、方向性を打ち立てられるような新たな展開を期待するものである。
そのためにも、今年1 年間の歩みを形にすることは大いに意味のあることと考える。継
続し、着実に－歩一歩を進めることこそ、新たな発展の基盤となるものである。5 年間様
々な形でご支援をいただきました皆様に厚く感謝の意を表します。
平成1 8 年3 月
前学部及び附属学校園共同研究プロジエクト運営委員長
佐伯員人
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今年度の活動の概要
（1 ）今年度の方針
4 月2 0 日に、本年度第1 回の「教育学部及び附属学校園共同研究プロジェクト運営委
員会」が、附属中学校において行われ、そこで平成1 7 年度の共同研究プロジェクトの方
針が話し合われた。学部改組にともない、この委員会が1 0 月1 日より附属学校運営委委
員会に吸収されることとなっているが、当面以下のような内容で、前年度踏襲する形で進
められることとなった。
1 ）研究の運営
本年度も昨年同様次の三つの柱で研究を進める。
①共同研修会②グループ研究⑧研究交流
2 ）研究組織
昨年同様、運営委員会と研究推進委員会によってすすめることとした。
・運営委員会( 学部・各学校園から選出された委員( 校内教頭・教務) , 校園長，副校園長）
全体の掌握，研究ぽ日程調整，予算など
・研究推進委員会（各学校園の研究主任および研究部代表，学部から選出された委員）
研究の具体的な推進，共同研究会の開催，各学校園研究交流の推進など
3 ）評価．まとめ
年度末に研究の成果をまとめた報告書を作成する。
( 2 ) 研究の推進
三つの柱の状況は次の通りである。
1 ）共同研修会
今年度の内容は、授業カンファレンスを行う。タイトルとしては「共に学び成長し合う
授業カンファレンス」とした。
第1 回6 月2 9 日（水）1 6 時～
会場附属小学校
報告者附属小学校・附属中学校
第2 回1 0 月 5 日（水) 1 6 時～
会場附属小学校
報告者附属幼稚園・附属養護学校
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2 ）グループ研究
6 月2 0 日の運営委員会で承認された、今年度のグループ研究は9 つあった。これにつ
いて全体に対して参加の呼びかけを行った。参加者募集に記された各研究グループの内容
や代表者などは次の通りである。
グループ名
理科
社会科
英語授業研究
生活・総合
国際理解教育
情報教育
学校保健
教職
交流
研究内容
理科学習指導法に関する研究
小・中学校における社会科授業の交流を通
して小・中の連携の在り方を探る
英語の授業ビデオを省察することにより指
導方法の改善と評価方法の改善をめざす。
さらに、英語科における指導と評価の一体
化の在り方を提訴する。
各校園の連携による授業実践分析を通し
て、生活・総合の存在意義を問い直す。
小学校低学年、園児、養護学校生徒などを
対象にした国際理解教育の展開を、異文化
をもった人（外国人）との交流でどのよう
にしていくのが良いかを、通常の授業に連
動させて考えて実践する研究
附属学校園における情報環境を、学習環境
の充実､ 教育環境の充実の視点から検討し、
改善すべき点について、各附属学校園に提
案し可能なものについては改善を行う。ま
た、各学校園のネットワークのセキュリテ
ィなど共通の問題について1 情報を交換し、
今後のシステムの改善について検討する。
教師のカウンセリング・マインドを通した
教室経営について、附属学校園におけるピ
ア・サポート活動の実践（その3 ）
教育実習生の観察を通して、教育活動場面
における児童とのコミュニケーション能力
の伸長について検討する。
現在行っている交流をより深め、日常的に
まで発展させるためにはどうしたらよいか
を検討する。
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代表者
松本謙一
( 学部）
岡崎誠司
(学部）
新里員男
(学部）
黒羽正見
(学部）
雨宮洋一
( 学部）
小川亮
( 学部）
稲垣応顕
( 学部）
瀬戸健( 小）
書川隆行
(萱）
報･ 鯛備者
達柿（小）
堀田（中）
松浦（小）
田中（中）
横野（中）
松浦（小）
背戸（萱）
麿田（幼）
平井（小）
藤沢（震）
慶田（幼）
萩中（小）
島（中）
浅川（蓑）
福江（幼）
浜谷（小）
島田（中）
前田（蓑）
佐伯員
(学部）
吉川（幼）
水内( 学部）
瀧川（幼）
3 ）研究交流
研究交流については、附属学校園間で行われるが、本年度は、グループ研究に「交流」
のグループが作られた。
( 3 ) 運営委員会
第 1 回 4 月 2 0 日
第 2 回 6 月 2 0 日
･ 今年度の方針の決定
･ 本年度の研究グループの決定・予算の確定
1 0 月1 日以降、附属学校運営委員会が担当することとなった。
( 4 ) 運営組織（9 月まで）
1 ）運営委員
・学部山西潤一（学部長）・佐伯員人・黒羽正見・竹井史・黒田卓
・小学校雨宮洋司（校長）・瀬戸健（副校長）・平井久美子（教務主任）
・中学校新里員男（校長）・陽堅友（副校長）・藤井克弘（教務主任）
・養護学校芝垣正光（校長）・中野幸子（副校長）・北川雅恵（教務主任）
・幼稚園生田貞子（園長）・吉川真利子（副校長）・震田仁美（教務主任）
2 ）研究推進委員
・学部小林真・松本謙一・小川亮
・小学校曲師政隆（研究主任）・城岡恭子（研究部）
・中学校有島洋之（研究主任）・楽山進（研究部）
・蓑護学校前田宣子（研究主任）・青戸みちる（研究部）
・幼稚園石倉卓子（研究主任）・吉田真寿美（研究部）
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共同研修会
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2 0 0 5 年度の共同研修会について
1 ．今年度の概要
2 0 0 5 年度の共同研修会は、各学校園・大学から単なる話題提供とグループディス
カッションを行うのではなく、授業のようす（映像）を提供してもらい、授業の設定．
進め方・教師の思いなどを話し合う「授業カンファレンス」を2 回に分けて実施した。
「共に学び成長し合うための授業カンファレンス」と題して、第1 回研修会を6 月2 9 日
（水）に実施し、附属小学校・中学校から1 例ずつの授業提案と協議を行った。第2 回
研修会は1 0 月5 日（水）に実施し、附属幼稚園からの保育の提案と協議、附属雷謹学校
からの授業の提案と協議を行った。
2 ．研修会の目的
授業カンファレンスの目的は、授業実践を観察し批評し合う協同研修を通して、参加
者の授業観、幼児・児童・生徒、教材観などを交流するなかで、相互に自身の専門的力
量を高め合い、専門家としての成長を図ることである。
3 ．第1 回研修会
( 1 ) 日時・場所：6 月2 9 日（水）1 6 : 0 0 ～1 7 : 3 0 於附属小学校多目的ホー ル
、
( 2 ) 授業提案者
附属小学校：曲師政隆
第4 学年算数科「対話する子供をめざして－『変わり方調べ』の実践を通して－」
附属中学校：楽山進
第1 学年総合「発想の広げ方を学ぶ授業」
( 3 ) 授業カンファレンスの当日の流れ
①今日の授業カンファレンスの手続き説明
②提案者の授業実践のビデオ視聴（提案者のコメントを添えながら）
③参加者の批評・感想（今回は試験的なグループ討議
＝集団内の学び合い．高め合い）
④参加者から提案者への批評（グループの討議内容の要点を1 分程度で）
⑤提案者の振り返り（参加者の批評を踏まえての省察を3 分程度で）
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☆授業カンファレンスのタイムスケジュール☆
授業カンファレンスの進め方の説明
提案 I 提案者曲師政隆
｢ 対話する子供をめざして一『変わり方調べ』を通して－」
グループ内討議（感想や批評）
各グループの批評のまとめ発表
提案者曲師政隆先生の振り返り
提案Ⅱ提案者楽山進
｢ 発想の広げ方を学ぶ授業」
グループ内討議（感想や批評）
各グループの批評のまとめ発表
提案者楽山進先生の振り返り
第Ⅱ回提案予告
授業カンファレンスのまとめ・解散
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4 ．第2 回研修会
( 1 ) 日時・場所: 1 0 月5 日（水) 1 6 : 0 0 ～1 7 : 3 0 於附属小学校多目的ホール
( 2 ) 保育・授業提案者
附属幼稚園：福江厚啓
「集団の中で育つ個と個の関係性一『しっぽとりおにごっこ』の実践を通して一J
附属養謹学校：荒木直美
「地域社会でも主体的に活動する姿をめざして一『歯医者さんにいこう』の実践
を通して一」
( 3 ) 授業カンファレンスの当日の流れ
第1 回授業カンファレンスと同じ
☆授業カンファレンスのタイムスケジュール☆
授業カンファレンスの進め方の説明
提案 I 提案者福江厚啓
「集団の中で育つ個と個の関係性一『しっぽとりおにごっこ』の
実践を通して－」
グループ内討議（感想や批評）
各グループの批評のまとめ発表
提案者福江厚啓先生の振り返り
提案Ⅱ提案者荒木直美
「地域社会でも主体的に活動する姿をめざして－『歯医者さんに
いこう』の実践を通して一」
グループ内討議（感想や批評）
各グループの批評のまとめ発表
提案者荒木直美先生の振り返り
授業カンファレンスのまとめ・解散
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< < 配布資料：カンファレンスの呼びかけ> ＞
授業カンフアレンスを意味あるものにするために
＊授業カンファレンスとは何か。・・・・・・・
今ここに，実際にカンファレンスを体験した気持ちの有り様を端的に示した，次のよ
うな文章があります。
／授業鵬『のまな板に上ることば5 誰しもしんどい°教師としての力這だけでなく，
人間性をも白日の右とにさらされるの勘' ら。ちつ厨ブなプライノミにし力鯵ついてい
るようでば；なかなかふんぎりが二功' ないものだもできることなら，そこにはお互乃）
鋤れないごいたわりつつ歩盟道を探そうという気にもなる。しかし教師として切力
園をつ航少しでも子どもの句能性獅' せていく授業をするためにばもそのしんど
いところを避けて通ることはできない。むしろ，そのしんどいところでころいた
わり合い，認め合い，共に歩める教師集団値職場でなくてはいけないのだと思う」とb
自分の授業をビデオにとり，それを集団で検討するということは，抵抗のあることで
す。しかし，その抵抗を越えて，自分の授業を対象化し，その事実に基づいて検討をお
こなうこと，とくに子どもの学びを中心において，自分の行為，実践をたどり，見直しb
他の人々の意見，助言を介. して，検討を深めていくことは，プロフェッションとしても
成長のために必要なことです。一方，自分の実践の提出，対象化，吟味においては，カ
ンファレンスの場の性格が重要な条件となります｡ 授業の優劣の評定が目的とされたり，
授業のあらさがし，あるいは，自分を高みにおいて，一定の基準によって批判や裁断が
行われる場となるならば，それはプロフェッショナル・ディベロッ（職能発達）として
のカンファレンスにはなりません。
教育の仕事，教師の仕事の難しさを共感しつつ，子どもにとってより意味のある授業
は何かを，共に追求することにおいて，そしてその上で率直な助言や批評を行うことに
よって，カンファレンスは意味を持つのであり，また可能となります。
＊カンファレンスとは
カンファレンスは，医師が病院や研究会で，臨床の事例に基づき，集団的に診断と治
療法とその結果を検討し，それぞれの判断を交流しつつ，医師としての専門的な力量を
鍛え，基礎医学と臨床とのつながりを形成していく場＝臨床研究会を意味します。
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＊今回の授業カンファレンスの簡略化
今回の授業カンファレンスでは，発表者の内的過程のコメント（ビデオを視聴しなが
ら）と参加者の批評・感想，発表者の最終コメント等が中心です。
( 1 ) 授業者の内的過程のコメント（ビデオを視聴しながら）
発表者（授業者）がビデオをみながら，その場面での自分の意思決定（判断や決定）
といった，内的過程をコメントします。発表者が自分の迷いやゆきづまり，混乱，反省
を含めて率直に述べることによって，授業がどのような判断や技術を必要とし，教師の
力量が，そこにどのように表現されているかが端的にあらわれます。
( 刀参加者の批評・感想
最も重要な部分です。ビデオを見て，意識される特徴をコメントします。コメントは
ながながとではなく，「強く印象に残ったこと｣ ，「重要と思われる点」に絞って1 分か
ら2 分以内で，まとめるようにします。参加者全員がコメントすることが原則ですが( 時
間の都合もありますね) 。発言は若い人から順に行うのが理想です。コメントの交換は，
気がつかないことを教えられ，同じ事実にも異なった解釈があり，それぞれが十分な根
拠をもっています。コメントに触発され，自分の考えを発展させられます。
( 3 ) 発表者の最終コメント
参加者の批評や感想を聴いた後の発表者の，自己発見( s e O f - d i s o C T v e a y ) の核を構成す
る「省察」が非常に重要です。なぜならば，教師が自らの実践の意味・性格・機能につ
いての反省的理解を継続的に，しかも技法的次元に止まることなく，自らの人間として
の全体的な有り様（パーソナリティ）の次元にまで分け入って行うことを可能にするか
らです。自らの潜在力や発達可能性を探る自己発見の営みです。授業カンファレンスは，
何よりも発表者にとって意味あるものであることが肝要であり，発表者へのフィードバ
ックが不可欠です。
( 文責：黒羽正見・小林真）
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: ( 部員）世話人松本謙一
附属小浬柿教淳（授業提案者) 、橋本大一郎
附属中堀田充、江前達郎
学部原稔、市瀬和義、梢座圭太郎、片岡弘
（計9 名）
I I
【
醤′当存柑
【研究の方法】
・年間1 0 回の部会研修（含む: 授業研修会）を実施。
・附属小学校津柿教諭は、提案と授業実践を行う。
・附属小・中教員並びに大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、考えさ
せられたことを各自がまとめる。（分担）
・実践研究論文については、プロジェクト終了後、参加者を募って研究の成果をまと
める（予定) 。
【研究の経過】
第 1 回 7 月 2 2 日（金） 今年度の研究の見通し、プロジェクトのテーマの検
討、決定
「ハイブリッド学習」の概要説明および妥当性の検
証
ハイブリッド学習による単元構想、教材開発および
検討 1
ハイブリッド学習の単元展開と仮説の具体化：事前
検討会1
事前検討会2
授業による検証1
授業による検証2
観察授業
ハイブリッド学習による学習指導のまとめ
研究の概要とまとめについて
第 2 回 8 月 2 9 日（月）
第 3 回 9 月 1 2 日（月）
第 4 回 1 0 月 3 日（月）
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1 0 月2 0 日
1 0 月2 4 日
1 0 月2 7 日
1 1 月 4 日
1 2 月 8 日
1 月1 9 日
1 1
ハイブリッド学習の可能' 性を探る
1 テーマ
ハイブリッド学習の可首触を探る
人間発達科学部附属小学校
津柿教淳0 撰者）
2 ハイブリッド学習とは
問題解決に向かう子供の学習活動や内面の複雑性を直視し、それらが互いに関わることで、新たな則気考え
方が生まれる、という考え方に立脚した学習指導のスタイルb
（トレb 画＝異種の混成、異なるものが昆じり合って新たなものが創造されるという意味からの造語）
○学習形態のステージは主に、「自由な試行活動伽易」「一斉の話合いの場」
○複雑性を構成じているものは、「理科ならその単元の本質的なもの」「生活科なら道徳的価値」
例：睦気と水」－－－空気ま縮んでいるのか、ぬけているのか
縮む限界はどこ？
例：｢ ガーデニング」一大安売りはいいの？
友達からもらったものを売り物にじてもいいの？
○複雑性の様相は、「矛盾」「認」「対立」「共感｣ …近年では「期待」「疑念」も勘0
○新たな見方・考え方は、「A でもB でもないC という新たな見方・考え方の発生」（集団で学B 献の具体）
「何度やってもやっぱりそうかという深い納得」（基礎・基本、発展にかかわる要点）
「それじゃ、こういう場合はどうなのという知の転移」（艮耀解決の懲細舜間）
○ハイブリッド学習成立のための教材の要件
たのしそう、やってみたいあれ？、どうして？（没頭できるものであること／繰り返しかかわれるもので
あること（ものは変容じていってもよい）／矛盾、葛i 蕊期侍疑念が生まれるもの／本質を表すもの
3 ハイブリッド学習における問題解決の理科教育的意義
（1 ）理科教育の目標から
理科教育の目標は、客観化された自然科学という文化をそのまま伝達することではなく、問題解決の方法
で、児童を文化の発生の過程に生きさせることにより、教育の目的を実現し、自然科学に内在する論園生
客観性、合理性、実証性などの価値を児童に生きた力とじて獲得させ、未来の文化を創造する力をつけるこ
とを目標とじている。（0 翫0 5 0 年頃の学習指導要領より）
（2 ）問題解決的視点から
理科教育は、既に作られた自然科学の矢職をわかりやすく子供に教えることではな肌子供が自然にはた
らきかI 式そこに矛盾を見いだし、問題にいどむb 矛盾を矛盾でなくしようと追究する課程で、ものを識別
したり、ものを質的な見方でとらえたり、現象を明らかにして、その現象の原因を追究しながら、自分で自
分の頭の中に、新しい知識を生み出していく過程を歩むようにすることが理科の問題解決の学習である。
( 1 9 7 4氷見昭男）
（3 ）主体性という観点から
理科教育の場では、子供が自ら自然の事物・現象にはたらきかI 丈そこに矛盾や疑問をいだき、問題をも
ち、その問題を解決できるようにする。このとき、子供の意欲や闘いを高めるものは子供自身である、と下
駄をあ副プてしまったら理科教育は成り立たない。また、教師の提示した課題を解決するだけなら、その主
体性は子供側にはない。問題解決の過程で子供ひとり一人の主体性を発揮させるものは、誕而や子供、学級
集団とのかかわり合い画自然の事物切霧へ教材などとのかかわり合いなどであると考えられる。
1 2
4 これまでのハイブリッド学習の実践の概略
1 9 9 8 附属水族館で魚を育てよう（小5 酵斗）
土方､ えさ、通常：主教材としてメダカを扱い
ハイブリッド：メダカはもとより、
ところからスタートし、附属小で？
』驚篭小川に住む魚を捕獲するまもとより、タモロコ、チチフ《ナマスドジョウなど、
, 附属小で育てていく。ハイブリッドしていくところは、
という場面が最大のポイント瓜その{ 也魚によって訓
のためI こ世
になってもよい加 その{ 誕生のしかたや条件が異なること
( 単に受精すればよいというものではないことを切実に理解していく) 値小川を保全しようという意識が高ま
ること、 魚津水晩節 芙三との連携等などがある。
1 9 9 8 初月の出を見に行こう（小5 理科）
通常: 月（天体) の見かけの動きや満ち欠け､ 太陽との位置園系等を、実際の観察から考察じていく。（改訂前）
ハイブリッド：「1 月1 日の初日の出ならぬ初月の出」を見に行くという目標のもと、その月放何時頃、どの
方角に、どんな形で見えるかを予想するという活動が学習を通諏､ 。見通しをもった観察が行われるとともに、
互いの予想の異同から切実な議論が展開される｡ ハイブリッドしていくところは､ _ ｢ 新聞で予想しているのはひ
きょうだ」という感信を中心とした議論から、やがて、自分で観察したことから結果を導き出すことに価値を
見いだしたり、その両方をミックスしてより正確に予想すると判断したりする場面さらに､ 月の満ち欠けや
L H 貝 | ’ 、化も渦 | | しな’ょら源 という優っていたら、予想があだ
っていても見えなぃ｡ ) 、天気の学習と混成していく場面が最大のポイントか。現在は、月の満ち欠けは中学校
に移行した故この動きには大きな議論があるところ｡ 月と太陽の位置関係など､ 空間の処理沈刈' 学生には難し
いといったいくつかの理由がありそうだが､ 切実な観察によって､ 小学生とじての見方･ 考え方が作られて行く
単元であれば小学校で今でも扱える内容でもあるb 一円目一同一日〔
ヨ” あるという感覚
はいぐえない。ハイブリッド的に扱いたいところである。
1 9 9 9 ガーデニングしよう（小1 生活科）
通常：8 つの内容の中の（5 ）（7 ）に分類されるところか。
ハイブリッド: ガー デニングといって植物を扱うからといって、自然に親しむと畝生き物に親しむというねら
いだけをもっているわけではなしL 学校の中庭をよりよく創造していく（内容1 ）と畝家庭でも楽しむ（2 ）
と畝友達と協力して庭を造る（3 ）とか様々 な内容にまたがっている｡ そのような点のほかに､ 特にハイブリ
ッドじていくところは、ガー デニングという活動に経済活動を含め喧点。自分の庭でとれた花や野菜をクラス
のフリーマーケットで販売する｡ 通貨はクラスだけで通用するもの｡ 銀行役は教自凧伽《て、自分でペイントし
た植木鉢や種などが販売されていく。大安売りなどの工夫もでる｡ このとき､ 子供の世界にハイブリッドしなけ
ればならない状況が生まれる｡ 例えIま_ [ …りをしてもいいの? 」｢ 友達から買ったものをまた別の人に売っ
てもいいの？」など。「大安売り」については、「それは工夫だからいい」揃に高い値段で買った人からみたら
そのお店はうそつきになる。うそはいけないこと」「ぼくは安売りをじてしまった。でも、それは種。種は売れ
残ったら捨てるというわけにいかない｡ 種は命だb 命は一番大事なも伽と話合いが展開｡ 生活科の究極的なね
らい「自立への基礎」に直結じていた。また「友達から買ったもの｡ ｡ ｡ 」については、「友達にわるいからだめ」
「一度買ったからいい」「買った後に自分で力旺したのならよい」「どうじてもあと○円たりなかった｡ だから悪
1 3
いと思ったけど売った」「そういう場合はいいのではないかな」と話合いが展開。これもルールを越えた自立へ
の基礎へと向かっていった。それは経濁舌動という異種の活動を盛り込んだことによる行動の表ｵ ' L
2 0 0 0 会社をつくろうぼくらは社長オフィス2 2 ( 小2 生活下期
通常：特別活動の{ 荊舌動で行われるところ飢生き物会社動物会社マンガ会社花会社など。
ハイブリッド: 封土の活動そのものに没頭することはもとより､ そこから出てくるさまざな問題を含んだことが
らを教材として扱う。例え| 式 ｢ みろってオーをしよう という8 壷まだ準備中の会社が
あった。みんなは「手伝ってあげよう」「みんなで乾杯しよう」という。しかし、その会社は「ありがたいが自
分たちでやる」という。やがてみんなは「自分でやりとげることが大事」ということ、 ｢ 互いに競争したらよい
】刀 ､ ばく姪口 1 日．可 ｢ ぼくたちのは競争には弱いけど、すごく大事なも伽ということに気付いてい
< ・資本主義の落とし穴のようなものを感じた授業だった｡ その他、「会社伽寺間以外にもしてもよい加とい
う場面では、「きまりを守らないといけない」「でもえさやりなどのしごとは命がかかっている」「でも魅蛍も大
事大人になってこまる」「それじゃ、命と自分とどっちが大事なの？」という命題に直面していく授業もあっ
た。
2 0 0 2 とんとんずもう（グアダラハラ補習授業校にて）
松本先生の実践を参考にして
2 0 0 3 2 0 0 3 年お別れj 集会の計画を立てよう（グアダラハラ補習授業7 校にて）
2 0 0 4 うつして守ろう菟邑仮全（小3 理科）
通常：光の進み方、反射のしかたを謂副
ハイブリッド：交通安全を守るために「反射」という性質を生かして行くという活重肋軸。反射( 坤すいもの、
u こくいもの反射の角度の調節､ など上騨蛇，理科的な内容がもちろんふくまれる｡ ハイブリッドしていくとこ
「 ｢ ●■に使ってもいいのか という場面6 のは－番きれいに反射したという実験結果
＜反射するからといって､ それだとまぶしすぎる､ 虹色に
ろは､ 例え｜
から、町に：にもそれを応用したらという意見に対し、よく反射するからといって、
なって見にくいなど、 蝿安全というフィルターがかかってものの反射の性質を見I 宣すなど、通常の理科では
生じにくい見方・考え方が入ってくる。
＊この年、理科の本質について考え直す｡ そして､ 自分の授業観をいちど崩して、理科としての授業にこだわ
って授業をしたらどうなる畝という思いに至った。間□を狭< u まったとしても、実生活に結びつかなくて
も、理科本来の楽しさは味わえるのではない飢だとしたら、どんなことが子供のf c を揺り動かして行く原動
力になるのだろう飢その場合、これまでのハイブリッドの要詞詮く関係なくなるのか、どこかに残るとこ
ろがあるのだろう飢
2 0 0 4 電気の通り道（よけいなものをそきおとして、理科の本質で構想）
通常：どうしたら電気がつくのだろう飢電気がつかないのはどんなときだろうか。
1 4
つくものとつかないものがあるのだろうか。（問題型）
電気スタンドをつくろう。豆電球を使った○○をつくろう。6 舌動目標型）
…＜したら豆一f ; のつき方はどうなだろうかハイブリッド：
1 1 H 』’ていたら豆･ 伸‘＜だろうか
2 0 0 5 閉じ込めた空気と水（よけいなものをそきおとして､ 理科の本質で構想）
通常：空気は動いたのだろう畝縮んだのだろう軌（ふくろがへこむのはなぜだろう胡
空気でっぽうを遠くまでとばすにはどうしたらよいだろう瓜
ペットボトルロケットを遠くまでとばすにはどうしたらよいだろう瓜
験けたのだろうかハイブリッド： 宛
空気がちぢむI 閉はどこだろう軌
空気ま伸びることもあるのだろう飢
2 0 0 5 かさの変化と温度（よけいなものをそきおとして、理科の本質で構想）
通常：あたためると空気のかさはどうなるだろう
空気は上に行ったのだろう畝かさが大きくなったのだろうか
びんの□の1 0 円玉はなぜカタカタ言うのだろうか
かさ胡ふえたことをたしかめよう
どのくらいの時間で、金属のかさは大きくなるのだろうか
ハイブリッド：以下の項を参照
’
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附属水族館で魚を育てよう（小5 理科）一平成1 0 年度附属小報研粥目要参照一
初月の出を見に行こう（小5 理科）－「未来への扉を開こう」参照一
ガーデニングしよう（小1 生活科）一平成1 1 年度附属小学校研矧腰鋪一
会社をつくろうぼくらは社長オフィス2 2 （小2 生活科）
一平成1 2 年度附属小報研粥B 要参照一
とんとんずもう（グアダラハラ補習授業校にて）2 0 0 2
－「子供の追…を中心に据えた) …1 造」参照一
2 0 0 3 2 0 0 3 年お別れ集会の計画を立てよう（グアダラハラ補習授業校にて）
一莞己「グアダラハラ補習授業校で感じたこと」参照一
2 0 0 4 うつして守ろう交通の安全（小3 理科）一平成1 6 年度附属小奉の研砺表会資総惨照
2 0 0 4 電気の通り道（よけいなものをそきおとL ﾉ て、理科の本質で構想）
一平成1 6 年度附属小…内研修資料参照一
2 0 0 5 閉じ込めた空気と水（よけいなものをそきおとして、理科の本質で構想）
ー
一平成1 7 年度附属U ー
1 5
5 ハイブリッド学習の可能性を探る－4 年生「もののかさと温度」の実践を通じて－
（1 ）単元名もののかさと温度
（2 ）単元の本質
理科の本質にu まった展開の中でハイブリッド学習を展開するには、ま或単元の本質を見極めること
が重要な詞l 頂となる。今回、「温度による体積変化の闘系性」と「ものによって異なる異質性｣ の2 点であ
ると考えた。事象そのものに含まれる不思議さ、感軌期ｲ 顎惑、不確かさ等が学習者に印象強＜響くこと
が重要であり、それ以外の要素は、単元構想作成教材研究（以下の項）の段階でそきおとされていく。
（3 ）単元構想：液体からの導入と液体→空気→金属の展開
本単元では、睦罰「水」「謝寓｣ の体積変化を扱う。教科書では4 社中4 社が空気の体積変化からの導
入、O 社が金属からの導入を示じている。実践事例では、ほとんどが空気からの導入、わずかに金属から
の導入が確認されている。本単元のような、水からの導入は一例も確認できていなし¥ > ( o + m f f l は不明）
以下、各社教科書の一覧である。（他の教科書会社は未調査）
教科書会社名単元の展開例の順番
学校図書空気→水→金属
東京害籍空気→水→金属
大日本図書空気→水→金属
教育出版空気→水→金属
今回の提案水→空気→金属（マヨネーズなどの粘性のあるものも扱う可能性力蛎る）
( 指導| 剛可能性とじては、空気→水→金属→空気→水→金属金属→水→空気他4 ﾉ 汐一ン）
多くの教科書が空気から導入する例を示している最も大きな理由は2 つ考えられる。1 つは、その体積変化が
大きいこと。もう1 つは、前単元の間じ込めた空気」（空気でつぼうなど）の学習とつなぐことである。
また、金属から導入したいくつかの実践事例の最も大きな理由は2 つ。1 つは、空気の体積変化は水蒸気変化
なども含む可能性があり､ その場合､ 密度など複雑な要因がかかわるたぬそれを避けてよりシンプルな金属を
扱う方がよいという理由。もう1 つは､ 意外性の大きさがあること。以上のように、ほとんどが｢ 空気｣ または
「金属」からの導入である。本単元で「液体」から導入する理由は以T o
○睦気」の存在よりも、「液体」の存在の方が､ 子供にとって目に見えてはっきりじている。
○「液体」は、子供にとって極身近な存在である。
○｢ 液体｣ は水だけでなく､ お茶､ ジュー ス､ しょう油など､ 身近なところにあり多様に準備することができる。
「お茶は○○だb それならジュー スはどうなのかな。温度を高くすればどんなものでも｡ ｡ ｡ 」というように、子
供の主体的な問題の発展、追究が可能となる。
○1 つの事象から｢ 水はあたためるとかさがかわる」と綴葡訓するだけでなく「お茶も」「ジュースも」「しょう
油も」やっぱり、何度やっても、体積がかわるんだね、と肺に落ちて＃鵬することができる。
○｢ 液体｣ の体積変化は｢ 空気｣ よりも小さい畝教具を工夫L ﾉ て微量を強調することができるようにすること
で、驚きや疑念につながるだけの変化が確認できる。
○実験中に、「液体」の中に空気が残る場合がある。その場合、体積変化は大きくなる。子供は「なぜ、同じお
茶なのに違うのかな｣ ｢ 半分しか入っていない時の方がかさの増え方が大きいのはどうじてなのかな｣ ｢ 空気が入
っているからかな」などと睦気」の存在が気になってくる場面が想定できる。
○実験中に、様々な｢ 液体」を扱ううちに、子供は｢ 油」や「マヨネーズ｣ 等の粘性のあるものも確かめたくな
ると想定する。さらに発展して「もっと固い物はどうかな」と金属の存在が気になってくる場面が想定できる。
○物質概念の本質の一つは「質量保存｣ 。この単元では「質量に関すること」や噸院詑勺な思考」は特に扱わな
い畝その必要性が出てきた場合でも、気体の質量よりも、液体の質量の方が測定L ゆすい。
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【全{ 刺諦案1 】
（1 ）全体計画栓2 1 M )
全体計画を立てるにあたり、; 大切にした構えは以下である。
○よけいなものをそき落とし単元の本質で全体計画劃蓄想する，
○単元の本質は｢ かさの変化と温度｣ およびそれにかかわって心劃謝T 動かす子供の姿そのものとおく。
○本質に迫る手潤さ､ 主に､ 対話の手法と自由稀式行活重”手法とする。対話する子供を; きてるために
○4 0 人全員が学習のねらいを達成するようにI 誌するb
○発園こ向かう分岐点より、基礎･ 基本に立ち返る分岐点を大切にする。
①- ①帥揺さぶられる場面
…え上l ゴテったよJ 0 膨ら人”でI 率, 功なl 職
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【全伽諦案2 】
（2 ）全体計画栓2 1 M )
全体計画を立てるにあたり、大切にした構えは以下である。
○よけいなものをそき落とし《単元の本質で全体計画を構想する。
○単元の本質は｢ かさの変化と温度｣ およびそれにかかわって心萄識厘､ かす子供塵そのものとおく○
○本質に迫る手調ま､ 主に､ 対話の手法と自由な試行活動の手法とする。対話する子供を育てるために
4 0 人全員が学習のねらいを達成するように構想すa
発展に向かう分岐点より、基礎･ 基本に工巧返証〕瞳薫壷切にする。
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【全体1 舗案3 】
（3 ）全体計画栓2 1 M )
全体計画を立てるにあたり、大切にした構えは以下である。
○よけいなものをそき落としへ単ﾗ 迩鱈で全体計画を構想する，
○単元の本質は｢ かさの変化と温度｣ およびそれにかかわって心雷患れ動かす子供暇そのものとおく。
○本質に迫る手潤さ､ 主に、対話の手法と自由な試行活動の手法とする｡ 対話する子供を育てるために
4 0 人全員が学習のねらいを達成するように構想する。
発展に向かう分岐点より、基礎･ 基本に立ち返る分岐点を大切にする。
○
○
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ハイブリッド学習という視点から言えば､ 案1 のように「空気」「水」「謝言」を同時に扱いながら、それぞれ
の性質がみえてくる､ という展開も考えられる。しかしへ条件をそろえて確かめることは5 年生以上の目標であ
り、4 年生にはそぐわなしL また､ 本単元の本質に向かうことこそが大切であり、学習活動をむやみに拡大する
ことは､ 4 0 人全員の学習を保障するという観点からやや慎重にならざるを得なしL
－瓦案2 では、「水のかさの変化」の一点にu まって事象観察をする。そこから疑問が生まれへ問題解決が
連続じていくという構想である｡ たとえ｢ 水」という限られた窓□から展開したとしても､ 個々 の学習は主体的
に、個性的に追究できる可能性があると判断できる。
案3 は、空気から展開していくﾉ 汐一ン。この場合でもハイブリッド的な展開は構想上可能ではある。
以上の点から、本実践では、案2 の構想で行うこととした。
（4 ）教材研究（自作教具の意図）
＜体積到七の強調＞
本単元の本質である、体積変化を強調することが本単元の最大のポイント。そのねらいと子供の実態に応じて
ベストを尽くせるのは、自作教具しかなしL
＜安全性＞
子供が扱うものの安全性は、第一に優先されるべきである。どうしてもそれでなければできないもの（ガラス
の注射器など) は例外だ畝代用できるものがあればそれを使いたい｡ ただし､ 器具を安全に使う瀧旨も大切で
ある。また、いくら安全なもので代用したとL ﾉ ても、安全管理を怠ってはならない（自戒)。
教科書で扱われている主な実験器具今回扱う実験器具
取り扱い要注意丸底フラスコ( 5 0 0 m l )
ビー カー ( 5 0 0 m l )
ガラス棒
ガラスの注射器
やや注意ろうとジュースのガラスびん
比較的安全水槽ペットボトル
ペットボトルスチロール樹脂
マヨネーズの容器ビニル管
ピコ晴ホッカイロ
＜微量な体積変化を3 鑑周＞
体積変化を弓嬬問することで子供の驚きや意識のずれが生まれやすくなる｡心の動きが学習効果を上げることは、
近年さかんに言われている｡それを弓嬬周するには､容器の体積に比じて□が狭いものがよしL細いガラス管がよ
い畝すぐに折れる危険性もある。そこで透明で内径2 n n m のビコレ管とスチロー ノ胴脂の管を利用した。
＜耐久性＞
子供たちの追究舌動は、繰り返し行われることで深まりや広がりが生まれる。自作教具には、その使用に耐え
られるだけ囲蛍度やデザイン性力球められるだろう｡すぐに壊れたり､－度使って片付けてしまったり､破損し
た場合に修理がききにくかったり、欠損分を補充するまでに時間がかかったりすることは不都合である。
＜鯛性＞
体積変化を観察するには、密閉性が高い方がよしL一般的には、丸底フラスコにゴム栓をしたり、ポリエチレ
ンの栓をしたりする。この方温さ密閉性はある畝時には栓ごと押し上げられてしまう。そこで、スクリュー キ
ャップを用いた。試作品では、まず栓に5 n n m 径の穴をあI 式次にそれより大きい外径6 m m ( 内径4 n n m ) の
ビニル管を通し、最後にそこに外径4 n n m ( 内径S m m ) の管を通すことで、より密閉性を高めるようにした。
＜手作りの親( みやすさ＞
手ｲ 乍りの材には、どこかしら親しみやすさを感じる。科学のおもしろさが身近に感じられるからそれも魅力で
ある｡ また､ 教材を作りながら、そこにクラスの子供たちの姿も思い描かれる｡ 簡単な作業は子供たちと一緒に
作ることもあった。「先生、こｵ ' 1 へ何に使うの？」と興味津々 だった。
2 0
【かさ畷化をとらえる現象とじて扱う可龍| 生のあるもの】
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（5 ）単元の導入( 事象提示の工夫）
＜単元の本質をえぐることは理科としての生命線＞
単元の導入では、その「本質をえぐりとる」決意で臨みたI / V , 細い針が､ それでも奥深くまで（単元の終末ま
で）突き刺さる、そんなイメージである。そのためには、ま或単元の本質を見極める作業が必要である。
本単元「もののかさと温度」では、その本質は｢ 温度による体積変化の関| 系性」と「ものによって異なる異質
曲の2 点であると考えた。したがって、子供がこの「もの」「体積（かさ) 」「温度」という枠組みの中で、自
由に、しかしへしっかりとした方向性をもって追究をじていくことに、理科としての生命線がある。
＜単元を貫く細くて長い針で水流を作る（単元の深さ）＞
このように、単元7 時間を貫く針を差し込む役目をこの1 時間の導入が担う。大きな水槽（クラス）に1 本の
細い針を突き刺し､ それをある方向( 本質) にゆっくりと回して小さな水の流れを作っていくようなものである。
ゆっくりと回L ﾉ ているうちに､ その針の近くに寄ってくる水が生まれる｡ 導入においては､ 針を中心にしたゆっ
たりとした水流を、4 0 人全員に確実に起こすところに最大のエネルギーが注がれなければならないと考える。
一瓦この本質をとらえていない導入は方向を与えない、興味深くて強い刺激であるに過ぎない。一過性の楽
しさに終わる原因になる｡ 例えるなら| 式太くて強い棒が､ 水をやみくもにかき混ぜ､ 水はあちこちに飛び散り、
収集がつかなくなってしまうがあるいは、棒が止まれば水も止まってしまうようなものである。
本単元では､ 液体のわずかな体積変化の事象に出会う場面を導入とする。液が高く上昇していく様子から、鴫
度と闘系じているらしい」と司寸きはじめる劇皆「そうだとしたらどうやってそれをはっきり実証・納得L ﾉ て
いく加という劇皆「もしかしたらものによって違うのかもしれない」という段階など、導入の時間内だけで
もあらゆる姿が生まれると想定される｡ その| 同亨も| 固によって当然違う。また､ 導入後の学習においても､ 疑問
が一つ解決すると、「それなら何度でどこまで増えるのか」「水と空気が半分ずつならどうなるの刺「もっと固
いものはどうなの加と、次々に問題が連続する可首雛を秘めている。
＜単元の守備範囲がある（単元の広さ）＞
本質を見極めるとき、余計なものはそき落とされていく。範囲が限られてくるからこそ、水の流れが確実に巻
き起こる。また､ 一旦スピー ドがつけ| 式加速度も高まるものである｡ だから､ 導入では､ あえて守備範囲をし
っかりと想定し、それを示すことができる場面がその4 5 分の中で具現化されなければならない。
本単元では、導入の収束場面で子供たちが発見したり、話したくてたまらなくなったりしたものを表す場をと
る｡ そこから、子供が気になっている視点を「も伽「かさ」「温度」に位置付けていく。それぞれにはっきりし
ていることもあれ| 式まだまだあやしいなあと感じていることもあるだろう｡ ネー ムプレー トで意識づけること
も必要かもしれなしL それら4 0 人の思いを全て受け止めて､ それを本単元で学習していくことを確認する｡ 単
元の方向や内容（守備範囲）を子供自身が決定していくことができれ' 式これほど望ましいことはない。
＜発展よりも、繰り返し基礎・基本に向かう＞
導入で、教科書にない「水以外の液体」を扱うのは、発展的な扱いでは決してない。どちらかと言え' 式繰り
返し巻き返し基礎・基本へ向かって；鵬していくためと言える。識H は以下2 点
「子供に願う身につけたい力」は、「ものには固有の性質がある」という見方・考え方（ただし「もの」とい
っても限られたもの) ｡ それを｢ 体溌化｣ からとらえる｡ 液体は身の回りにいろいろあり､ 扱いも容易である。
お茶も？ジュー スも？水も？やっぱり､ 何度やっても同じだね｡ などのように､ ものが変わっても体積変化の性
質はかわらないことを繰り返し確かめられる。そこで基礎的・基本的な内容に繰り返し立ち止まることになる。
また､ それなら空気と水を混ぜた場合は？もっと固ﾚ 伽は？などと､ 心を揺らしながら本気になって考える場面
を数多く経て追究ができる。
「子供のわかりかた」は、大人の納得の仕方にない特徴がある。それは単純に表した例がある。事実認識一類
的な見方一概念形成特に、小学校段階では事実認識一類的な見方が主であろう。本単元の場合、○はこうだ
った､ □もこうだったという事実認識一類的な見方を豊かにもつことができるようにしたい｡ 液体や気体､ 固体
とくくるような見方･ 考え方値概念の形成に急ぐことなく､ 子供のわかりかたを理解しながら学習を進めたい
2 2
（6 ）ハイブリッド学習場面の具現化に向けて
ハイブリッド学習場面を複数のパターンで構想し、子供の学ひ物､ 保1 章される最善の道を探った。
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案1 の1
睦気＆水＆金属」複合パターン
1 －2 時間目の展開案
．：準､ 景司か。亭唱純W 肺”；’か豆淳へ噌電. K ･ 炉心E r A
篭霧‘蕊"'…爵‘・翰喚…
鱗言’案1 の2
睦気＆水＆金属」複合パターン
4 時間目の展開案
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<l耐より>・I裳くた騒蹴たくさん勤いだよ。、私たちe*しだけ鋤いたよ．蕊慧司
鵜 あれ？どうして？4 評i はどのくらい動くの？ '血的な冊まり- -対鮒をひらく’ 案3 の1
睦気→水→金圃パターン
3 時間目の展開案
’赤インクはどこまで動くのだろうか？ I
3 c m ？
温めれば温めるほど
ではないかな
みんなの手
ホッカイロ
お褐（7 0 ℃
アルコールラ
嚢霧
動くの
心の禍ｵ 1
5 c l n？ 菱祷すごぃ熱なら10.卿？
難謹霧
｜対話をひらく一対誌｜
かさが大きければ大きいほ
ど動くのではないかな。
｜納得-次への歩み出し’
f l 分の実験道具で試してみる。
1 O c m 動いたよ．
・8 a n 動いたよ．
・湛めれば温めるほどたくさん動くんだね。
識鱈ぁ綱,隷瞬;ご窯雪してみたよ。
．どんどん冷やしたらどうなるの？
・中に水を入れても赤インクは動くの？
■
＜伽時より＞
認謹警 蝋撫避職赫…" 蝿撚一｜｜|内向的な舟塞町一吋雛をひらくI
案3 の2
睦気→水→金属」パターン
5 時間目の展開案
赤インクはどこまで小さくなるのだろうか？ ’
委
一氷水なら1 0 “I ？
I抽稀一次への歩み,T,し｜
自分の災験遊典で試してみる．
・－1 （) c 川勤いたよ。
・－H e m 勅いたよ口
。冷やせば冷やすほどかさは小さくなるんだね。
識鵜‘,,に蔭異観？窺撫ｼたよ・
，どんな物でも（金属でも）、温度によってかさが変化するの？
・湛めたり冷やしたI ）してかさがかわる遊興霞作りたいな．
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案2 の1 ( W →空気→金属」のパターンの1 時間目）
ねらい
・液体を温めて体積が到七する様子を観察したり、実際に自分で調べて確かめたりすることを通して、
その事象に興味をもち、疑念や期待感をもちながら試行することができる。
．「も伽「かさ」「温度」について自分の立場で追究したり、他者と蕎葡したりすることができる。
展開
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クルサイク
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／
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､尋寺
: 奉鐙と両
胃で商まる
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子供⑱字習活動と教師⑭宙きがけ針話する子俄が育つ学習過程を明ら鯨にする視点融ら
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案2 の2 （｢ 水→空気→金属」のパターンの5 時間目）
ねらい
・温度が下がると液のかさが減る現象から、その減り具合と温度との関係について液体や熱のイメージ、
既習経験､ 生活経験等を想起しながら、意欲的・科学的に思考を深めたり、他の事象に広げたりすること
ができる。
．異なる立場の友達と進んで言蒜葡( _ ﾉ て梶寸したり、実際に自分の方法で調べて確かめたりすることを
通して､ 液体は温度力璽わると体積も変わるということを､ ボ鵬L ﾉ て理解することができる。
展開
言軍習活動 教師の支援 I
’’冷えた液体のかさはどこまで下がるのだろうか f 供あるいは教師からの蝋の投入に
より、本時のねらいに向かう方向性と
懲欲をもつことができるようにする。温度を下げた液体のかさが減る事象につ
いて、その時の液体や熱のイメージ、既習
篭篭篭葬起榔り患覇
1、
謡鼠:重途溌薄燕鴬警;言
一人一人の立場を位慨付ける
だって、ゴムみたいに少しは伸びるからく生活からのイメー ジ）化、実際のデー タ、実験道
水が氷になるとかさが増えたから慨習綴験か喝のｲﾒｰジ）鍵霊鮪鯖溌藤
･ スタート地点くらいだと思う， 気付いたり、理解したりで
だって、もとにもどるから。（観念的なイメージ）きるようにする。
冷やしても液が減ったわけではないから（物質の保存のイメー･ ジ）
合体した熱くんが離れて、もとの液くんになったから‘（モデルのイメージ）・
水は圧しても縮まらなかったはずだから。（既習維験からのイメージ）
温度が下がってあ～らくになったという感じ。（モデルのイメージ）
･ スタート地点より下だと患う．
だって、温度が高いとかさが贈えるのだから、低いと減るはず（既習経験からのイメーージ）
温度計みたいなものと同じではないかな，〈既習経験からのイメー ジ）淡示用の大型器具を
繕やされて、液くんが細くなってしまったから（モデルのイメー ジー）ハ〕意しておくことで、
人も寒いと縮こまるから（生活からのイメー･ ジ） 考えを確かめたり、比
何かと反応がおこっているかもしれないから｡(ﾓデﾙのｲﾒｰジ）誰皇寺群ぎした
ゆさぶり
「術温よりも低く』という視点
をとらえて返すことで、子供が
同他の予想や見方・考え方を見
直し、対話をひらくことができ
るようにする。
焦
点
化
．冷やす温度によっても違うんじゃないかな
･ 氷で冷やすと，スタート地点より下がるとド 思う
→
．それでも、
←
「水はﾉ I ；しても縮まない』「水は氷
になるとかさが期える」などの既習事
項を想起することで、子供が本気に
なって心を動かして思考することがで
きるようにする。
必要に応じて、ネームプレートを貼
り緋える時間を確保する。
スタート地点
から下がらないと思う、
・え？氷になるとかさが堪えるよ。
一度減って、また卿えるかも？！
二重趣|･早く確かめてみたいよ！！’ 追体験の場を設けることで、試
したいことを確かめたり、他と競
争したりずるなどして、理解を深
めることができるようにする。
K I ' l が『限界』点に印をつけた
り、数| M | 賊かぬて記録したりする
などして、客観性を高めることが
できるようにする。
尊入時からの視点「もの」
「かさ」「況庇」で- - 瀞気に
なるところにネームプレート
をﾛ I f i り、次時の見通しをもて
るようにする。必要に応じて
継論の場を設け、間題意減に
忘迷馬上うにする‐
2 ，液体を氷で冷やしてかさの変化を確かめる
( I ) 教師の演示実験、あるいは、子供の再現実験で確かめる
董熱雲寡篭謹ぞ鰯息蕊
3 、もののかさと温度について、互いに感じたことをカード
に書いたり、発表したり、ネームプレートをはったりする。
熱の力ってすごいね。
マヨネーズやケチャップでも動かしてしまうのかな？
ガラス容器ごと凍ったらどうなるのかな？
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冷 冷
（7 ）授業の実際
1 0月2 4日（月) C - 1 2 , a 4 ( 4 J V D
ご’青い液体が上がっていくのはなぜだろうか？’ 、
かさと温度もの の
/お茶？ 、1
，油？
、つゆ？
■
”
排
温度を上げると
たくさん上がる
のだろうか？
ものによって上
がり方はちがう
のだろうか？
どうしたらたく
さん上がるのだ
ろうか？
事象提示一一液体（色7 j < ) の体温による体謹化／教師の「おまじない」
子供の意識一「もの」は何かわからない。「かさ」の到七は5 c m < らい確認。
とにかく高く上げたい。「温度。が関係しているかも。。・だ畝はっきりしない。
教師は「おまじない」＋「手で容器をさわる」と「液体が上に動く」という事実を提示。
その事象提示に対し子供たちが表現した言葉はおおよそ以下。
＜動きについて＞・動いた。上がった．登った．増えた
< スピードについて＞・速い．ゆっくり．おそい
くかさについて＞・ちょっと。少し
く中身について＞・中は何なのかな
く思い、願い＞. もっと高く・もっと速く
く心の動き＞．あれ．どうじて
．わかった・なんで
・容器がやわらかいのかな
ウ
両1
、
､ 倒一I r 。
哩瀞謬索
・念仏かな手をヨ 9 て温める肌のぬくもりで似織
く温度について＞・ぎゅっと握る・頬につける．わきにはさむ．タオルでくるむ・布で摩擦する
くかさについて＞・印をつける・真犠からじっと見る．友達と比べる・競争する
く中身について＞・においをかぐ・色を見る・透明度をみる・沈殿物などを観察する
くその他＞・念仏を唱える．逆さにする．吸い上げる・振る．振りかざす
このような動きを約3 0 分繰り返した。子供たちは、上げたい一心でいろんなことをする畝これといった打
開策がない。はいまわっている状態が想像だけが膨らんでいる状態か、集中力を欠き始めた状態と判断する。
例えば｢ 温度が関係じているのかな」という素朴な疑問に対( _ ﾉ て「ホッカイロ」や「お湯」を提供するなど、一
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人一人の疑念をときほぐしていく手立てが必要だろう。あれも、これも試してみて､ やっぱりこれが関係してい
そう危というところまでの「指導」をするべきだったかもしれない。
導入の収束場面では、2 通りを想定。1 つは「も伽「かさ」「温度」の単元の枠組みを示すこと。もう1 つ
は､ さらに｢ 本当に温度が上がるとかさカサふえるの加と考えてみたい事力V まつきりしてくるような手立てをう
つこと。これについては、1 つ目のみが実施できた。
子供の観点別訓而としては、4 0 人全員力功､ さの変化に
成功する（技能r o - 1 0 0 % 達成、4 0 人全員が「もの」
「かさ」「温度」の視点で調べてみたいことをもつことに
成功する( 態度面) - 1 0 0 % 達成であった｡ このことは、
見た事実やネー ムプレー トの貼り方などが評価' | 青報となる。
その| 静岡と実際の子供の勢いには、格差があると言わざる
を得ない。正しい評価f l f l l の得かたが必要である。
これからの展開では、子供たち力t それぞれの観点で「温
度を変えたり」「ものを入れ替えたり」して自由試行を繰
り返すことになる力i まず第一に優先されなければならな
いのは「上がった」「かさがt 曽えた」の共通認識をもつこ
とであると考えた。次時はここから展開する。 4 0 人全員がかさの変化に成功
1 0月2 5日（火) A - 2 , 3 M ( 2 1 V D
争
旬
I
心々
. 熱さでぼうちようしたの
かな。
たいだった。
カー ドの記録から「上がった」「ふくらんだ」の言葉を提示した。ほとんどの子が「上がった」と表現してい
た。蔵島児は「水が登っているみたい」と発言した。それに多くの子が賛成した。それに対じて、「熱さで膨張
したのかな」という意見が出た｡ 用意じておいた「液＜んモデル」を使って説明するように促すと「液くんが大
きくなってどこにも行けなくなって上に行ったのかな」と発言6 それでも、まだ吐がっだ」「ふくらんだ」の
2 9
液が｜上がった」？n それとも『ふくらんだ」？
宮
１
１
違いがあいまいな様子であった｡ そこに､ 樫木児が｢ 上に上がったはずはない。もし上力1 つだのなら、びんのど
こかにすきまがあるはず」と発言b それにはみんなが「そうかもしれない」とくいついた。さっそく、みんなで
びんの底を確認した。「ない｣ やっぱり上がったのではなくて、膨らんだと考える方がよさそうだと気持ちを変
えつつあった｡ そこに木谷児が｢ 電子レンジでもそう危肉まんのふくろは丸く膨らむから、きっと上にも下に
も行っている｣ みんなも「そうだね、ぼくもそんなことあったよ｣ などと生活経験を語った。このようなやりと
りを通じて｢ 上がった」は「ふくらんだ」に共通蹴卑されていった。教師は、この事実を膿においた管に水を
通L 人カイロで温めて左右が広がる現象」を提示して蹴晶を得ようと考えていた力i その出番はなかった。
1 0 月2 5 日（火) C - 1 2 , a 4 ( 4 M
子供たちは、思い思いに活動を始めた。言い液をカイロで温めてその変化を確かめたり、お湯につけてたり、
印をつけたりした。時間を計りながら何秒で何c m 膨らむかを記録する子もいた。また、黄色い液緑色の液、
つゆなど｢ も伽を入れ替えて確かめる子もいた｡ 次第に、「温めるとかさが変わる｣ こと誰哉されつつあった。
それを象徴している出来事が起こる。雲の合間をぬって日差しが差し込んできたのである。子供たちは、少し
でも温めようと窓際に集まった。そして、直射日光を当てながらかさの変化を確かめ出したのである。中には、
背後から太陽の光を反射させて四方八方から温めようとするグループもあった｡ 効果のほどはさだかではない力i
そのグループの子のかさが大きく増え､ なんと管のてつぺんまで到達したのである｡ そのグループの子たちは大
喜びである。その周辺のクループの子たちはライバル意識をむきだしにして「ぼくたちだって」と競い合った。
「ﾉ j 嘆くんのはすごい」とみんなに宣伝する子が《「小栗＜んの方法をぼく力戦えるよ」永井児は、自信満々
にその方法を語った｡ 教師は､ みんながてつぺんまでいけるといいねえと言うと、高熊児は｢ てつぺんまでい
ったらもつとつなげたい」、長塩児は「カーブを作ったりしたい」と期待
感を表した。そこで、みんなでてつぺんをめざすことになった。教師は、
6 0 ℃のお湯を大重に用意した。そして、全員がてつぺんに到達できれば
いいなあ、と思った。
そのお湯をガラス容器全体にかけようとしたり、斜めにして全体を温め
ようとしたりする姿があった｡ また､ どんどんさめて行くお湯の感覚とと、
それにともなって上昇の仕方がにぶくなる液の様子とが体にしみこんでい
った時間でもあった。こうして、約1 0 名の子がてつぺんまで到達するこ
とができた。到達できなかった子の中には、最後まで「新しいお湯」をせ
がむ子もいた。
日光の力も利用して
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艮界問長 アルコールランプで熱すると |’
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平岡「温あるとかさが増える
わけがわかった気がする 1 1
「限界」が気になっていた佐藤児は、昨日の実験でわずかでてつぺんに到達せ甑l l 毎しい気持ちで帰宅した。
休み時間｢ 最後まで行かなくて悲しかった｡ どうしてもアルコールランプでしたい｣ と言う｡ そこでこの時間は、
そんな佐藤児の発言から授業を始めた。「アルコールランプを使いたい｡ みんな手伝ってほしい｣ すると約半数
3 1
の子が｢ いいよ。ぼくもやりたかったんだ」と黄同｡ そこで｢ なぜアルコールランプなのか｣ を語ることを通し
て､ 熱と液体をモデノM こし「温めるとかさがt 曽える」という見方・考え方を出し合おうと考えた。
山口児卿と液のf 臨佳が近いと膨らみやすいのでは」、川村児肺に熱が集まってくる」、稲垣児「＜つつく
説｣ 、須田児｢ 吸収説｣ 、木谷児脚くて逃げる訓を発表した。川村児はさらに｢ ギューギューにつまって耐
えられなくなった」と付け加えた。このB 表平岡児が｢ わかってきた｡ 今まで温めたらどうしてi 曽えるのかわか
らなかったけど、こうやって考えてみたらわかるような気がじてきた」と発言6 モデルにじて説明しあい､ 多様
に考え合うことによって、自分の考えを創り上げた平岡児だった｡ そこでようやく、みんなでアルコールランプ
の事象を観察することになった｡ 液体はぐんぐんと上昇し､ てつぺんを乗り越えたとき､ みんなでバンザイをし
て喜ん危さらに、ホースをつけたして限界まで試みた｡ 半数の子は､ 興味深く観察し記録をとったりじて取
り組んだ6 －部の児童は、やく嘆中力を欠き始めた様子が認められた。
給食の時間が近づき、火を消す6 最後までそこに立ち会った山口児が「やばいよ。火をきったら下がって行く
ぞ｣ とつぶやいた｡ 近くの下1 1 1 児も「あ－あ」となんどもためいきをついていた。「火を消すとかさ力減る」と
いうことは､ これまで数回お湯やカイロを使ってかさを変化させた経験から容易に想起されたことだろう｡ また、
前日まで実験に使っていた道具献朝になるともとにもどってしまっているということにも司寸いてきている。
しかし、どれくらいまで減るの、冷やすことで最初の体積よりも小さくなる等については意識していない。
次時は、この｢ 当たり副のように減っていく事象に言目すること~ ご単元の本質､ 単元の内容に迫ることはも
とより、より観察眼を研ぎすまじていく資質や態度を育てていきたいと願う。
限界男羨: 湯煎しながら液の上昇を観察ホースでつなげたコースの長さを記録する
3 2
1 0 月2 7 日（木: ) A 5 6 7 ( 3 I V D －研弗受業2日目
限界問題2 ：冷えた液体はどこまで小さくなるのだろうか？
温めた時
元の高さ
一
冷 冷
熱が消えて行くみ く温没計説＞
1 ､ さくなる？
冷えて減る
水なんて見
た事がない！
温めて贈えるから、
冷えたら減る．
温度計もそうだよ．
’
､ 本時は、「液体が冷えるとどこまで下がるのだろうカリという点について話し合う場を設定した。一人一人の
予想を黒板に位置付けながら､ なぜそう予想するの畝これまでの経験や生活体験イメー ジ図などをもとに考
え方を表現し合った。黒板のネー ムプレー トは、おおよそ次のように貼られた。
＜もとの場所より上＞2 名くもとの場所くらい＞2 7 名くもとの場所より下＞1 1 名
もとの場所より上と考えた稲垣児は、「ゴムのように伸びると少し緩む｣と｢ゴZ』説｣で考えを話した｡また、
佐藤児は聯を吸収して膨らんだのだから、冷たさも吸収L ﾉ て膨らむは酌と「『制吸収説を語った。
一方、高児は、脚が消えていくみたいにu ぎんで小さくなる」、平岡児は「冷たくてきギュー ギュー につま
ていくみたいに縮んでいく」という考え方を語った。
まだ山本児や大塚児高熊児などは、「液の動きは温度計と一緒だ6 温度が高いと上がるし、下がると下に
行く｡」という考え方でみんなを脂させようとしﾉて主張した。「温度計と同じ。というとらえ方は､まさしく、
本単元の本質的な現象をとらえている姿と言えるのではないだろう飢
このころになると、単純に「もとの場所より上か下か」という言諾而ではなくなってきていた。子供たちは「も
っと温度が下がってきたらどうなるの加「氷をいっぱい使ったら下に行くかもしれない」「普通に冷えるだけ
ならもとの場所と変わらない｣ などと発言じてきた｡ 子供たち注視し始めたのは｢ 常温」を境に液のかさがどう
なる力、ということであった。この8 霊教師は、この境目を整理しきれなかったため､ 子供たちの発言は互いに
蕎而されこそしたカミその条件設定があいまいなままの言諾愉となっていった。
そのタイミングからやや遅れて、教師は「常温」という境目に焦点化していく手立てをうつ。「冷えるとかさ
力滅る」という立場が大勢を占伽台めたのをきっかけに､ 教師は､ 袋に入れた水を凍らせて体積が膨張している
ものを提示した。「前の学習で水は凍るとかさ力贈える、と学習しました｡ 」この提示によってへ子供はわずか
に揺加台めだ。「あれ？それじゃ、どうなるのだろう？」「でもね､ それは凍ったときだから、凍るまでは小さ
くなるのではないかなb 」既習事項とこれから起きようとじている現象とを結びつけて自分なりに納得をつけよ
うとしている姿がさらに顕著になってきた。
ここで､ 時間がきた｡ 話し合いの内容も､ 各自のイメー ジや仮説でかかわりあっているため､ 実際の事象を礁忍
する必要があった｡ 実験や観察前に欠かせない眉通し｣ を一人一人がもつことができたかどうかが確認できれ
3 3
| 式実験に移るタイミング､と判断できる｡教師は､再度､子供たちにネー ムプレー トを見直す場を設ける｡そこ
でI 式例えI 式「変わらない」としていた木谷児は｢ かさ力贈える」に、長崎児は｢ かさが減る」にネー ムプレ
トーを移動させた。それぞれに真剣に考え、見通しや疑念をもって実験に臨もうとする状態になっていた。
1 0 月2 7 日（木) B 1 2 3 ( 3 M ) 一研究授業後（大学の先生参観）
話合いのあと、それを確かめるための実験に取り組んだ6
冷却には、水と氷と塩を使った。
液がスター トラインからどんどん下がって行く様子を4 0 人全員が確認することに成功した。その時の子供の
主なﾎ 蒜目は次のようである。
＜「冷やすと下がる」という考えをより確かにした子＞
＜「上がる」または「変わらない」という考えを胎やすと下がる」に修正した子＞
初めに「上がる」「変わらない」と予想じていた子たちも、自分たちの考えを| | 多正じていった。
＜「室温以下に冷やすと下がる」というより詳細な見方を深めた子＞
中には「液が下がっているのは、室温より下がっているからだ6 室温までならもとの場所にもどるだけ。」と
いう言薪N で正確な見方をしようとする児童も数名表れてきた｡ ここを確かにするには､ 一度、室温以上に上げて
から、常温に戻L 人さらに氷で冷や式という検証実験力､ ^ 霞となる。
こうじて､ 一人一人が｢ 液体は冷やすと体積が減る」ということ| こ納得していった｡ ただ､ その納得の仕方は、
上記のように一人一人違うことが明らかになったと言える。
寮
犠趨
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水で冷やすとどうなるのかな？だんだん下がってきたよ どこまで下がるかなあ？
3 4
1 0 月3 0 日（日) A 1 2 3 ( 3 M ) 一授業参観
本時は「温度によってかさ力贈えたり減ったりする」事実を確認した4 0 人が､ さらにいろんな液体で自由に
試行する時間とした。この活動には､ 様ﾉ ﾏ な問割晶決が含まれると考えた｡ 例えば恥の洞本だったらどうなの
かな」「温度別に記録をとりたい」「マヨネー ズだったらどうかな」などである。これらは､ 矧寺点では個にお
いて行われる問劉卑決活動であり、全体で話し合って行う問題解決と多少意味合いを異にすると考えている。
一人一人が気になることをとことん自由試行できる時間は､ 理科の時間で確保できるようにしたいものである。
多活動･ 多問題の中で、どのような問題や視点がクラスの中に浮き上がってくるか､ 靴而は個々 の活動をつぶさ
に則又るととともに、全体の流れの中に出てくる疑念をキャッチすることに努めた。
この8 蓋新たに出てきたものは「マヨネーズ間閏であった。この日、以前からマヨネーズみたいなものでも
試したいとカー ドに書いていた子を中心にいくつかの班がマヨネー ズで試行した｡ それを見た他の児童も当然興
味をひかれた。しかし､ マヨネー ズは限られた量しかなかった｡ 他の児童たちは自分の問題に応じたもの( ジュ
ースや色水など) で試しながら、マヨネーズの結果を時折のぞきに行った。「上がった！」喜びのような､ 驚き
のような声があちこちから上がってきた。「どろどろじていても温めたら膨らむんだ」とつぶやく子もいた。
この日は、それぞれにいろんな液体で試行が行われた。3 8 名（2 名欠悶全員献水以外の剛の> 阿本のか
さの翌上に成功した｡ 約1 0 名の子は､ マヨネーズのかさの変化にも成功した。しかし一方では、自分たちでも
マヨネーズを試してみたい、という羽茜が残る形となった。それ力吹時の課題ともなった。
1 1 月2 日（水) B 5 6 7 ( 3 M )
I| マヨ半分問題:半分ずつ分けたら翌うなる③だるうか？
半分だったら
できないよ。
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満タンにならない| 堤り上がらない1
マヨネーズが膨らんで．どこにもい
時澗はかかるけど上がってくる
速さは同じくらい
くところがなくなると→非常｢ | へ
試してみよう
室気空 くんも、温めるとふ
くらんだのだろうか？
速い、よく動く1
てっぺんまで行きそうだ
半分の万がよく動くぞ！？ ’U
本時は前時に課題として残った「マヨネーズ問闘を取り上けた。教師はここで、再び全1 0 班分のマヨネー
ズを準備せ或わざと5 班分だけ用意した。「お店に行ってありったけのマヨネーズを買ってきたが5 本しかな
かった｡ 」子供たちは考えた。「2 班で1 本にしよう」「順番で剣魚しよう」「半分ずつ入れよう」。その時｢ だ
め､ 半分しかなかったら出てこない！」と強い廊倫が出てきた。「半分だと届かないと思うよ」「そうだよ、満
タンになって初めて上に上がるよ｡ 」「どこにも行けなくて『非常□』って感じで出てくる｣ 半分に分けてはい
3 5
けないという理由が次々に語られた｡ 一方、「半分でも大丈夫だと思う｡ 」「膨らんだ分だけ出てくるはず」「時
間はかかるけどできる」という意見も出てきた。ここで、新たな問題「マヨネー ズ半分問題が浮上じてきた。
雁かめてみたい」その声が合図のように、実際に確かめてみることになった。その結果大方の予想に反し
て､ 半分の方がいつ| 乱1 動いたのである。聴い、速い。」「あれ－、こっちの方が速いぞ」「うわ一いつ| 乳I
動いた。もうすぐてつぺんまで行きそうだ」子供たちの驚きはどんどん大きくなっていった。
この時間は、「マヨネーズは温めると膨らむのだろうか？」という問題から始まり、しだいに「マヨネーズは
半分でも上にあがるのだろうか？」という問題に発展した時間と言える。（マヨネー ズ問題→マヨネー ズ半分問
題「マヨネーズ半分間閏はすなわち､ 空気の存在への視点の転換と､ 空気も温めると膨らむのだろうか？と
いう「液体→気体」への節目の時間ともなったのである。
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マヨネー期当分莞員驚いて事象を観察する子供たちあれ? 半分の方が速いぞ！
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本時では、前時の「マヨネーズ半分問題での大きな驚き、意外なこと、考えたことを語り合う場面からスタ
トーした。子供たちは「すごかった」「ものすごく速く動いた」「それにたくさん上がった」「そうだよ、半分
の方力漣いんだよ｣ 。この事象を大きな驚きをもって観察した子供たちにとって、それは事実以外のなにもので
もなかった｡ 大切なのは、この現象を一人一人の子がどのよう| こ納得しているかである｡ 刺寺のねらいは、この
点に関する見方・考え方を深め合い、さらに確かめてみたいことが見えてくることにある。
そんなとき、発言は次のように続いた。
「だってくこの上の部分には空気があるでしよ。（うん、う肋だから、その空気も膨らんだんだよ。」
この発言は､ 子供たちの思考をゆさぶるインパクトがあった。「そうだよ､ 空気も膨らむんだよ」「そうかな、
空気が膨らむはず力賑いよ」
それぞれの立場が表出した。
陸気力膨らむ」という立場の児童は「液体は全部膨らんだ6 だから、空気だって膨ら劃という理由や厘
子レンジで温めると袋がふくらむのは空気力塩められて膨らんでいるから｣ という理由を語った｡ これまでの実
験経験と生活経験を背景に語っている姿と言える。
一方、睦気は膨らまない」という立場の児童は陸気は目に見えないから膨らんでいることはわからないよ」
という理由や｢ 地球上の空気力鴨らんでいるとは考えられない｣ という理由を語った｡ 確かな納得を求めていこ
うとする姿があった。
もちろん､ その中間的な立場を語る児童もいた｡ 膨らむと思うけど､ 地球上の空気が膨らむとも思えない｡ 。。
子供たちは迷いながらも真実を求めて唯かめてみよう」というエネルギー を高めて行った。
今回の実験は､ 少量の液体を用いることとした｡ マヨネー ズから問題が発生じてきているものの､ ここでは｢ 液
体→気体｣ への節目と捉えていたため、睦気｣ の部分に意識をあてていけるように酉臆した｡ そこで、あえて
マヨネー ズのかわりに液体を用いることにした。
実験中は、再び大きな歓声に包まれた。液体の動きの大きさ、速さ、ともに予想を超えるものがあったのであ
ろう。ここで4 0 人全員畝空気は温めるとふくらむ、という事象を確認することに成功した。
今回は、剣更後にそれまでの自分のイメー ジを再構築する時間を確保するための時間を設定した。実験後にす
ぐ話合いを行ったのである｡ 子供たちは、「やっぱり空気の力で膨らんだんだ」陸気力膨らんで水を圧してい
たんだ」「私の考え方をちょっと直さないといけないと思った」などと語った。より「実証曲「再現性」唇
観性｣のある考え方に自ら修正していく姿があった。4 0人全員が事象を確認じているの面そのような科学的
思考力畦むということは予想されていたことである。
しかし、ここで○児が「私は空気は膨らんでい両くて- と｢ 私は空気は膨らんでいなくて、
やっぱり水が膨らんだからだと思う」と語った。確かにこ
の事象だけでは眺力W 影らんだ」と考える余地はあった。
これを確かめるには睦気だけ」で検証する実験が必要に
なるのである。その子に対して、子供たちは「水も膨らむ
けど、空気も膨らむと思う」睦気も膨らんだから動き方
が大きくなったんだ」という事実で説明しようとした。○
児は、みんなの勢いにおされるような形で何となくうなづ
いた。
ここでは、一つの事象を礁忍した4 0 人であっても、や
はりその納得の仕方はそれぞれに異なるという実態が浮き
彫りとなった。このことに関しては、互いの考え方が繰り
返し巻き返し見える形でかかわりあって対話する湯を設定
することが有効であると考える。
’
空気力W 影らんで水を圧( _ ﾉ ているんだ！
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1 1 月1 0 日（木) C 1 2 3 ( 3 M )
マヨー滴問題：空気も温めるとふくらむのだろうか？ ’
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マヨネーズ一滴問題
本時| よ○児の中途半端な納得を解決しようという思いで授業を行った。それは○児のためだけではない。
このような鵬をしている子が他にもいると考えるの力璽当であろう。また、「空気が膨らんだ｣ と誘魚を導い
ている子にとっても､ 他の異なる事象のケースにおいても当てはめて考えてみることで､ その見方･ 考え方をよ
り確かなものにすることができると考えたからである。
刺割よ「マヨネーズ半分問闘で浮き彫りになった睦気もあたためると膨らむのだろう加に再び立ち返
る事にした。
子供たちは前時の結果を生き生きと語った。「すごく膨らんだよ」「もれる寸前までいったよ」「マヨネーズ
の力と空気の力があわさってもっと大きな力になったんだ｣ 空気の力をいろんな言葉で語った｡ すると睦気の
力さえあればいい｡ マヨネーズは1 滴でもいい｡ 」という発言が飛び出した｡ これ畝みんなの心に火をつけた。
「1 滴でもできる！？」できる、できる。え？できるかなあ一・「一滴問闘の浮上である。
この「1 滴問過に対して、それぞれの| 屍兇が語ら加台めだ。「ここに空気君がいつ| 説1 あるから、たくさん
上がるはず」「マヨネーズの力もあった方がいいと思うけど｣ そこに､ これまでの一連の実験をt 徹しながら｢ 初
めマヨネーズ満タンでしたときはこのくらいだったでしよ。次、半分にしたらもっとたくさん上がったでしよ。
だから、1 滴になったらもっと増えるのではないかな」と語る子もいた。「そしたら、きっとすごいぞ－」「ジ
ャンプするくらいだぞ- 」「やってみたい！」子供たちの小さな疑念が大きな期待感へと高まった。
さっそく実験である。管の最下部にマヨネーズを一滴つけてふたをし、びんをお湯の中に入れて温めるのであ
る。実験開始直後から、驚きの声があちこちから飛んできた。「先生すごいよ」「うわ－，速い、速い」「信
じられないスピードだ」睦気君が爆発U てる」いろんな言葉や歓声が教室を埋めた。
今回も、剣更後の話合いの場を直後に設定することにした。
「空気の力にたえられなくなって出てきたんだ」「先生のジャンプよりも速かったよ」「目に留まらない速さ
だった」「ちょっと目をはなしたすきに1 1 c m から3 0 c m に行っていた」「バカーンと爆発したみたいだっ
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た」、爆発した後、上からのぞいてみたら、マヨネーズの幕に穴があいていた。すごい力だ」「やっぱり、マヨ
ネーズ満タン、半分、1 滴と空気の量が増えれば増えるほどたくさん膨らむと思う」
こうしﾉ て､ 実験直後には、いろんな言葉でかさの変化の要因について語る姿があった。その淵脂の仕方はやは
り多様であるカミ液体とのt 職をしながら納得している点や空気の力はすごいという実感を伴って納得している
点において、より深くて確かな理解を獲得したと言えるのではないかと考える。
マヨネーズ一癖
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一連の実験において、子供の驚きや感動が次第に大きくなっている要因を以下のように考えることができる。
○液体からの導入
ここに時間をかける。( 3 0 分はかけすぎたというｷ 司箇もある力i ) この間､ 教師はたいした手立てもうたま
子供はひたすら手や体で容器を温めることに終始。3 0 分で約6 a n の変化を儒忍できるにとどまる。子供は、
かさの謝上は温度に関係しているのでは？と感じつつも、教師はお湯も、ホッカイロも与えなかった。しかu
この3 0 分こそ畝なんとかしてたくさん動かしたいという単元を員＜子供の思いを醸成したとも言える。
○限界実験（上昇）
温めたい、もっと温めたい。その思い畝日光を利用したり鏡を利用したりする姿につながる。ある児童がて
つぺんまで至唯したことを機に､ 限界まで到達したいとクラスが盛り上がる｡ そこで､ アルコールランプをもち
いた｢ 限界実§剣（演示難剣を観察する｡ てつぺんを越えて液がもれていく。先にホースを連結してさらに液
がt 曽えて行く様子を観察。このとき､ 熱くん､ 液くんがどのようになっているのか､ 互いのイメージ図を用いて
話し合う。かさの劃上に対する互いの見方・考え方が深まる。
○限界実験（下I 釣
せっかく上げた液体畝次の朝にはもとにもどってしまっている。どこまで下がるの畝という疑問に焦点を
当てた話合いと剣菟このとき､ 熱くん､ 冷くん､ 液＜んなどのイメージ図を用いて話し合う。かさの変化に対
する互いの見方・考え方力渓まる。
○自由試行
あらゆる液体を用いてあたため、そのかさの変化を確かめる。このことで、興味関心が高まるとともに、どん
な液体でも温めるとかさが増えることを納得していく。
○マヨネーズ実験
液体か固体飢。。あいまいな「もの」に対する疑念ミ期待もマヨネーズのかさはどのくらい変化するのだろ
うか。子供の追究が広がって行くことで、見方・考え方も深まって行く。
○マヨネーズ半分問題
マヨネーズが半分しかない、という状況が発生。それでもかさがt 曽える事実に直面b しかも、半分の方がかさ
の変化が大きいという驚き意外l l 生子供たちの驚きや感動は､ 導入時の｢ 液体のみJ のときよりも大きくなる。
そして「空気の力」へと言眼点が変わって行く。
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○マヨネーズ1 滴問題
マヨネーズの力をかりなくても、空気の力さえ
あればいい。空気のかさの変化への期待感が膨ら
んでいる。実際に確かめてみる。睦気が爆発し
た」という表現にあるように、そのかさの変化の
大きさ、スピードにさらに大きな驚きを感じる。
k ,
卜
※空気からの導入では、かさの変化が6 藍忍しやす
い畝その後、液1 本金属と、到七の大きさ洲I
さくなっていく。したがって、量的な変化に対す
る驚きは小さくなっていかざるを得ない。
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一瓦液体からの導入では、かさの変化が確認しにくい畝しだいに気体d 溶I 合が増えて行くに従って､ かさ
の量的な変化に対する感動、驚きが大きくなっていくという構造になっている。
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O あ、針が動き猫した！
○金属もかさが増えているんだ”
○火を止めると、元にもどっていくよ。
金属実験
本時は､ 単元全体から見通した場合一つの大きな節となる場面である｡ 今回のような｢ 液体の体積変化｣ →｢ 気
体の体積変化｣ →「固体の体積変化」の単元構成では｢ 液体の体積変化｣ →「気体の体積変化」では節はできに
くい畝→「固体の体積変化」ヘ展開していく場面では節になりやすい。（ただし、一部の子に限り、思考がつ
ながっている。もっと固いものだったらどうなのかな？と自然に問題を抱く子もいた力i 」）
ここでは、子供の思考を重視する一方で、的確な「導入」場面を靴､ が構想することとした。子供の思考の道
筋だけでは成立してきにくい学習課題である｢ 金属の体積変化｣ への視点を効果的に提示するのである。このこ
とで､ 子供がこれまでの実験からの唇R や生活体験などをもとに、「あれ？」「どうなのかな？」「きっとこう
にちがいない」「わからなくってきたぞ｣ と心を揺らし始めることを大切にしたい。このことは､ 子供自ら力堵
4 0
えてみたし窪を明らかにじていくという意味からみ~ こ主体的な問題解決が妨げられているとは思えないと考え
ている。
本時では､ O 児が「これまで調べてきたものは『液体』に分けられる。そのあと一滴問題は『気体』。だか
ら今度は『固体』で試じてみたしU と語った。それに対じて「固体は固すぎて鯉だ」という立場の子が発言6
－方、「ものすごく温伽' 1 ばできるかも｣ という立場の子もいた｡ かさと温度の変化の要因を結びつけて考えて
いることがわかる。ま尼「ガラスだって高温にしたらドロドロになる」と生活経験から考える子もいた。する
と､ T 児が願くるなら実験方法を変えないといけないね」と発言。これまで一環して「ガラス) 侭些容器」を使
用じてきたが、ここでこの自作教材の限界がきた。
誕m は「金属も温めるとかさがかわるのだろう加と板書L ﾉ て、本時砺果題として位置付けた。ほ| 孟子供の
発言から展開じてきているとは言え､ 方可寸けの意味合いの強いと言わざるを得ない時間と言える。しかし､ こ
こまでで子供の問題意識は高まり、「どうなるのだろう加という心の揺れも伴っていると判断できる状況では
あった。
さっそく、「お湯につける」という方法で確かめることになった。2 枚の金属板（アルミ製鉄製）とお湯を
配り実験を融合した。「板の長さを測っておかないと」、畠も測ったよ」という声が上がってくるあたりは、こ
れまでの実験から学んできたことである。しかし、数分だってもほとんど劉七はなしL 「先生、もっと熱いお湯
をください」「絶対ムリだ」「やっぱり火を使わないと」そんな声があちこちから聞こえるようになった。
そこで教師は、2 つ目の方法を提示した。（右調金属板を横にじて置き、その左端は固定右端の下には
針を下に敷いておく。金属板の中間地点を温める｡ すると､ 金属板の右端が膨張し針が転がって､ その針にとり
つけた棒が動く、というしかけである。小さな変化をより拡大じて確認するために、より細いものを転がして、
その内円の半径を外円の半径に拡大した。絵H ま安釧ため先の丸いものを使用）
子供たちは、これならできるかもしれないと考えた。さっそく演示実験をL 人各班に道具を配布した。唆
化がないな－」「あ､ 少し針が動いたよ」「どんどん上がっていくよ｣ わずかな変化を見逃さず子供たちが声を
上I 先。靴m は班を回りながら「火を止めるとどうなるかな」と語りかけると「あ､ 元に戻っていく」「やっぱ
り温めたら大きくなるんだ」などと□々に語っていた。
ここで、ほぼ全員が､ 金属のかさを変化させること、およびその確認に成功した。
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理科共同研を通して学んだこと
人間発達科学部附属小学校
橋本大一郎
今年は津柿先生の授業を見せていただき、勉強することが多かった。また、様々な先
生の話を間くうちに、理科の授業で大切にしなければならないことも、おぼろげながら見
えてきた。プロジェクトの話の中から、津柿先生の授業から自分が感じたことをまとめて
みたい。
1 子供が追究を楽しんでいく単元構想
津柿先生が授業で大切におられることは、子供が本気になって取り組むことである。そ
のためには、どのような単元構想を仕組むかが大切になる。単元の中に、子供が葛藤、矛
盾、共感するなどの場面をどのように表われるようにしていくか、その構想の大切さを感
じた。そのような授業の流れになるために、実験道具の工夫、学習内容の配列の見直しな
どを行うなど、工夫することの大切さを感じた。
2 子供の願いを大切にする
いろいろな場面で「子供の願いを大切にする」と言われるが、それは簡単なことではな
い。子供の願いと言いながら、放任になる場合もある。子供にこんな力をつけたいという
教師の意図があることが前提になっている。そして、子供がこう動くであろうという想定
も明らかにしておかなければならない。だからこそ、子供の願いに沿った支援が可能なの
であろう。子供たちは、実に様々な方法で水の体積を増やそうと取り組んでいた。子供た
ちがねらいに向かって、確実に自分の思いを満足させている様子が見られた。
S 粘り強く子供が自分なりの納得を得るようにする
先生の授業の中では、決して結論を急がない様子が多く見られた。子供の視点を大切に
し、一人一人の見方、考えのよさをほめておられた。ついつい結論を急ぎたくなる場面で
はあるが、子供が感じたことを粘り強く広めようとしておられた。それは、津柿先生の、
子供たちが自分自身で納得することを重要と考えておられるからであろう。「分かる」と
はどういう意味かを大切にする場面であった。
4 「物質観」と「エネルギー観」
いろいろな先生方の話をきいて考えさせられることは、小学生の理科で身につけていか
なければならないことは、何かということである。今回の単元は、A 領域「物質とエネル
ギー 」である。ここで、物質とエネルギー の2 つが明示されていることは、小学生の段階
から、「物質観」と「エネルギー 観」をもつことをねらいとしていかなければならないと
いうことである。大人ですら、物質とは、エネルギー とはと言われると答えるのが難しい。
それは、理科の知識を身につけることばかりが重要視されてきたからであろう。「理科の
本質」とは､ 物質とエネルギー の違いは何であるかを感じていける子供である｡ 物質とは、
エネルギー とは何かと考え､分類してきた我々 の祖先の考え方にはすばらしいものがある。
その文化にふれていくことが理科の授業であり、そこに人間のすばらしさを感じることが
できるのだと思う。自分の授業の中に、そのような主張が盛り込まれることを考えていか
なければならないと感じた。
今回は「ハイブリッド学習」という言葉がキー ワー ドであった。このような言葉をっ
くられ思いを主張してこられた津柿先生の思いが一番の学びであった。感謝したい。
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理科の学習におけるハイブリッド学習の可能性を探る
卓1
－生徒が主体的に探究するための教材一
人間発達科学部附属中学校
堀田充・江前達郎
1 ．探究活動と教材
「関心・意欲」をもつことは、学習に主体的に取り組むための原動力として不可欠
のことである。また、探究活動においては、持続力が保持され、最後には達成感につ
ながる。そのためには課題に対する様々な興味・関心がもて、疑問が発生する教材・
導入の工夫がハイブリッド学習には必要と思われる。
2 ．中学生段階の教材
①先行経験の活用
身近なものを使った教材であれば、生徒の感動・興味・関心が高くなるように思わ
れる。少しでも大きな感動をもたせるために、何気ない日常生活の中にある現象を利
用することで、より身近に感じさせることができ、取り組みやすい教材になる。
②学習との関連
どの単元、どの場面で、どのような教材を利用していくかをしっかり指導計画の中
に位置づけることが必要である。
⑧教材の工夫
市販の教材とは違い、形が整っていなくても、教師の創意工夫が含まれている手作
り風の教材の方が生徒にとって身近であり、不思議であり、探究心をくすぐるもので
ある。
④発達段階
興味・関心の持続のためには、生徒自身が使え、何度でも繰り返すことのできるこ
とが大切である。自分自身の考えを検証したり、新たな探究をするための発見をした
りし、生徒が積極的に取り組める教材であれば、科学的な見方・考え方の育成につな
がるであろう。
⑤安全
’一番大切なことは安全にできるということではないか。生徒が自分の考えを検証す
るうえで、どのような使い方をするのか予測はかなり困難である。してはいけないこ
とは最初におさえる必要があるが、生徒が主体的に取り組むことができるような教材
を提示するのが教師の役目である。
3 ．ハイブリッド学習から日常生活へ
ハイブリッド学習を「異種のものの混成」という視点で捉え、問題解決に向かう子
供の学習活動や内面の複雑性を表面化させ、それらを混成させることで新たな見方・
考え方が生まれる学習と考えた場合、中学校ではそのまま課題学習につながるのでは
ないか。課題学習では、低次の課題から高次の課題へと、発展的につながりをもって
構成される必要がある。そして、教師は、このような課題の流れを、生徒自らの手で
いかに見いださせるかを工夫しなければならない。そのために、教師は、教材を工夫
したり指導法を改善したりして、生徒が学びを実感できるようにし、学んだことを日
常に生かすことができるようにすることで、ハイブリッド学習につなげると思う。
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いかにして、本質に迫る子どもの発言を見抜くか
人間環境システム学科環境社会デザインコース
市瀬和義
1 ハイブリッドから本質に迫る授業への転換
今年の共同研究のテー マは、当初、津柿先生が提案された「ハイブリッド学習の可能‘性
を探る」であった。聞き慣れない言葉であったが、化学などではハイブリッドはよく「混
成」という意味で使われる。津柿先生によれば「子どもの丸ごとの姿を中心に据えた学習
シーンの創造」ということであった。そして、指導案には、様々な生活体験から出てくる
子どもの思いを整理し対立させ、その葛藤の中から、新たな価値観を創造させんとする工
夫が見られた。それはそれで意味があり、理科に特化した授業でも、ある程度のことはで
きるのではないかということが予想された。
しかし、何回か研究会を重ねるうちに全く関係のないことに議論の的を絞るよりも、
より「本質的」な問題で話し合った方が効果的であるといった方向に話が進んできた。こ
れは、一見するとテーマを軌道修正したように見えるがそうではなく、今考えればハイブ
リッド学習をより高めた考え方であったと私は思う。こうした考え方で進められた授業で
あったが、時間の関係でほとんど見にいけず残念であった。実際の具体的な場面での指摘
があまりできないが、以下私の感想を述べたい。
2 もののかさと温度における基本概念
この単元における基本概念は、「物質観」である。物質観は、すっきりと言えば、「も
の」とは「重さ（質量）があって場所（体積）を占める」ものであることが言えることで
ある。つまり〃（密度）＝ノ7 7 （質量）／1 ／（体積）である。
ここで大事なことは、質量は変わらぬが、体積が変わり、その体積変化に温度が関係する
ことである。このことが分かったら、子どもはすっきりと見通しをもった物質観が身に付
く。
子どもたちの様々な考えを重視し、子どもの考えにそった実験をやらせるという授業は
一見、個1 性を重んずるように見える。しかし、限られた時間の中で、
混乱したままで授業が進み、本質とは全くかけ離れたところにばかり時間がかかり、ある
いは時間をかけ、終わってみたら何をしたのか、教師も子どもも分からないという授業を
あちこちで見かける。子ども自身も分からぬまま終わってしまう。本当に理科の好きな子
どもにするには、もっと理科の持つ「すっきり感」を十分に与えねばならぬと考える。
そのために教師は、授業において身につける概念は何かを考え、どの場面で本質的なこと
をどのようにとらえさせるか考えねばならない。重要な鍵は、教師が子どもたちの本質に
迫る発言をどのように見抜けるかである。
3 どの発言が本質的なのか
では、この単元で子どもが何と言ったら本質なのか。例えば、液体と気体はかさが違
い、それには温度が関係しているのだと気づいたとき「何か、元気良く押して広がってい
くようだ」のような分子運動の激しさにつながるようなことが出ればおもしろい。そうい
う意味で、津柿先生の授業の中で、これはと思う発言をひろってみる。1 0 / 2 7 ( 木）に
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申一
行われた「液体が冷えるとどこまで下がるのだろうか」という授業の中で、「もとより上」
「もと」「もとより下」という3 種類の予想が出た。この理由としてH 児が「冷たくてギ
ユー ギユー につまっていくみたいに縮んでいく」という発言をしている。このあと、Y .
○. T 児らによる「液の動きは温度計と一緒だ」という発言に押され、やや霞んでしまう
のだが、内容的には温度計論より本質的である。実際、H 児はその前の日の授業で「何か
分かってきた。今までどうして温めたら増えるか分からなかったけど、こうして考えたら
分かるような気がしてきた」と述べ、モデルにし多様に考える姿が見られた。これらはY
児の「液と火の距離が近いとふくらみやすい｣ 、K 児の「液のところにどんどん温度＜ん
が集まってくる」などの議論を聞いていての発言であって、ここには津柿教などとには惑
わされない、科学の事実に基づいた姿が見える。
一連の授業の中で、さらに教師が追究するとすればこのH 児の発言をしっかりと授業
の中心に据えることである。なぜそう考えたか、温度によってかさが増えたり減ったりす
るのは温度だとすると、どんなことが中で起こっていると予想されるか、それはどんな実
験事実からそう言えるかの見定めが大事である。
例えば上述の「ギューギューに詰まっていく」とは具体的にどんな感じか、広がったもの
が飛べなくなって落ちてくるのか」更に細かく追究するとよい。
4 さらにハイブリッドの中で本質を
津柿先生のクラスはよく発言し、よく考えている。友だちの考えを受入れる力もついて
いる。ハイブリッド学習で指摘する葛藤場面は、自らの価値観が崩され△キになる場であ
る。時間が限られているのでそこにはより本質的な問題を持っていくのが望ましい。その
ために、何が本質的なのか、子どもの発言をしっかりと捉える力が教師に求められる。ハ
イブリッドでも十分それはできるのではないかと今回の授業研究を通して感じた。
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仮説の検証：「ハイブリッド学習法」を通じて考えたこと
人間環境システム学科環境社会デザインコース
片岡弘
1 はじめに
本年度は本学附属小学校教諭の津柿教淳先生が提唱する「ハイブリッド学習法」を採り
上げ、その可能性や改善点を議論した。「ハイブリッド学習法」とは「教科の学習の単元
構想の中に、一見教科の学習とは関連が薄いと思われるような異質なものを盛り込むこと
で、より教科のねらいにせまる」（柿津、1 9 9 9 ）ことを目指した教育メソッドである。
提案者がこれまでの実践経験から導き出したメソッドを部会員に公開して討論することに
より、「ハイブリッド」の適用範囲を拡張して方法論を深化させる場となったのではない
かと推察している。私自身にとっては教育メソッド開発について考えさせられる初めての
場となり、特に仮説をいかに検証するのかという点に留意して研究会に参加した。
2 「ハイブリッド」の意義
「ハイブリッド」でまず書目した点は、異質な価値や活動を同一単元に盛り込む手法で
ある。過去の津柿教諭の実践例として、理科の光の現象に交通安全の要素を加える事例等
が紹介された。この基本方針は汎用性が高いと考えられる。純粋な理科学習には興味を持
ち得なかった生徒の関心を、社会との関わりを重視したプログラムを用いることで引き出
す手法は、例えばアメリカ化学会が高校生[ 1 ] や大学生[ 2 ] を対象にした教科書の中で展
開している。理科の授業に非理科的な事例を効果的に持ち込めば、科学あるいは科学的思
考法に基づく製品や現象が日常の身近なところに存在していて、人々の日々の生活に深く
関わっていることを認識させることにもつながるであろう。この点が筆者にとっては最も
興味深かった。
3 仮説を検証するには？
次に着目した点は、この「ハイブリッド」を如何にして検証するかということである。
一般論としては、通常の自然科学の研究者が行う仮説の検証のように、実験条件の注意深
いコントロールが必要となるであろう。可能な限り不確定要素を排除した実験システムを
準備し、実験を繰り返して得られた結果を統計的に処理して実験誤差を評価する。ブラン
クテストも併せて実施され、比較対象の基準が設定される。また厳密な証明には相関関係
では不十分であり、因果関係の立証が求められる。
しかし現実には厳密なコントロー ルは不可能な場合が多い。例えば薬効である。薬の治
療効果は、偽薬（プラシー ボ）と比較して統計学的に有意の差を示すことが求められる。
この場合、投薬する多数の被験者に対して厳密な条件のコントロー ルはできない。個体差
も大きいであろう。そこで疫学的な手法が用いられることになるが、その信頼‘性はどれだ
け広範囲かつ長期的な調査を行ったかに依存する。調査の範囲や期間が広く長くなれば信
頼‘性は上昇するが、大規模となり経費や労力が必要となる。範囲や期間が狭く短ければ比
較的簡単に調査できるが、信頼性は低下する。
さて「ハイブリッド」の検証はどうであろうか？子供は毎年入れ替わり数年後には卒業
するため、特定の生徒集団の変化を長期的に継続して観察して、学習法の効果を判断する
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ことは困難であろう。現実的には（可能であれば) 、同一学年で特徴のよく似た複数のク
ラスを選択し、ハイブリッド学習法を実施した学級と実施しなかった通常学級とを比較検
討すれば､ その効果の有無を含めて一層詳細に検討できるのではないかとの印象を持った。
4 メソッドとしてのパッケージ化
しかしながら、教育メソッドを考案した先生が個人の実践だけで多くの事項を検証する
ことは困難である。逆に「ハイブリッド」を学習メソッドとしてひとまずパッケージ化し
て広く提示することも、仮説の検証を深めていく－つの方策ではないかとも考える。ミニ
マムの手順を提示して他の教諭の興味関心を引くことができれば、実践に参加してもらい
さらに方法論を改良・発展させていく道も開けるのではないか。
とはいえ、パッケージ化には様々なパーツが必要となる。まず、シンプルな実践のガイ
ドライン作成は欠かせない。最低限こういう点に留意して授業を展開すればこのような効
果が期待できますよ、ということを認えればよい。数値化することは難しくとも現場で実
施する教員に対して､ 自分の実践がうまく機能しているのか否かを判断する共通の指標を
準備することも検討に値するであろう。また、ある単元にハイブリッドさせる項目をどの
ように選定していくのか､ その選択の方法論を提示する必要もあるだろう。そのためには、
ハイブリッドさせる項目の選択方法に関するノウハウの蓄積が求められる。成功事例の検
討だけではなく、もしあれば失敗事例についても同様に考察を進めることが、メソッドの
弱点や危険性を浮き彫りにし、より汎用性・安全性の高い方法論の構築につながると考え
られる。
本年度の研究部会は私にとって難しく、そのためいっそう有意義なものとなった。題材
を提供された津柿先生が、長年の実践で培われてきた教育観に基づくメソッドをいっそう
深められることを大いに期待して、本拙文の終わりとしたい。
参考文献
プ．a7emistryintheの"imun〃･alemcom,4thEd.,AmericanChemicalSo
c i e t y , W . H . F r e e m a n & C o m p a n y , 2 0 0 0 . (第2版は翻訳あり．大木道則訳「ケ
ムコムー社会に活きる化学」東京化学同人，1 9 9 4 . ）
2.Che/77店"旨)'〃iContaxt．Aαﾌ加可g-Chem店rrytoSocね軌5thEd.,American
ChemicalSociety,McGraw-Hill,2005．（翻訳震瀬千秋訳「実感する化学」（上）
（下) 、エヌ・テイー ・エス, 2 0 0 5 )
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○○学習法のコンセプトとネーミングの問題
人間環境システム学科環境社会デザインコース
梢座圭太郎
1 はじめに
平成1 7 年度の理科の連携プロジェクトは、単元の分析や指導法ではなく、学習法の提
案が行われた。大学の附属学校は、研究して提案して、社会全体の教育をよりよい方向に
持っていくべきと考えているので、学習法の提案はまさにプロジェクトのテーマとして価
値の高いものである。
ここでは、学習法の提案やそのネーミングが、どのように行われるべきかを論じる。今
回の附属小の沢柿教諭が行ったハイブリッド学習は､ 子供たちが意欲的に学習に取り組む、
あるいは教員がどのように教室をコントロールするかという点で学ぶべきことが多かった
が、教育界全体への提案という点で、学習法のコンセプトやネーミングのつめが必要と感
じた。
2 ハイブリッド学習の機能分析
ハイブリッド学習の本質が見えるのは、今回の授業ではなく過去の授業例であった。光
の反射の学習に、カーブミラーや交通安全を組み合わせたものである。
光の反射と交通安全という2 つのテーマの組み合わせは、以下のように機能していると
者えることが出来る。
1 子どもにとって、光の反射という概念や法則をストレートに学んだり理解するのは難
しい、あるいは学びの持続が困難である。
2 交通安全やカーブミラーという日常体験やそれらへの関心が、集中がとぎれがちな光
の反射の学習を繋ぐ役割している。また、新しい概念は、すでに会得している概念の組み
合わせから生まれるとすると、交通安全からの類推で新しい概念を会得させるきっかけと
なっている。
あるいは、
1 光の反射を観察できても、実験できない、
2 カーブミラーなら、自分の目で鏡に映る車などを見るなど主観的な観察ができる、と
いう関係にあり、類推から新しい概念を会得しやすくしている。
すなわち、ハイブリッド学習とは、主題となるテーマに対して、もう1 つのテーマを、
日常経験に含まれる多様な概念や理解を利用して、興味を持続させたり、あるいは類推に
よって主題のテーマの理解を促すようなものを選ぶということに本質があると考えた。
3 ネーミングの問題
ハイブリッド学習を説明するのに、沢柿教諭は複雑性、混成という言葉を用いている。
しかし、これらの言葉は、先に論じたようなテーマの主従関係、機能関係をイメージさせ
ない。複雑という言葉は、因果の解析が困難、複合要因がある、などをイメージさせる。
また混成は、化学でのS P 3 混成軌道のように、2 つ以上の要素の組み合わせから1 つの新
しいものが生まれるというイメージである。あえて使うとすれば、子供たちの頭の中で、
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既存の概念が融合して新しい概念を会得する、わかったという瞬間を表現するのが妥当な
結果を表す言葉であり、そこに至る仕掛けを説明する言葉ではない。
そもそも、○○学習と呼ぶのは、教員が、単元構想の方法や、授業の展開方法、教材の
選択理由などで、特定のパターンを示せる時に使うべきものだろう。○○学習とは、それ
を学んだ人が、使いこなせて、同程度の成果が得られるようになったものに使うべきだ。
光の反射と交通安全の場合、なぜその2 つのテーマの組み合わせなのかを、先に論じたよ
うに、その機能から説明することが出来た。すなわち○○学習と呼ぶべき、再現性を保証
できるテーマ選択のパターンを持っている。そのパターンで発想すれば、誰でも主と従に
なるようなテーマを探すことができるはずだ。
以上のような意味で、複雑性、混成という言葉を用いる限り、提案者以外、理解が困難
になる｡ 何でも複雑すればよいのか､ どんな組み合わせでも混成するのかと考えるだろう。
我々の思考は、言語によって特定の概念を導き出して効率よく深まる場合もあれば、言語
によって制約されて、思いこみに陥ることもある。本質を理解せずに、複雑I 性という言葉
にひきづられて､ 混沌とした状態がよいのだという短絡的な思考をもたらす可能性がある。
従って、ハイブリッド学習というネーミングや、それを説明するのに複雑I 性、混成という
言葉を用いることを再検討する必要があると考える。
4 教員は進歩しても学習法は変化させない
今回の沢柿教諭の熱膨張の授業は、ハイブリッド学習と位置づけられているが、少なく
とも日常経験から類推させたり、日常経験で興味を持続させることを意図して2 つのテー
マを選ぶというものではない｡ 教材提示の意外性などから来る子供たちの思考の｢ 複雑性」
を意図しているように思ったが、理解出来なかった。
当初、ある教員が行う、あるパターンの学習法を○○学習と呼ぶのはよい。そして教育
研究熱心な教員は、日々進歩する。やがて本人が進歩して着眼点が異なった授業を試みる
ようになっても、例えば「複雑性」など、定義があいまいになりやすい言葉で説明可能だ
という理由で､ ○○学習と呼び続けることには問題が大きい｡ ○○学習法と呼ぶからには、
用いる言語やフレームワークは、本質的に変化しないことが重要である。教員が大きく進
歩した場合、その成果を世に問うときは、異なった名称の△△学習と呼ぶべきであろう。
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2 0 0 5 年度共同研究プロジェクト( 理科) に参加して
人間発達科学部人間環境システム学科
原稔
今年度の共同研究プロジェクトは、附属小学校において理科におけるハイブリッド学習
について行なうことになった｡ 他の仕事と重なり、研究会に遅刻や欠席が多かったためか、
ハイブリッド学習そのものに対する自分自身の理解が不十分であったことを反省してい
る。昨今、ハイブリッドと聞けば、まずハイブリッド車を思い浮かべる。－台の自動車が
内燃機関だけでなく電動機等複数の駆動源をもち、状況によって使い分けるあれである。
化学分野では、有機化合物の構造の説明に使われる混成軌道( h y b r i d o r b i t a l ) を思い出
す。この辺りから単純に類推すると、いくつかの因子を組み合わせて学習を進めていくと
いうことなのであろうか。実際の授業は、物質の三態の単元で液体の膨張を扱う授業であ
った。当初の計画では、水と空気を一つの容器に入れて、温度を変えていくとどうなるか
を実験で確認するということだったが、関与する因子の数が多くて小学生には荷が重いの
ではないかと心配になった。後日、昔の新聞記事を思い出したこともあり、実験は気体の
膨張と液体の膨張をそれぞれ単独で扱うように修正してもらった。今考えると、ハイブリ
ッドのハイブリッドたるところの芽を摘んでしまったような気がしないでもない。
その新聞記事は、1 0 年ほど前だったであろうか、ある教員養成系学部の学生が小学校
の理科教科書に載っていた実験を定量的に確認したところ、記述に反した結果が得られ、
教科書が修正されることになったという主旨であった。その実験とは、フラスコに少量の
水を入れ、長いガラス管を挿したゴム栓をフラスコの□にはめ、ガラス管の先端はフラス
コの中の水に浸るようにして、このフラスコ全体を温水の中に入れるという当初の計画そ
のものである。教科書には、フラスコの中の空気が膨張して、ガラス管中の水位が上がる
と書いてあったそうだが、実際には空気の膨張による体積増加よりも、フラスコ内の水が
気化することによって気体体積が増加する効果の方が大きい場合があったということであ
る。指摘されるまでもなく、温度が高くなるほど水蒸気の効果が大きくなることは誰でも
予想できるので、教科書の著者は、気化の影響が小さい条件しか考慮していなかったか、
あるいは体積変化の定量的実験まではしていなかったのかもしれない。また、この教科書
を使用していた多くの学校では、記述通りの定！性的実験しかしないであろうから、誰も気
付かなかったのであろう。思い込みによるミスの怖さを思い知らされる事例である。
本プロジェクトにおける実験に関しては､ 水の膨張をはっきりと確認することが出来た。
また、ガラス管の代わりにプラスチック管を使用し、その先端にはゴム管をつけて眼など
を傷つけないような配慮がされていたことは安全面からも評価できる。しかし、今回の学
習論のネー ミングが相応しいかどうかについては判断しかねる。私の印象では、小学校の
先生方は一般に学習論に関心が高いように見うけられる。一説によれば、学習論は教員の
数だけあるといわれるそうである。一方、大学教員はといえば、確固たるものを持ってい
る人も多いのかもしれないが、普段あまり話題にはならない。この差は諸々 のことをひっ
くるめて一言で言うと、環境の違いから来るのであろう。しかし、一部の大学で試みてい
るように、研究授業で大学教員同士あるいは外部の人も含めて批評し合うようになれば、
『授業が変われば大学も変わる』と言われるように、大学においても学習論が盛んになる
のであろうか。私にとっては、このようなことが気になるプロジェクトであった。
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問題解決のストーリーを生み出すハイブリッド学習
ハイブリッド学習からみる単元開発の視点
人間発達科学部発達教育学科
松本謙一
1 津柿氏の提案授業：小4 理科「もののかさと温度」にみる見えないハイブリッド性
達柿( 1 9 9 9 ) によると、「ハイブリッド学習法」とは「教科の学習の単元構想の中に、
一見教科の学習とは関連が薄いと思われるような異質なものを盛り込むことで、より教科
のねらいにせまる」ことを目指した教育メソッドであるという。
津柿氏のこれまでの多くの授業実践においては、「異質なもの」を、単元名の中に「副
題」等の形で示されている。では、今回の提案授業における「異質なもの」とは、一体何
だったのだろうか。今回の提案には教材の｢ 本質的な部分」しか示されていないのである。
しかし、その秘密は導入の授業観察によって、見事に解き明かされた。津柿氏は、『津
柿教』の教祖となり、呪文を唱えながらアルミ缶に念力を送り、中に入ってる『緑色の液
体』を見事に膨張させて見せたのである。もちろん、多くの子どもたちは津柿先生の念力
を信じているはずがない。ここに、「津柿教の秘密を暴け！！」といった意識が、学級の
子どもたちの共通課題として根付いていったのである。
小学校中学年の子どもにとって、この見えない意識の高まりが、理科における「科学的
な見方・考え方」の高まりを生み出していくことにつながっていったのである。この実践
は、そういった意味からも興味深い事例となった。
このように考えると、津柿実践のハイブリッド性は以下の2 つの交差点にある。
・アルミ缶に力を加えていないのに、緑色の液体が出てくる事象
．その実験を、津柿教の教祖が呪文を唱えながら行ったという行為
2 ハイブリッド学習と単元
ここで、単元学習を展開する上での、ハイブリッド的な提示の意味について考えてみた
い。
昭和2 7 年小学校学習指導要領理科（試案）では、単元・単元の学習は次のように述べ
られている。
単元：問題を自分で解決する過程を，学習の中にもち込んで，これを全体の学習中
の一つの大きな仕事にしようとしたもの
単元の学習：一つの問題をつかんで，それを解決するまでの研究の過程
このことから、効果的な単元学習を展開する上で、問題把握から納得できる考えづくり
までの一連の問題解決の過程を保障する必要があると考えることができる。
今回の津柿氏の提案授業においても、事象提示に「津柿教」をかませたことで、問題解
決のストーリーが強化でき、子どもの主体的な問題解決の動きを生むことができたのでは
ないかと考えられる。
ハイブリッド学習は、個性的な考えを生むだけでなく、問題解決にむけての価値・見通
しを高める上においても効果があると言えるのではないだろうか。
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はじめに
社会科における小・中連携の模索（2 ）
－資料活用能力を育成する社会科の授業づくり－
人間発達科学部岡崎誠司・佐伯員人
附属小学校松浦悟
附属中学校田中広光・山田智子・西嘉朗
小・中学校における学習の系統性について考察するなど、小学校と中学校との連携によ
る意味は大きい。このプロジェクトにおいても、社会科ではこれまで小・中の系統I 性を踏
まえたカリキュラムなどについて検討をしてきたが、実際の授業の中に生かしていくこと
が難しかった。そこで、昨年度からはまず日常的な交流が必要であるとの認識から、研究
発表会や校内研修などの折りに積極的に参加しあうことはもとより、日常の授業をも見合
うような機会を増やす努力が続けられてきた。
昨年度は小学校教員が中学校で授業をするという試みがなされたが、本年度はさらに原
点に返って、お互が実施している授業を参観し合うことで、その中で連携の必要性を認識
する試みがなされた。その際、軸になる課題として、「資料活用の技能」をそれぞれの段
階でどう育てるかを意識しながら、各段階の特色や連携の可能性を探ることとした。
具体的には、1 1 月2 日に小学校において松浦悟が「太平洋戦争」にかかわる授業を行
い、1 2 月1 日には中学校で山田智子が「大正デモクラシー」にかかわる授業を実施した。
それぞれの授業を全員で参観することにより、各人の立場から検討し合うことをねらいと
した。2 回の授業のそれぞれについては以下に述べる。
こうした交流を深める中で、本来の小・中の系統性を踏まえた学習指導の在り方などに
ついて本格的に取り組むことは、現在の教育状況を考えれば、より必要性を高めていると
言うことができる。連携の火を消すことなく継続することがそのための最大の力になると
者える。
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I 小学校の社会科授業
松浦悟
1 単元名日本の歴史～戦争がわたしたちに残したもの～
2 単元のねらい
○日中戦争から第二次世界大戦までの日本が歩んだ戦争の道を自分たちの問題としてとら
え、聞き取りや図書資料、写真などから進んで調べようとする。
○平和を尊び、二度と戦争の1 惨禍を繰り返すことがないように努力しようという心‘情をも
つ 。（関心・意欲・態度）
○戦時下の国民やアジア諸国の人々の気持ちを考えることができる。
○戦争の原因や止めることができなかった理由をもとに、これから自分たちが平和を維持
していくために何が大切かを考えることができる。（思考・判断）
○聞き取りや図書資料、写真などを活用し、戦争の広がりや戦時下の国民生活の様子を調
べることができる。（技能・表現）
○日本が戦時体制に移行したことや、国民が大きな被害を受けたことが分かると共に、ア
ジア・太平洋の諸国・諸地域に大きな損害を与えたことが分かる。（知識・理解）
3 単元について
（1 ）歴史学習における1 5 年戦争
長かつた歴史学習も、終末を迎えようとしている。子供たちの発言の中にも、「明治維新で
東京や横浜だけが華やかだったのは、奈良時代と一緒だよ」「明治政府は、江戸幕府の足りな
いところを補おうとしたはずだから」といった時代と時代を関連づけたり、比較したりする見
方や考え方も聞かれるようになってきた。歴史を学ぶ意義は、子供たちが自分たちの生活の歴
史的背景を理解し、これから豊かで平和な世界をつくりあげていく上でそこから学んだことを
生かしていくことだと考える。
その意味でも、現在の日本、そして世界との関係を考えていく上で避けて通れない1 5 年戦
争（満州事変～終戦）について学ぶことは大変重要であると考える。
1 9 3 1 年の満州事変に始まる日本の侵略は、満州国を成立させるに止まらず、中国、アジ
ア諸国へと広がっていった。その間、南京大虐殺、朝鮮人・中国人の強制労働など他国に多大
な損害を与えた。また、日本国民も、戦時下の苦しい生活を強いられ、戦場で、空襲で、たく
さんの尊い命を失っていった。それでも止められなかった戦争は、人類最初の原爆投下という
多大な犠牲のもとに1 9 4 5 年に終止符を打った。
今年、戦後6 0 年を迎え、この夏もあの‘惨劇を忘れてはいけないと様々な催しが行われた。
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戦争を体験した人々が年老い、悲劇が風化しようとしている今こそ、その人々から生の声を聞
き、切実感をもって「あの戦争」「その後の平和」について考える必要があると考える。
（2 ）子供に期待する姿
本学習をしなくても、子供たちは平和の大切さ、戦争の愚かさを語るであろう。
先日の修学旅行で、語り部さんから体験談を聞き、平和記念公園・資料館を見学し、大きな
衝撃を受けた。そして、より一層戦争の悲惨さ、平和の尊うさを感じたとったようである。
しかし、あの戦争を生きた人々も、戦争が人間を苦しめることを知り、平和を願い続けたは
ずである。しかし、誰も戦争を止めることができず、大きな犠牲を払って初めて平和を手に入
れた。つまり、子供たちも正義の名のもとに知らずに戦争の道を歩む恐ろしさを自覚していな
ければならないと思うのである。それは、イラク戦争のアメリカの言い分、それを支援する日
本の根拠にも表れている。
単元名「戦争がわたしたちに残したもの」の「わたしたち」とは、戦争を体験した人、戦争
を知らない私・・・今を生きるすべての「わたし」たちである。「あの戦争」は、今のわたし
たちに何を教えてくれたのかを考えていく。
本学習では、戦争への道を「なぜ？」と問い続けて探っていく。「なぜ、満ﾘ l l 1 l へ攻めていか
なければならなかったか？」「なぜ、国民は苦しい生活にも耐え、戦争に協力していったのか」
「なぜ、原爆が落とされるまで降伏しなかったのか｣ 。
そこには、必ず理由があるだろう。その場、その場で、侵略、戦いはひとつの選択肢ではあ
ったが、当事者はそれを選び続けたのだ。その事実をひとつひとつ丁寧に確かめながら、平和
な、民主主義の社会の目から検証し直すことで、平和な社会を守り続けようとする子供が育つ
と考える。
4 資料活用能力について
（1 ）本単元のどのような場面で資料活用能力が発揮されるか？
本単元は、戦争への道を歩まざるを得なかった日本の様子を確かにとらえ、戦争責任や原爆
投下の意味を考えることを通して、戦争観や平和観をつくりあげていく。その意味で、戦争の
広がりや戦時下の国民生活の様子といった事実を、体験活動や資料から確かに認識することが
重要になってくる。
また、戦争責任や原爆投下の意味について話し合う場面では、様々な事実からどうしてそう
考えたのかを語る際に、その根拠を挙' ずながら自分の考えを友達に分かってもらおうとするだ
ろう。ここでも資料活用能力が大いに発揮されると考える。
（2 ）資料活用能力を付けるための手立て
祖父母への聞き取り、ゲストティーチャーヘの聞き取り、年表づくり、白地図への書き込み
といった多様な活動を、内容やねらいに応じて取り入れながら、子供たちが事実を確かに理解
できるようにする。
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そして、話し合い場面では、互いの考えを理解できるようにするために、自分の考えづくり
の根拠となる資料や体験を提示しながら発言するように促す。また、ある子供の発言が十分に
理解されていないと判断したときには、提示された資料をみんなで読み直したり補足的な資料
を教師が提示したりしたい。
5 全体計画( 3 0 M )
第1 次祖父母やゲストティーチャーヘの聞き取りや調べ活動を通して、戦時下の国民生活
の様子や国民の気持ちを理解する。・・・ 1 2 M
第2 次年表づくりや白地図への書き込みなどを通して、日中戦争、太平洋戦争という戦争
の広がりを理解する。．．、 9 M
第3 次戦争責任や原爆投下の意味について話し合い、戦争がわたしたちに残したものは何
だったのかを考える。．．、 9 M
6 授業の実際
（1 ）多様な活動を通して戦時下の国民生活や戦争の広がりを理解する蝋 （第1 次、第2 次）
①祖父母への間き取り（課外+ 4 , 5 , 6 M )
左の戦時下のポスターから学習を始めた。子供たちは、「国民総決
起」という言葉が気になり、「すべての国民が力を合わせて、この戦
争をやりとげよう」という意味であることが分かった。また、絵の
中に軍人がいないことを見つけ、国民も戦争に協力しようと呼びか
けていることを見つけていった。ここで、国民が「総決起」してい
た当時の様子を祖父母に聞き取りする（課外の）課題を与えた。
子供たちは、聞き取りを通して、総決起の意味を①応援．助ける
『
可
宿『ー
一 皇一
（配給制金物を国へ差し出すなど) 、②役立つ（軍事工場で働く訓練など) 、③守る（バ
ケツリレーなど）と考えていった。祖父母への聞き取りは、戦時下の国民生活を理解すること
はもちろん、「おじいちゃんは爆弾をつくる手伝いをして」「おばあちゃんは学校で必勝とい
う字を書いて」のように、遠かった戦争のイメージをぐっと身近なものにしていった。
②ゲストティーチャーヘの聞き取り（7 ～1 2 M )
ゲストティーチャーとして、戦争体験について青木さ
ん、富山大空雲について語り継ぐ会の和田さんをお招き
した。体験者から生で話を聞くことで、当時の様子や人
々の気持ちをより深く理解できるとともに、互いに共有
する事実が生まれることをねらった。
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⑧年表づくりと白地図への書き込み（1 3 ～1 8 M )
子供たちは、聞き取りや調べ活動から、「こんなに苦
しく、悲しく、1 曽しみ合う戦争は、どのようにして起こ
り進んでいったのか？」という問題意識をもっていった。
第2 次では、日中戦争、太平洋戦争という戦争の広が
りを大きな流れの中でとらえていくことを大切に考えた。
そこで、右のような年表づくりと白地図への書き込み
を取り入れた。
年表づくりは、戦争への道が書かれた年表について、
分からないことや詳しく知りたいことを書き加えていっ
た。白地図は、時代を追って日本の領土の広がりを色分
けして塗っていった。
活動を通して明らかになってくる事実に、「日本は身
勝手すぎる」「富山が空襲を受けても仕方がないのかな」
という複雑な思いをもち始めた。
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このように内容やねらいに応じた様々な活動を取り入れることで、子供たちは確かに事実認
識をもつことができた。活動自身が個ﾉ ﾏ のものであるので、活動後に話し合いを行うなど一斉
学習の場を設け、もう一度みんなで事実を確認したのも効果的だった。
（2 ）体験や資料に裏付けされた考えを出し合い、より深い考えをつくりあげていく（第3 次）
太平洋戦争で本土空襲が始まったところ（1 9 ，2 0 , 2 1 M ) で、「( 富山大空襲で）青
木さんの母親や弟が死んだのは誰が悪いのか」という単元全体にかかわる発問を行った。
そして、一人学習（2 2 ，2 3 M ) 後に話し合いの場を設けた。
r"．.....‐.．...．‐.......．.．....‐.．‐‐‐..‐..．...‐.....．‐‐‐‐‐..‐‐.．‐..．....．5．
：（政府が悪いという発言を受けて）確かに：
i 政府は悪い。でも、軍部は満州を植民地に：
; しようと攻撃した。（年表づくりのときに）！
i謎S工壁迄､ゑ、政府を無視して軍部が戦争：
: を進めていたことが分かった。当時は、軍：
I 部が政府を押さえていた。〆…、；…- - …・
ﾛ 0 F
:_-..-..-.....,‘...............…..____..___ノI：
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･･･....･･･．..･･･････..｡.･･･..･･･...．.･･･････．..．‐････．.‐･･.･･･.･･･‐..．.‐.．..‐････.．.．‐･･ー 、
I 確かに政府と軍部が悪い。
B －－－－ g 、一己＆ロー■－一 a 一一一グーー嘩巳ー．△ D － r
大日；
：
i でも、 0
i 本帝国憲法には、いろんなところに「天皇中I
: 心」と書いてある。戦争中は、大日本帝国憲：
I 法が絶対だから、天皇が戦争をするかどうか：
I を決められる。だから、天皇にも責任があるI
: んじゃないかな？r - ………- - - - - - - - - - - - - 』
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子供たちは、これまでの聞き取りや調べ活動から得た事実を根拠にして自分の考えを意欲的
に発言していった。そして、話し合いが焦点化され、ぐっと深まったのは、森田児の次の発言
だった。〆--------..----..-…･･------…..……-------.,--‘･-‘･'･-------....-..‘･--,...--------、r．.‐‘‐‘...‐....． ‐‐‐‐‐‐‐．....‐.．．'.｡.｡‐‘･‐‐‐‐‐，．｡，‐‐‘.‐‘･‘‐‐‐‐‐‐‐....‘｡.. .‐‐......‘･‘･‐‐‐‐
, 中心的には軍部も政府も天皇も悪い。でも、少しは国民も悪い。釦；
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: 政府が一番恐れていたのは、国民が戦争に疑問をもつことだった。だ！金堂島 i 問をもつことだった。だ1
1 から、みんなが力を合わせたり自分の意見を出したりすれば、戦争を：
; やめられたかもしれない。
V . . , . _ _ - . , . . . . . . - - - . . . . … _ …ノ
他の子供たちは、戦争の被害者だと思っていた国民が加害者だと言われて、一気に反論する。
r･‘.‘･‐‐‘･‐‐‐‐‐‘･‐‐‐‐‐‐..‐‐‐......‘｡.....･･.‘．..‐....‐‐'.....‐‐‐‐.......．‐‐‐‐‐‘.‐..‐‘･‐..‘.'･‐‘･‐.,‘･‘･‐‐‐‐
O
B
憲兵というのがあって、戦争をやめた
れる。それは怖いこと。強制的に連れ
８
日
瀞言
：－－－－－－－－一一一一~ ~ 一一一ー~ ‐
: がいいなんていうと、処罰さ
：
; 行かれる。だから、国民は仕方なく戦争に協力していた。
^...__‘.________.._-....---..-.......,_____‘._...._.._____.._‘.....________‐
「国民は悪くない」という子供たちは、戦争一色の中で自由が奪われた国民生活の苦しさを
必死に訴えていった。しかし、「国民にも責任の一端はある」と主張する子たちは、強制的で
あったにせよ、国民が武器をつくったり訓練したりしていた事実を挙げる。
国民という新たな視点が加わったことで、あらゆる事実を引っ張り出して自分なりに意味付
けし、納得しようとする子供の姿が見られた。
7 本実践から見えてきたこと
（1 ）内容やねらいに応じて聞き取り、年表づくり、白地図への書き込みといった活動と、
一斉学習による共通理解を図る場を交互に設定することで、子供たちは確かな事実認識を
もつことができた。
（2 ）多様な見方や者え方が必要となる、価値判断を迫るような学習問題を設定することで、
子供たちは体験や資料を根拠にしながら自分の考えをつくりあげていこうとした。
8 中学校との連携について（中学校の授業を参観して）
（1 ）小学校で付けておくべき資料活用能力
今回の中学校の授業を参観して、1 時間で扱う内容が多いのに驚いた。その内容を理解する
上でも、資料を確かにとらえる力は必要だと実感した。生徒が根拠としてあげた資料は、読み
物資料や統計資料が多かった。話し合いの場合、相手が根拠してあげた資料を自分も読み取る
ことができなければ理解し、それに対する自分の考えも述べられない。
特に、資料を提示し考えを主張するには、単に根拠としてあげるだけでなく、「この資料の
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ここを見て」といったように、特徴的だったり顕著だったりする部分を明確にできることも大
切なことだと感じた。
（2 ）中学校と連携していくために
教科に与えられた時数を考えると、小学校のように丹念に事実認識を行い、それらを生かし
ながら価値判断を迫るような話し合い活動は、なかなかできないのが現状であろう。だからこ
そ、年に数回しかできないであろう「ここでだったら話し合いができる」という単元、授業が
大切になってくる。そして、その時こそ、資料を読み取り考えをつくりあげることの楽しさや
大切さを実感させたい。
それは、子供同士がかかわり合い、友達の考えや資料の解釈の違いに気付き、自分を見つめ
直したときに感じられるものだと考える。そして、かかわり深めるためには、資料や事実の違
いではなく、「歴史の流れの中で」「世界の中で」「自分の心情として」といった観点や立場の
違いこそ、明確にしていくことが大切だと感じた。提示される資料が多いだけに、なおさらそ
の違いを板書で位置付けたり声掛けしたりして整理することが必要だと考える。
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Ⅱ中学校の社会科授業
山田智子
1 単元名世界情勢と大正デモクラシー
2 題材の目標
（1 ）第一次世界大戦前後の国際情勢のあらましを、大戦の原因となった列強の対立、
大戦の様相、日本の参戦、ロシア革命、中国革命と二十一か条の要求などを通し
て理解させ、我が国の動きとの関係を考えさせる。
（2 ）第一次世界大戦の終結と戦後処理、戦後の国際協調の動き、国際連盟の成立、
アジアの民族運動などについて理解させ、我が国とのかかわりや国際関係の新し
い展開に気付かせる。
（3 ）第一次世界大戦前後の我が国における政党政治の発達や民主主義の広まり、社
会運動などについて理解させ、国民の政治的自覚の高まりに気付かせるとともに
経済の発展や市民文化の成長にも言目させる。
（4 ）資料を活用して、世界的視野で諸事象を多面的・多角的につかませ、歴史を思
考する能力や態度を養う。
3 題材について
本題材は、第一次世界大戦前後から戦後の国際協調が進む時期の我が国の動きと世界
の動きのあらましを理解させるとともに、民族運動の高まり、国際平和への努力、我が
国の国民の政治的自覚の高まりに気付かせることをねらいとしている。
日本は第一次世界大戦中に、中国に対して二十一か条の要求を行ったり、大戦に参加
することによって中国での権益を拡大している。また大戦後に組織された国際連盟の常
任理事国入りを果たし、国際的地位を確立することができた。しかしその一方で、日本
の中国や太平洋地域への進出を抑えようという動きも高まってくる｡ 第一次世界大戦で、
世界を巻き込み大きな被害を受ける戦争を経験しながら、なぜ第二次世界大戦を避ける
ことができなかったのか、その原因や背景には何があったのだろうか、どうすれば戦争
を回避することができたのだろうという視点をもたせ、今後の学習につなげていけるよ
う、意識を高めたいと考えた。
生徒たちは、急速に近代化を進めた我が国の国際的地位の向上と大陸との関係のあら
ましを、自由民権運動と大日本帝国憲法の制定、日清・日露戦争、条約改正を通して学
習してきている。また、第一次世界大戦のあとには、第二次世界大戦が起こり、日本は
原爆の被害に遭い、敗戦国となった事実は小学校で学習してきている。歴史的事象につ
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いて、固定された知識ではなく真実に迫る手立てを学び、さらに歴史的事象から自分た
ちの生き方や生活に活かしていこうとする態度や力を身に付けさせたい。
そこで、第一次世界大戦を通して世界の動きと日本との関係を学ぶなかで、日本に
とって、この第一次世界大戦がどんな意味をもつものであったのかを考えさせるため、
本時では、「日本が第一次世界大戦に参戦したことは、日本にとってプラスだったのか、
それともマイナスだったのか」という課題について、討論する活動を取り入れた。プラ
ス・マイナスと考える根拠となる客観的事実や資料を適切に選択し、活用することがで
きるようにし、また、自分なりに判断したことを、表現する力も身に付けさせたいと考
えている。自分の考えを出し合い、討論する中で、お互いに考えを深め合い、学び合う
なかで、多面的・多角的な見方・考え方が身に付くものであると考えた。
4 「資料活用の技能・表現」の能力について
（1 ）この学習における「資料活用の技能・表現」について
○幅広い資料を積極的かつ適切に活用できる能力
○学習の場面における、ねらいに対応した表現力→適切に表現し、発信する能力
本時では、「日本が第一次世界大戦に参戦したことは、日本にとってプラスだったの
か、それともマイナスだったのか」という課題について、討論する。そのためには、ま
ず自分の考えをしっかりもつことが大切になってくる｡ 何をもとに自分の考えを形成し、
固めていくのか、自分の考えの根拠となる客観的事実や資料を適切に選択し、活用する
ことが必要となってくる。何を知りたいのか、そのためにはどんな資料が必要なのかを
はっきりさせて収集する。何をあらわしているものなのか、その資料からどんなことが
、よみとれるのか、ということをしっかりと押さえる。
また、討論する際に、自分の考えを適切に表現することが重要になってくる。相手に
伝わるように、なぜそう考えるのか、具体的な資料を提示しながら、資料を根拠として
活用し、わかりやすく表現する。ここでも「資料活用の技能・表現」の能力が発揮され
るものであると考える。
（2 ）「資料活用の技能・表現」の能力の育成のための手立て
本単元に入る前に予習として、生徒たちに調べ学習の課題を与えた。教科書・資料集
の中の地図や統計資料・年表、インターネットのホームページ、書籍など、さまざまな
ものを活用し、調べてくるようにと促すことで、幅広い資料を積極的に活用できるよう
と考えた。また、課題をまとめる際に、何のどの資料から引用したのかを明記すること
を指示した。また、本時にいたるまでの授業では、内容やねらいに応じて、適宜教科書、
資料集の中の資料を活用しながら進めた。
本時では、討論の際に、根拠となる資料を提示することを伝え、教科書の何ページの
どの資料から、どんなことがわかるか、ということを全員が確認できるようにする。
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なかには、適切に活用されていない場合や読み取りが甘い場合もあり、教師の方で、
疑問をなげかけたり、確認したり、指摘したりしながら進めたい。
また、生徒への意識づけのために、授業の始めに自己評価カードを配布する。自己評
価に、「資料をもとに自分の考えをもつことができたか」「自分の考えを根拠を示しな
がら発表することができたか」という項目を入れ、5 段階評価をさせる。観点別の評価
として、「資料活用の技能・表現」の評価規準を提示し、どんなことができれば、評価
がA になるのかを把握させ、この授業でどんなことを意識して取り組めばよいのかとい
うことを確認する。この授業でのねらいや目標を明確にしたうえで、活動に入ることに
よって、活動への取り組みや内容・成果の面でも違ってくるのではないかと考えた。
5 全体計画（全6 時間）
①第一次世界大戦と日本．．・・・3 時間（本時3 ／3 ）
②日本経済の発展と大正デモクラシー・・・・・・2 時間
③市民文化の成長と生活の近代化．．・・・1 時間
6 授業の実際
（1 ）目標
・第一次世界大戦と日本とのかかわりから日本にとっての大戦の意義について、資料
をもとに考え、自分なりの考えをもち、表現することができる。
（2 ）展開
学習活動 指導上の留意点
．〉謹峠を伝え目的をもって話し合いに取り組
むよう篇哉訓する，
・ワークシートを配布L 人自監平価などについて鵬兇
明をL 人観点を明ら訓こじておく。
、
第一次世界大戦に参戦したことは、日本にとってプラスだったのだろう畝
それともマイナスだったのだろう軌
’
○自分、易を明確にする ･ 机を．の糊こじて話L 合いが( 如すい脇目こする
･ プラスだった
･ マイナスだった
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に' ら全体で話し合う。
●プラスだった
・中国での権喬客拡大できた。
・国際連盟の常任理事国になった。
・大国と肩を並べることができだ。
・朝雰国になった。
．，紬がt曽えて黒字になった。
●マイナスだった
・日ﾌ 勅圃隠勺に孤立じていく。
・反日感|青が高まっていく。
・中国との関| 系が悪くなった。
○話し合う前と意見力圃つったかどうかを確認
u その理由を発表する。
○討論を終えての自分の考えをワークシートに
まとめる。
○自己評価をする。
○》知寺/ 、の見通しをもつ。
･ お互いに意見を述べ合ったり、違う意見の者に質問
したりし合うことにより、考えを深め合う場とする。
･ 誉力賑い場合は、生徒を意図的に指名する
．必或根拠となる譲哨料を示しながら主観では
なく、客観ﾖ ｾ 崖実に基づいて述べるよう田盾する。
･ 効果的な資総坊W ﾇ り上げられていなW 易合は、こち
らから提示する。
．おさえるべき事項は､ 補足言湘月をする。
･ 第一次世界大戦が日本にとってどんな意味をもつも
のであった伽l 自分なりの考えをもてるようにし
たい
．自らの学びを明らかにu お互いの学びを共有する
場とする
．集団思考で深まったことを個に還元する場とし、自
e i i 面をさせるこどご自らの学びを振り返らせる。
･ 測寺へ砺諾罫霊哉を高める。
（3 ）生徒の反応
「日本が第一次世界大戦に参戦したことは、日本
にとってプラスだったのか、それともマイナスだっ
たのか」という課題について、当初の生徒の意見は、
3 9 人中、プラスが1 4 人、マイナスが2 5 人であ
った。おもな意見として次のようなものがでた。
●プラスと答えた生徒の理由（根拠となった資料）
・中国での権益を拡大することができたから
（←教科書・資料集「ベルサイユ条約｣ ）
・二十一か条の要求を出すことができたから
（←教科書・資料集「二十一か条の要求｣ ）
・輸出が増加し、好景気につながったから
（←教科書・資料集「第一次世界大戦後の
貿易額の変化」グラフ）
・国際的な地位を確立することができたから
（←教科書・資料集「国際連盟と軍縮会議｣ ）
ｰ
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○マイナスと答えた生徒の理由（根拠となった資料）
・好景気は一時的なもので、苦しくなったから
（←資料集「小作人組合と小作争議｣ ）
・多くの犠牲者が出たから
（←資料案「死者数のグラフ｣ ）
・日本の行動が行き過ぎ、孤立することになったから
（←教科書日英同盟の破棄や国際連盟の脱退）
’反日感情が高まることになったから
（←教科書・資料集「アジアの民族運動」
「国際連盟と軍縮会議｣ ）
「二十一か条の要求を出すことができたから」
というプラス側の理由に対して、マイナス側は
｢ それによって、日本は中国だけではなく、他国
からも反感を買うことになり、国際的に孤立する
ことになる」「だから軍縮会議でも日本の軍備が」から軍縮会議でも日本の軍備が低く押さえられたのだ」など、資料を
提示しながら議論を展開していった。
授業後のワークシートをみると、討論する前と後で考えが変わったという生徒は、
5 人で、マイナスからプラスに変わった生徒が2 人、プラス側からマイナス側に変わっ
た生徒が3 人だった。
r‐‐‐.~‐‐‐.~.~- 一ー一一一.~~.~. ~ー.---~.‐‐~...､－．．．－~.‐ー-----~､---‐一一‐...~.~.~.-‘~~.~.~.--~.~.~.‐.~－－－－－－－－．、
| ＜プラス←マイナス＞
|●第一次世界大戦を経験したからこそ、日本の産業の墓盤ができ、それによって今の｜
｜様々 な技術の進歩があるのだと思ったから。
|●産業が発展したり、先勝国として世界から注目される国になったりと、自国に利益｜
｜をもたらすことが多くあった。デメリットとして孤立したり、苦しくなったりした｜
’こともあったが、参戦したからこそ今の日本があるのだと思うから。
ﾄｰ ｰｰ -ｰ-------------------------------------------------------------------------当
| ＜マイナス←プラス＞
'○一時的には産業発展や領土拡大で、プラスに見えたかもしれないが､後ﾉﾏのことを｜
｜考えるとマイナスだと思った。自信をつけ過ぎて周りが見えなくなり、第2次世界｜
｜大戦へとつなげていき中国だけでなく欧米諸国からも孤立してしまったから。’
'○戦争によって好景気になったりしたけど、それは一時的なもので、長い目でみる｜
｜日本人の意識を甘くさせてしまったと思うから。その甘い意識と他国の反日感情に｜
｜より、日本は孤立し、第二次世界大戦へとつながってしまったのだと思う。
L－－－－－－－－－－．．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．－－－－－．－．－－－－－－－－．－－. _‐‐- - .局ノ
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理由の中で、相反する事象がでてくると、生徒たちは双方でそれぞれの理由と根拠を
積極的に主張し、おもしろい展開となる。一方的に言うだけ、言い放しの展開にならな
いように、教師が問い返したり、ゆさぶりをかけたり等、議論をコーディネートしてい
くことも必要であると感じた。
＜授業を終えての生徒の感想＞
r - - - 、
I
I●今日の授業で、自分が気づかなかったマイナスの面やプラスの面も見つかった。し！
’かも､自分の立場はﾏｲﾅｽだったけれど､ブﾗｽの人の意見を聞いて納得した部｜
｜分もあった。
|●資料をどう見るかで、意見はとても違ってくると思った。発表を聞いたり、資料を｜
｜見たりするうちに、「確かにそうだなぁ」と思うことが多くあって、意見が微妙に｜
｜変わった。資料は直接的なことは書いてなくても､見方によって、いろいろなもの｜
I が見えると思った。
I ●大戦中や直後は日本にとっていいことが多かったかもしれないが、先々のことを者I
I えたり、政府だけでなく民衆のことも考えてみると、デメリットの方が多くあるこ’
I とに気がついた。だが、必ずしも全て否定できるものでもないので、失敗だったか1
1 はわからないが、この大戦やその後の社会の動きから、きっとたくさんのことを学I
’んだと思う。だからそういった面では、プラスだったような気がする。
L _ _ _ _ _ . . _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ . . _ _ _ _ _ . . _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ノ
7 成果と課題
今回のように､ プラスかマイナスか価値判断を迫るような学習課題を設定することで、
自己決定する必要が生じ、さまざまな資料・材料をもとに深く考えることができる。
何をもって、プラス・マイナスと結論づけるか。立場的（国・政府・民衆など）・時間
的（短期的・長期的）・経済的・政治的・社会的・国際関係的．あるいは当時としての
立場や現在の立場でなど、様々な視点から考えることができる。メリット・デメリット
があり、一概に決めつけることはできないが、それぞれの要素を挙げ、その根拠となる
事象や資料をもとに総合的に考えることによって、どちらかといえばプラス・マイナス
という結論が導き出される。その思考の過程が大切であるといえる。
討論活動を取り入れることにより、解釈や視点について、より多面的・多角的なとら
え方ができるようになるのではないかと考える。討論するなかで、根拠を示すことで、
資料の見方・活用の仕方などを学び合っていく。
また、生徒たちは、授業のはじめに目標・評価の観点や規準などを示すと、意識して
取り組みむようになる。さらに、学習に対する生徒の自己評価や相互評価を取り入れる
ことにより、自己の学習をふり返らせ、認知させることにより、成果と今後の課題が明
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確になり、確かな学力につながるものと考える。
2 年生4 クラスでこの授業を実施したところ、始めの3 クラスで行ったときは、挙手
がたくさんあり、白熱した活発な議論がかわされたが､ 最後の1 クラスで行ったときは、
全体として積極性に欠け、教師が指名して発言を求めるという、やや停滞した議論にな
ってしまった。その理由の1 つとして、こちらが視点を絞り込んで発問したということ
が考えられる。3 クラスでは、とにかく理由をある程度自由にどんどんあげさせた後に、
お互いの矛盾点を指摘し合うというやり方をとった。ところが､ 経済面や国際関係など、
視点ごとに見ていった方が意見が出やすく、整理しやすいのではないかと考え、最後の
クラスでは、プラス側の「輸出が増加し、好景気につながった」と言う意見が出た最初
の段階で、こちらから「このような経済面に関することでの理由」と視点を指定して意
見を求めた。すると、生徒は戸惑いをみせたり、考え込んだりして意見が停滞してしま
った。生徒たちは、自分なりの理由を考えてはいるが、そこまで自分の中で分類・整理
・消化できてないことが明らかとなった。普段の授業の中で、さまざまな事象を関連づ
け、分類・整理していくような活動を取り入れていくこととや討論活動などの積み重ね
の必要性を感じた。
8 小学校との連携の視点から
小学校の授業を参観した。机の上には、子どもたちが各自で用意してきた本や資料が
山積みされている。子どもたちがしっかりと根拠をもって自分の考えを発表している。
物‘怖じすることなく、反対意見であろうと、少数意見であろうと堂々と発表し、友だち
の意見をもとにさらに考えを深めていく展開には感動した｡ このように資料を読み取り、
自分の中で消化し、表現する力を小学校でかなり鍛えられてきているのだと感じた。
中学校では、より多面的・多角的な見方．. 考え方が要求される。1 つの資料からいく
つもの要素を読み取ったり、複数の資料から読み取ったことを関連づけたりしながら思
考を深めていく。資料の収集や資料の読み取りなど、小学校での基礎・基本があってこ
そさらに発展させていくことができる。判断材料として必要な知識・理解の部分も含め
て、基礎的・基本的な部分をしっかり教えていくことが大切であると考える。
小学校時代には、活発に発言していた生徒も中学校に入ると、なかなか発表できなか
ったり、表現できなかったりする場合があるが、自分の中ではしっかりとした考えをも
っていたり、深く考えていたりすることが多い。周囲の視線を気にするなど、発達段階
特有の様々な要因も考えられるが､ お互いの考えを出し合い深め合うような場面の設定、
生徒のもっている深い考えを引き出すような発問・授業構成の工夫、討論活動などを、
どの単元のどの場面で入れていくかという構想や計画も大切であると痛感した。
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Ⅲ成果と今後の課題
確認するまでもなく、社会科は｢ 社会の主権者｣ を育成することに本質的な存在意義がある。
したがって、授業は、子どもたちが、社会がわかり、よりよい社会をつくっていく主体者とな
るよう構成されなければならない。すなわち、社会的判断力の育成こそが社会科が担うべき役
割である。子どもたちが、社会的事象と対面し、公正に判断できるには、確かな事実認識と明
確な論拠に基づいた判断が必要不可欠だ。そういった点から本稿で明らかにされた小学校およ
び中学校の授業をみるならば、いずれも「社会科が本来目指すべき授業」を実現しているとい
える。それは、問いと授業構成をみれば明らかだ。
まず第一に、両授業とも、本質へ向けた問いが中核となっていることが評価されるべきだろ
う。小学校の授業では、次のように展開されている。
本学習では、戦争への道を「なぜ？」と問い続けて探っていく。「なぜ、満州へ攻めてい
かなければならなかったのか？」「なぜ、国民は苦しい生活にも耐え、戦争に協力していっ
たのか」「なぜ、原爆が落とされるまで降伏しなかったのか」（筆者中略）
太平洋戦争で本士牢襲が始まったところ( 1 9 , 2 0 , 2 1 M ) で、「( 富山大空襲で）青木
さんの母親や弟が死んだのは誰が悪いのか」という単元全体にかかわる発問を行った。
こういった問いによって、子どもたちは自ら資料を収集し活用する必要に迫られ、やがて、
当時の社会の仕組みに気付いている。
また、中学校の授業では、次のように展開されている。
第一次世界大戦で、世界を巻き込み大きな被害を受ける戦争を経験しながら、なぜ、第
二次世界大戦を避けることができなかったのか、その原因や背景には何があったのだろう
か、どうすれば戦争を回避することができたのだろうという視点をもたせ、今後の学習に
つなげていけるよう、意識を高めたいと考えた。（筆者中略）
そこで、第一次世界大戦を通して世界の動きと日本との関係を学ぶなかで、日本にとっ
て、この第一次世界大戦がどんな意味を持つものであったのかを考えさせるため、本時で
は、「日本が第一次世界大戦に参戦したことは、日本にとってプラスだったのか、それとも
マイナスだったのか」という課題について、討論する活動を取り入れた。
こういった問いによって、子どもたちは、資料集や教科書などから適切な論拠を探しつつ、
戦争が政治や経済に及ぼす影響に気付いていく。
両授業とも、学習内容へ直結する効果的な問いによって、子どもの目が開かれていく様子が
実践記録から明らかである。
第二に評価されるべき点は、討論を中核とした授業構成である。
小学校の授業では、「( 富山大空襲で）青木さんの母親や弟が死んだのは誰が悪いのか」とい
う発問のもと、子どもたちは、政府、軍部、天皇それぞれが戦争においてどのような役割を果
たしたのか、どのような位置づけであったのか、具体的な資料をもとに主張を展開している。
さらには、「みんなが力を合わせたり自分の意見を出したりすれば、戦争をやめられたかもし
れない」と国民が主権者となるべきことを主張している。もちろん、当時、主権者は天皇であ
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って、国民ではない。「だからこそ、戦争は止められなかったのだ。国民が主権者となって行
動することこそが重要なのだ」と、子どもは社会の仕組みに目を向け、よりよい社会を創造す
る道をさぐろうとしているのである。資料を収集し、活用する能力を育成することは、未来社
会に生きる子どもに確かな判断力を育成する上で不可欠であることを示した事例であるといえ
よう。
中学校の授業では、「日本が第一次世界大戦に参戦したことは、日本にとってプラスだった
のか、それともマイナスだったのか」という課題についての討論を通して、子どもたちは政治、
経済、国際関係など様々な視点から当時の社会を見ている。小学校の授業と同様、論拠として
資料を示す必要があるため、「好景気は一時的なもので、苦しくなったから」など、具体的な
主張が、みられる。そして、注目したいのは、次の感想だ。「資料をどう見るかで、意見はと
ても違ってくると思った」一般的傾向として、子どもは自らの主張を裏付ける資料を探すこと
が挙げられるだろう。つまり、活発な討論は、子どもの主体的な学習を保障する反面、討論が
目的化され、資料は悪意的に解釈される弊害がある。発達段階からみて、小学生及び中学生の
時期は、このような傾向が否めない。だからこそ、授業を通して、冷静な見方・考え方を子ど
もに身につける必要がある。そういった意味から、このような感想が出ることは、子どもの公
正な判断力を育成する上で、本授業構成が効果的なものだったことを示していよう。
「社会科が本来目指すべき授業」がつくられるには、授業者の研修によることは言うまでも
ない。ただ、両授業者の指摘「中学校との連携について」（松浦）「小学校との連携の視点から」
（山田）にみられるように、小学校と中学校の教員がお互いに参観し合うことが、それぞれの
授業の質的向上、ひいては子どもの学力向上に結びつくことが確認できるだろう。
「学力とは何か」教育界のみならず社会全体の論議を呼ぶ中、新しい学習指導要領が早くも
話題となっている。そのような状況を踏まえるならば、今後の課題としては、資料活用能力を
育成するためのさらなる具体的な手だておよび評価方法が明らかにされなければならないだろ
う。そうして、日々の授業改善に資するような実践的研究を積み重ねることが、今必要とされ
ている。
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英語授業研究
人間発達科学部
附属中学校
男
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進
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1 ．はじめに
教師力の基本の1 つは授業力だろう。その授業力の向上のためには、理
論的な研究と実践的な訓練との両方が必要である。しかし、教室で実際に
教える教員にとって､ 研究にしても訓練にしてもなかなか時間がとれない。
特に、授業技術の訓練は、いったん教員として採用されてしまうと、公開
授業以外ほかの人に自分の授業を見せて評価を受け、改善のための手がか
りを得るという機会はほとんどなくなってしまう。
附属中学校では、2 年に一回の割合で各教科が公開授業と研究協議を行
っている。これは、一般の中学校からするとはるかに多い「実地訓練」の
機会になっている。しかし、それでも日常的な授業研究とは言えず、特別
な目的と計画、工夫を持った授業を披露する「ハレ」の場となっている。
それはそれでいろいろと授業改善のきっかけにはなるが、日常的な授業改
善という点からは、課題が多い。
私たちが今回の共同研究で目指したのは、授業を批評し合って改善を図
ることもあるが、まず、教科の中でお互い気楽に授業を見せ合う雰囲気や
L一．
流れを倉l ることであった。そのような流れができれば、それを土台として
授業そのものについての忌‘庫のない率直な意見交換が、いずれは可能にな
るであろうと考えたのである。
2 ．授業ビデオの作成
今年度はまず手始めとして、英語科内での日常的な互見授業を実施した
あと、その授業ビデオを見ながら、お互いの授業のねらい、言語活動の意
義、全体の授業の流れ、個々の工夫などについて話し合うことにした。そ
のような話し合いを通してお互いの英語授業観を理解し、改善をはかるた
めの工夫の可能‘性を探ることとしたのである。さらに、欲を言えば、その
授業に具体的に沿った形で理論的な枠組みの再検討、再構築を図ることま
で、おいおいは目指そうとしたのである。つまり、ある意味では、非常に
インフォーマルな形のアクション・リサーチを行うことにしたのである。
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3 ．話し合いの内容
今年度は、上記4 名の英語科の教員のうち3 名が自分の授業を他の英語
教員に公開した。その授業ビデオを見ながら、4 人で様々な角度から検討
を行った。筆者（新里）も授業を行った一人であるが、大学の英語科教育
法の授業を担当している身でありながら、実際の授業は普段言っているこ
ととはかけ離れた授業となってしまった。附属中の先生方から、その食い
違いを指摘されたり、意図の確認を求められたりした。そのような話し合
いの中で、授業がいかに「生もの」であるか、理論から発想した工夫がい
かに実際には機能しないことが多いかなど､ 改めて気づかされたのである。
大きな議論になった事柄の例として、帰納法アプローチと演緯法アプロ
ーチのいずれを取るかということがあった。新里の授業では、教師のオー
ラルイントロダクションを行ったあと、生徒に文法的な説明をし、最後に
新出表現を使って表現練習をさせるというものであったが、附中の生徒な
ら、オーラルイントロダクションの中でも、自分たちで文法規則を発見し
それを表現につなげるような活動が可能ではないか、などと指摘された。
もっともな意見である。
以上のように、3 つの授業を相互に公開し、それらの授業の具体的な流
れに沿いながら、お互いに意見交換することを行った。これは、やってみ
たいとは思っていながらも、なかなか実践できないことであり、少なくと
も、従来、附中ではあまり行われては来なかったことであろう。他校でも
極めて珍しい実践であると思われる。
附中では教育実習生の指導を通して、指導方針や指導方法に関して、英
語科教員相互の共通理解は得やすいと思う。しかしそれでも、きちんと場
を確保して、日常的かつ気楽に授業研究を行うことが大切であることが実
感できたと思う。
4 ．今後の展望
このような取り組みの肝心な点は、いかに継続して行くかである。その
継続への意欲を妨げるものとして､ ｢ きちんと準備しなければひどい授業に
なる」という強迫観念がある。もちろん、必要な準備はしなければならな
いが、あまりよそ行きの授業をしなければならないと考えない方がよい。
はじめのうちは、とにかく授業を見られることにI 慣れることを最大の目標
とする程度が良いだろう。
附属の教員は他校の教員から有形無形の期待が寄せられている。そのた
めには、日常的な研究が必要となろう。しかし、一番有効な研究の機会で
ある、同じ英語科教員同士の日常的な互見授業をもっと活かしたい。
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－生活 ･ 総合研究グループ
( 部員）附属養加藤雄一，中道正
附属幼石倉卓子，麿田仁美，福江厚啓，吉田真寿美，岩田郁代
附属小松浦‘唐，阿久津理，松井昌美
学部松本謙一，久保田真功，黒羽正見
I 研究主題
授業実践を通した生活・総合的な学習の時間のあり方
Ⅱ主題について
昨年, O E C D ( 生徒の学習到達度調査: P I S A 2 0 0 3 ) やI E A ( 国際教育到達度評価学会）など
の教育調査結果によって，日本の子ども達の学力が低下していることが明らかになった。このよ
うな学力低下の指摘を受けて，日本の教育状況に関する論議が活発となり，現行のゆとり教育や
総合的な学習の時間への批判が高まった。その結果，文部科学省では教科教育の授業時数の
増加等，総合的な学習の時間の見直しを打ち出したのである。しかし，本当に総合的な学習の
時間は，子ども達の学力低下の元凶となっているのであろうか。
そこで，本プロジェクトでは，各園の研修課題を踏まえた授業実践の分析・考察を通して，各
園に所属する教員の力量形成を図りながら，次の2 つの視点から生活・総合的な学習の時間の
あり方を展望することにした。
1 各園の授業実践を専門的見地から分析・考察して，理論と実践の統合を図る。
2 共同研究を通して，来年富山県で開催される日本生活科・総合的学習教育学会で
発表する基礎固めを図る。
Ⅲ研究方法
研究方法は，昨年と同様に各自の生活・総合的な学習の実践事例をナラティブ的に分析しな
がら，教師自身の授業実践の自己点検を図ることで，生活・総合的な学習を考える。研究方法と
しての「自己点検」とは，教師の成長の基底条件ともいうべき教師のパーソナリティ成熟のための
不可欠な手立てとしての教師自身の「自己省察」( s e l f - r e f l e c t i o n ) を意味する。教師の日々の教
育実践には，不可避的に不確実' 性という‘性質が含まれており，それが展開される特定状況によ
る規定を強く受けるという特質がある。したがって，教師が自らの実践の意味・' 性格・機能につい
ての反省的理解を継続的に，しかも技法的次元に止まることなく，自らの人間としての全体的な
有り様（パーソナリティ）の次元にまで分け入って行わなければ，十全な成長発達を遂げることは
困難である。そのため，本プロジェクトでは，自らの潜在力や発達可能性を探る「話し合い」によ
る「自己発見」( s e l f - d i s c o v e r y ) の営みを中心に行った。話し合いによる自己発見の手続きは，次
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の通りである。
・年間9 回を予定し，事前に課題に基づき，各自が自分の実践から考えを整理してくる。（今
年度は，諸事情により，6 回の実施となった。）
・司会者を中心に，課題について各自が自由に意見を交流し合う。
・毎回，意見交流をしたことに対する自身の気づきを整理し，最終的に「プロジェクトから学
んだこと」と題する実践報告を各自がまとめる。
【研究の経過】
実施日 場所 参加者
第1 回 H 1 7 . 9 . 7 附属幼稚園 10名
2 階会議室
第2 回 H 1 6 . 9 . 1 6 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
第3 回 H16 . 1 0 . 1 8 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
第4 回 H1 6 . l l . 2 4 附属幼稚園 7名
2 階会議室
第5 回 H1 6 . 1 2 . 2 0 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
第6 回 H 1 7 . 1 ．2 6 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
研修内容
･ メンバー紹介
･ 研究内容の検討
･ 附属養護学校の事例を読み合い，
目的や授業内容についての検討
･ 附属小学校の事例を読み合い，目
的や授業内容についての検討
･ 大学からの問題提示：生活・総合の
問題点や期待について
･ 附属幼稚園の事例を読み合い，目
的や授業内容についての検討
･ 各自の授業実践から今年度の生活
･ 総合的な学習学会への提案につい
ての検討
Ⅳ学び合いを深める中で気づかされること
各園の生活・総合の授業実践について話し合うなかで，子どもの学びの姿を深く見つめ直し，
教師が子どもを学びの主体とする授業を創り出そうと思考をめぐらすことの大切さを実感すること
ができた。個々の教師が日々の授業実践の具体的な事例を提示し，子どもの学びの事実で語っ
ている場に参加すると，今日の学校現場があまりにもマスコミの学力低下論や全国規模の普遍
的学力論に振り回され過ぎている傾向が浮き彫りにされてくる。成果はそんなに簡単に出るもの
ではない。成果を求める意識が強すぎると，結果を出すための研究となり，無意識のうちに研究
成果のレールを引いた規範論的研究となり，子ども不在の形式的研究に押し流されてしまう。
今最も大切にすべき点は，これらの事例が語っているように，自分の学校（学年・学級）の足
元をきちんと見つめ直し，「己の自己」を豊かにする日々の授業実践に徹することではないだろう
か。それも独りよがりの実践に安住することなく，授業実践を通して自身をひらくこと，そして常に
自身を不都合な身におくことであると考える。
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受け入れ、認められることで葛藤を乗り越えていく姿
附属幼稚園石倉卓子
1 こうじについて
こうじは年中組の時、遊びのイメージが豊かで積極的に行動し、遊びのリーダーとして
遊ぶことが多かった。しかし､ 自分のイメージ通りに遊びを進めたいという気持ちが強く、
口調が荒くなることもあった。年長組に進級してからは、好きな友達が他の友達と遊ぶこ
とが多くなったり、仲間に入れてもらえなかったり
することが続いた。こうじはよく「わかってくれな
い」「最後まで間いてよ」と信号を発していた。保育
者はこうじに、クラスのみんなと一緒の時間を中心’
一一
I
4
判
I
､
理
一に、いろいろな友達と遊びや活動の楽しさを味わう
中で関係を広げ、友達の思いに気付き、受け止めな
がら遊べるようになって欲しい、その経験を好きな
遊びの時間で生かせるようになって欲しいと願った。
2 心がけてきた援助
．こうじの思いや言い分を丁寧に間き、「先生や反達( cい分を丁寧に聞き、「先生や友達はぼくのことをわかってくれている」
という安心感がもてるようにしてきた。
・友達の思いを聞いてあげることや言葉使いなどについて話し、場をとらえて一緒に考え
てきた。また、先回りして問題を解決するのではなく、こうじが自分の中で葛藤し' 悩む経
験を大切にして欲しいと考え、しばらく見守った。
．様々な友達とかかわれるように、保育者が設定したグループの友達と協力して楽しい経
験を積めるようにした。こうじの発想や友達の思いを大切にしている場面をとらえて紹介
することで、こうじのよさをクラス全体に伝えるようにしてきた。
・夢中になれる遊びを保育者も共に考え、好きな友達と一緒に遊びをつくりあげていく
喜びが共有できるようにしてきた。
・困難にぶつかった時、友達同士で乗り越えていけるように、保育者も一緒に悩み一緒に
考えることで乗り越え方を学んでいけるようにしてきた。
3 ，こうじの変容とまとめ
上記の援助を心がけてきたことで子ども同士、子どもと保育
者の信頼関係をつくる土台となり、友達との関係改善につなが
っていった｡ 。特に感じたのは、保育者がこうじを支え、認めて
いる姿を周囲の子どもたちにしっかり伝えていくことの大切さ
である。
子どもの思いに「共感すること｣ 、「努力している場面では大
いに認めていくこと」を大切にしていきたい。また、友達との
関係が不安定になっているときには、どこにその原因があるの
かを共に考え相手の気持ちにも気付いていけるような援助を積
み重ねていきたい。
7 3
』
脚
一可仁
琴！
イメージと仲間の存在の織りなす“夢中”のなかで
附属幼稚園福江厚啓
「よいしょ、よいしょ」
～しっぽとり鬼ごっこを通して～＜5 月＞
晴れ渡る青空の下園庭に出ると、赤白2 チームに分かれ、保育者の
「よ－い、ドン！」でゲームが始まる。ともこはすぐに走り出す。誰
に追われるわけでもないが、クラスの仲間が走り回っている園庭のフ
ィールドを、ともこもまた走り回る。「よいしょ、よいしょ…」とか
け声をかけながら、紅潮した表情で走っている。近くへ走ってきた相
チームの仲間が、自分の方へ進路を変えたのを見留めると、真剣な表1 1
相手が離れていくと元の速度に落とし、周囲を見回しながらも走りはL
その後、ともこはしっぽを取られるが、相手から受け取るとすぐに言
するまで、と毛こはほとんど止まることなく走り続けた。事後に面白ズ
は、発言はしなかったが、保育者の「面白かった人？」という問いかI -
△ 万 たのを見留めると、真剣な表情になって速度を上げるが、
を見回しながらも走りは止めない。
るとすぐにまた走り出す。ゲームが終了
けた。事後に面白かったことを話し合った際に
う問いかけに対し、挙手して答えた。
ともこはゲームの間、ほとんど止まることなく喜々として走り続けた。ともこを夢中に走らせる原
動力になったこととして、「しっぽを取ったら、その相手にすぐ返す」というルールが仲間に共通理
解されていることで安心感があったこと、前回おこなった遊戯室に比べ、格段に広く天気もよい園庭
が、開放感を感じさせたことなどのほかに、以下のことが考えられる。
・イメージの世界と、現実のほどよい緊張感を生み出す仲間の存在
ともこは、普段からクラスの仲間に何かを求められると、本当に快く、屈託なく応じ、時に保育者
を驚かせることさえあった。当時、特定の仲のよい友達がいたわけではないが、ともこの内面には、
しっかりとクラスの仲間が位置付き、安心できるものになっていることが伺えた。この場面で、誰に
追われるわけでもなく走るともこは、周りでめいめい走り回っているクラスの仲間の存在を感じなが
ら、わくわくする「イメージの世界」を走り回っていると考えられる。
わくわくする楽しさをもったイメージの世界に対し、一方で、相手チームの仲間がいつしっぽを狙
ってくるか分からない「現実の危機」はともこを緊張させるものである。実際に、狙っているこ相手
をみとめると、喜々とした表情は、すぐ固く真剣なものになり、相手が離れていきしばらくするとま
た、喜々とした表情で走っている。このドキドキする緊張感があることでともこは、却って「仲間が
入り混じって走り回るイメージの世界」を楽しむことができ、夢中になっていっていると思われる。
ともこにとって、このときの仲間は楽しい雰囲気を作り出す環境としての意味をもっている。
一広い園庭開放感－－
｢ しっぽを取ったら、その相手にすぐ返すルール」
凹感
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自分で考えようとする心を育てるとは
附属幼稚園麿田仁美
1 ．今年度の保育の実践から（年中組男児1 4 名、女児1 4 名計2 8 名）
2 月のアートプラザ（作品展）が近づいた頃、子どもたちとどんなものをおうちの人や
お客さんに見てもらいたいかを相談した。子どもたちは「おばけやしきを作りたい」「パ
ンを作ってパン屋さんをしたい」「おばけ迷路を作ってゴールしたらパンがもらえるのに
したらいい」とそれぞれの思いをつなげて話していった。そのときの2 つの場面から、子
どもが自分で考えたり工夫したりしようとする心を育てるための保育者の援助について考
えてみたい。
~ 、〆
①『段ボールを使ってのおばけトンネル作り』から
大きな段ボールでおばけ迷路を作り始めたA 男たち。段ボールに穴を開け入り口を
作ったり、色を塗ったりして思い思いのおばけ迷路を作り始めた。パン屋を開いてい
たB 子たちはその隣で段ボールの家を作り始めた。段ボールのトンネルがどうしても
立たず、困っていたA 男が風船を迷路に作った窓にくぐらせその風船に付いていたひ
もを持って周りを見渡した。そして、B 子に「その家にくっつけていい？」と聞いた。
B 子は、「すてきな家にしたいからガムテープじゃなくて、セロハンテープにして｡ 」ｒＬ
‐
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
保育者は成り行きをじっと見守っていた。{と言い､了解した。
、〆 、
②「パン屋の看板作り」から
子どもたちが考えた“へびパン”や“ドーナツパン”をいくつも粘土で作った後、
c 子が「看板を作りたい」と言い、厚紙を取りに来た。そこに自分でマジックを使っ
て“パン屋”と書いた後、長い棒につけようとガムテープを丸めて両面テープにして
看板の裏に貼った。しかし、厚紙が重く棒にくっつかない。困ったc 子は保育者に
｢ 先生、くっつかない｡ 」と言ったので保育者は ｢ じゃあ、スズランテープでぶら
下げるのにしたら？」と言った。 ｣、
①では、自分の思いを言葉にして伝え合い、互いを受け入れ合いながら思いを実現して
いる様子が見られたので見守っていたところ、何度も失敗しながらも自分たちで考え、試
していく姿が見られた。②では、c 子は保育者から提案されたことをそのまま受け入れ、
保育者を頼りながら実現していく姿が見られた。
2 ．自分（保育者）の学び
保育者は援助をするときに、その子がそれまでどんな
経験をしていて、どんなときに保育者を頼ってくるのか
を考え、その上でどんな援助がその子にとって意味ある
ものになるのかを判断しながら援助することが大切だと
考えている。②の場合、もう一度“困っていること”を
その子に返すことの方が意味ある援助だったのではない
かと後になって感じた。「生きる力の基礎を培う」幼稚園
教育において、自分で考え、自分で実行し、失敗と成功
を繰り返しながら獲得していく知恵こそ、生涯役に立つ「
ということを改めて考えさせられた場面であった。
｢ 生きる力」 となるのではないか
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生活｡ 総合部会で学んだこと
1 合年度の保育から( 研修会提案資料の事例）
附属幼稚園吉田亘寿美
；じゃんけん列車の遊びを始めると､ けんじはどんどん勝って後ろに友達がつながって；
; いた｡ 保育者も子どもたちの中に入って遊び､ じゃんけんに勝って列の先頭にいた｡ けん；
: じが保育者にじゃんけんを誘い､ 何度もあいこが続いた後､ 保育者が勝った｡ けんじは；
! ｢ 先生､ もう一回やろう｡ 早すぎて見えんかつたが｡ ｣ と言う｡ 保育者は｢ え一､ うそ！」と；
信っだが､｢うそじゃない｡｣ときっぱりと言うので､もう一度じゃんけんをした｡すると､けi
；んじが勝ち､ その後も勝ち続け､ チャンピオンになった。
｡．_....‘…..._-.....-..--.--.__．___‘.........､-........-.…..､--.-......‘..._-........,..,.....-.........,...............』
研修会で協議したこと
* けんじの言い分を受け入れてじゃんけんをやり直した保育者の援助はこれでよかったの
か。
．けんじは､ 保育者に甘えているのではないか｡ 他の子たちには､ けんじが都合のよい主張
をし､ 保育者がそれを認めた､ ということを学んだのではないか。
・保育者に受け入れられて､ 安心感をもって過ごせている｡ しかし､ みんなと一緒に同じ遊
び､ 同じ場で楽しめるようになったけんじには､ 次の願いをもって援助すべきであったの
ではないか。
この協議をした後､ もう一度じゃんけん列車を実践することにした。
■｡ ■●■●画ロ｡ ■●■ロロ●●の●｡ ■｡ ■■■■ロ■●‐画画■■⑤｡ ■■｡ ①‐■ロロロロ画｡ ●■｡ p ■■■■■■■■■p p m ロゆ●■句■■■由ロロロロ■●画ロロ■｡ ●○口■●ロローロロロ妙｡ ●■■●■p p m ■p Q
けんじは保育者とじゃんけんして勝ち､列の先頭にいた｡そして､かずおとじゃんけんし；
i だ｡ けんじはパー ､ かずおはチョキを出した｡ 「かずおくん､ 後出
;し｣とっさにけんじが言う｡保育者は｢えええっ！」と疑問の声を
! 出した｡ すぐにけんじは｢ あ､ ちがった｡ 後出しじゃない｡ 」と先の
;自分の言葉を打ち消した｡そして､かずおの列の後ろについた。
８
８
８
８
９
９
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けんじは､ 自分だけに都合のよい主張をしないで､ ルー ルを守って友達と遊ぶことがで
きるようになった。
生活･ 総合の話し合いから
自分の事例( 援助) について漠然と疑問に思っていたことを話し合いの中で指摘して
いただいた｡ 問題点や改善点が明らかになり､ 再度実践してみよう､ しなければ､ という
気持ちになった｡ その結果､ けんじに対して必要な援助ができたと思われる｡ 自分にとっ
て都合のいいことだけを主張せず､ 遊びのルールを守ってみんなと遊ぶことのできるけ
んじへと育っていくひとつのきっかけになったのではないかと思っている。
小学校や養護学校の実践を学ばせていただく貴重な機会でもあり､ 生きる力とは何
か､ 幼児期に何を育てていけばよいのかを考えることができた。
2
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3 歳児が友達とかかわっていく環境構成について
保育者の援助の視点から
附属幼稚園岩田郁代
1 , 入園当初の年少児の姿
。ほとんどの子どもが家庭から離れ､ 初めて集団生活を経験する。
｡ 心細さ､ 緊張､ 不安といった合までにあまり体験したことのない感情で満ちている。
・園生活に期待感を持っているが､ 保育者も､ クラスメートも､ 全てが初めてのものである。
・ことばで思いを伝えることがうまくできないので､ トラブルが起きることが多い。
春､ 入園したばかりの子ども達は､ 新しい環境の中で自分のやりたい遊びを探し､ 保育者の
援助も頼りにしながら遊びを見つける｡ しかし､ 友達と一緒に遊ぶと言うよりは､ 自分がやり
たい遊びを楽しむといった様子である｡ もちろん､ 思いも自分中心でそこに端を発する発言
も多く聞かれる｡ このような状況から､ 友達への意識が変わる様子について､ M 子の様子から
考察していきたい。
2 . M 子の友達とのかかわりの様子の変化
M 子は､ 語重数が多く､ 自分の思いをはっきり話す｡ 気に入らないと自分の思いを通そうと
はっきり言葉と態度で拒否する｡ かなりきつい表現をするので､ ほとんどの子どもは反論でき
ない｡ 言い切った後は､ 廊下に座り込んで話をしなくなる。
俣音言の願い
鳶雲購1薄離職騨誹
1)友達と関係を築くような経験は少ないが､ M 子の気持ちを受け止め共感することで保
育者との関係を確立していけるようにする。
2 ) 友達がM 子を待っていたり､ 優しくしてくれたことに気づけるように話かける。
3 ）好きな遊びが似ていて場を共有することが多いA 子との関係に配慮する。
次第に一緒に遊j ぷ友達の人数が増えていったが､ 相手の思いを受け入れることは難しく
トラブルがなくなることはなかったが､ A 子と身体を寄せて遊ぶ様子がみられるようになっ
ていった｡ シャボン玉液をこ' ぎして怒っているM 子にA 子が液を補充したり､ A 子がぬいぐる
みをおんぶするのをM 子が手伝ったりする様子がみられるようになっていった｡ 1 2 月のある
日､ M 子がふざけて写真のコピー のA 子の顔を消してしまうと､ A 子はなきじゃくり､ その様子
をじっと見ていたM 子は､ 声をあげて泣いた｡ なかなか涙が止まらなかった。
3 . M 子の姿から考えたこと
3 歳児にとって､ 環境構成のなかでも特に保育者の援助の大切さ､ 保育者の存在の大きさ
を再確認することができた｡ M 子が保育者に対して信頼感を強く持つようになるにつれて、
友達とのかかわりに変化がみられるようになったからである｡ また､ 保育者が友達の思いに
気づけるように言葉を補って伝えたり､ 思いを受け止めM 子を認
めていることに気づけるように話しかけたり､ 行動を待ったりす
ることで友達と穏やかな関係作りができた｡ 友達と遊ぶ楽しさ
を知り､ 心地よさを味わうことで､ 安定した気持ちで友達とかか
わっていくことができるようになったと考えられる。
合後も遊びの積み重ねの中で､ 楽しい経験やトラブルなどの
体験や葛藤を繰り返しながら､ 友達とのつながりや意識を広げ
深めていって欲しい。
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子供の高まりを想定した年間指導計画の必要' 性
附属小学校松浦悟
1 年間テーマ「えがこう1 未来のふるさと富山」について
本学級では、総合の年間テーマを「えがこう1 未来のふるさと富山」と設定した。
富山にまつわる文化や施設を取り上げ学習することで、子供たちはそこにかかわる人々
の生き方に触れ、「よりよい富山をつくっていきたい」という願いに共感していくと考え
る。その願いをもって地域に働きかけていく中で、地域社会における自己有用感を膨らま
せていきたいと願った。
希望のまち～」( 軸1 6 鞭）
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3 6 年「えがこう1 未来のふるさと富山～ガラスの輝きがうつしだす夢～｣ ( 軸1 7 噸）
富山市のあちこちに展示してあるガラス作品。子供た
ちは、富山市とガラスの結びつきを調べていった。ガラ
スエ房で活躍する作家の方との出会いから、自分たちも
ガラス作品づくりに挑戦した。そして、自分たちが感じ
た富山のガラスのすばらしさを伝える展示会をガラスエ
房のギャラリーで行った。
4 どのように2 年間の総合を構成するか
授業者は、5 年生の実践のように、「盲導犬が活躍できる環境をつくりたい」というク
ラスの大きな願いの中で、「盲導犬を育てたい」「盲導犬を理解して欲しい」といった個
ﾉ ﾏ の願いが位置付き、活動を展開するのが総合の理想型と考えてきた。
しかし、6 年生の実践のような、クラスの「展示会を開く」という願いの実現に向けて
分担して作業を進めるといった、いわゆるプロジェクト学習も、「みんなでやり遂げた」
という達成感が大きかった。
それぞれの学習には、それぞれの子供の高まりが期待できる。このような子供の高まり
をどのように系統立てていくかを考え、2 年間の総合を構成することが大切であることが
見えてきた。
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体験的な活動に閏する考察
附属小学校阿久津理
1 総合的な学習の時間において､ 子供自らの主体的な学習を考えたとき｢ 体験的な学習、
問題解決的な学習を積極的に取り入れること」が必要になってくる。その際の構想のポ
イントを2 つの実践から考察する。
2 共通の課題を設定した実践事例
（1 ）5 年「人と自然と生き物と」（平成1 6 年度）
この実践では、富山市ファミリーパークでの活動を
取り入れながら、人と自然の共存をねらいとして学習
を行った。子供たちは、飼育員の方の動物に対する接
し方を見たり、「市民いきものメイト」の方と共に活動
したりすることで、動物と人との関係や里山の存在に
ついての理解を深めていった。ここでは、ファミリー
パークが掲げていた「人と自然と動物と」というテーマと他の動物園のテーマとの比較
から導入し、「ファミリーパークが伝えたいことは何だろう」という学級共通の課題を
追究する形をとった。このような問題解決型の学習をとることによって、活動での気付
きや学級での話し合いに自分なりの意味づけを行いながら学習を進めることができた。
（2 ）6 年「夢の街とやま」（平成1 7 年度）
一詞富山市中心商店街の総曲輪通りと中央通りの街づく
りに焦点を当てて学習を行った。「中心商店街は夢の街
と言えるかどうか」という課題を追究する形で、商店
街のよい点と問題点を探っていった。そして子供たち
は、その中で感じたことをより多くの人に伝えたいと
いう思いがふくらませていった。最終的には、調べた
ことと街の人の思い、自分たちの考えをガイドブックにそまとめ､ 発信する活動を行った。
この実践では、商店街の人、お客さん、行政など様々な人と自然な形で出会い、幅広い
視点をもって学習を進めることができた。
3 成果と課題
学級に共通の課題を設定することで、体験的な活動を行う目的や意義を子供たち自身が
感じることができた。しかし、共通の課題から個人の課題へと学習が進む際に、難しさを
感じる児童が見られた。今後は、子供たちが主体的に学習できる単元構想について、教材
分析に基づき、子供の思考の流れを想定することなどから研究する必要があると考える。
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子供から学んだ双方向の大切さ
富山大学人間発達科学部附属小学校松井二美
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双方向を求める 新学期への期待感
小学校へご招待
幼稚園アートブラザヘ ‐一
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生活科の実践より
1日常生活全般において支援が必要な生徒の食事指導について
附属養護学校中学部加藤雄一
対象生徒について
中学部2 年生男子知的障害てんかん（ウェスト症候群）
食事、排池、言替えなど生活全般で支援が必要である。
明確な発語はない。「ブーブー」「ビーオ（ビデオ) 」など言うことができる。
歩行が不安定で、手すりを持たないと階段の上り下りができない。
提示された活動には大体素直に取り組むが、嫌なことは手で押し返して拒否するこ
とがある。
2 指導の実際
1 年生
2 年生
前期
2 年生
後期
○食事は教師がスプーンですくって□まで持っていき、食べさせる。
・食材とスプーンやフォークの位置関係を捉えることができず、スプーンで食
材をすくったり、フォークで食材を刺したりすることが困難である。
・スプーンやフォークを指で維持することが不安定で、食材をこぼすことが多
い。
･ たくさんの量を食べることを目標に、支援を行っていた。
= 〉後期には、給食を完食することが多くなる。
今牛抹白身がスプーン、フォーク存持つr v －はぼf 一ん沙底い‐
○万針を変え、できるだけ本生徒が自分でスプーン、フォークを持って食べる
ようにする。介助用の食器を購入する。
・一つ一つの食材を運ぶのに時間がかかり、こぼすことも多い。
．食べる食事の量が大きく減る。保護者には説明し了解を得る。
= 〉最初は教師が手添えで□まで運ぶが、次第に一人で口まで運ぶことが増え
てくる。
○スプーンですくうことはまだ介助が必要であるが、こ' まさずに□まで運ぶこ
とが増えてくる。また自分でスプーンを持ち替えるようになる。
○フォークで刺す際も食材をよく見て刺すことができるようになる。
今自分から食べたいものを指差したり、うまくすくえたときにほめるよう求
めたり、教師とのコミュニケーションが増えた。
3 考察
給食の完食を目標にしてきた方針を改め、できるだけ生徒自身
がスプーンですくったり、フォークで刺したりして食べるように
指導してきた。完食できることは減ったが、一人ですくったり刺
したりできることが増えただけでなく、生徒から援助を求めたり
賞賛を求めたり、教師とのコミュニケーションの機会を増やすこ
とにもつながった。また、食べたいものを指差すことも増え、意
志表示の機会を増やすことにもつながったと思われる。
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生活単元学習「簡単調理ミックスジュースを作ろう」の取り組みについて
富山大学人間発達科学部附属養護学校中学部中道正
1 生活単元学習を行うに当たって
生活単元学習は、学級で行うものと学部全体で行うものがある。学級で行っている生活
単元学習では、調理やお楽しみ会の計画、現場実習に関する学習、アルバム作りなど様々
な単元を設定して行っている。
2 単元「簡単調理ミックスジュースを作ろう」について
中1 は、朝ご飯を食べずに登校する生徒、カロリー制限の必要な生徒、偏食がある生徒
など食に関する課題をもっている生徒が多く、給食指導を日々行っていた。そこで、「簡
単調理ミックスジュースを作ろう」の単元を設定し、食事の必要性や摂取カロリーなどに
興味をもってもらおうと思った。中でもK さんは、プラダウィリー症候群の障害を持って
おり、1 日の摂取カロリーが決まっていた。K さんは、自分のおやつは、1 日8 0 K c a l
までと数値上は分かっているが、実際に食べる量を具体的に理解しておらず、家庭での盗
み食いが頻繁であった。
そこで、普段からカロリーを制限されているK さんも、楽しく、おいしく、満足できる
メニューをと者え、低カロリーのミックスジュースを作ることにした。
ミックスジュースは、家でも作ったことのあるメニューであったため、K さんは意欲的
に学習に取り組むことができた。調理を行う際は、材料1 つ1 つのカロリーを提示した。
また、レシピを見ながら取り組むことで一人でできるように配慮した。さらに、様ﾉ ﾏ な材
料の組み合わせで何K c a l となるか視覚的に分かるように、8 O K c a l 以上は赤ゾーン、4
0 ～8 O K c a l は黄ゾーン、O ～4 0 K c a l は吉ゾーンと色分けしたカロリー早見表を使う
ことにした。
3 まとめ
今回は、摂取カロリーが制限されている生徒でも、楽しく、おいしく、満足でき、家庭
でも取り組める活動を取り上げた。K さんは、どの材料を使ったらたくさん飲めるのか、
好きなジュースはカロリーが高いなどを理解し、学校で作った低カロリーのミックスジュ
ースを家でも作るようになった。今回の生活・総合部会に参加して、低カロリーの食事を
しなければならない必要I 性をどんな形でK さんに示していくか、本人だけでなく家族も満
足感が味わえる方法を考えていかなければならないと感じた。
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共同研究プロジェクトヘの参加を通じて
人間発達科学部久保田真功
本稿では、まず、私が共同研究プロジェクト（以下、「プロジェクト」と呼ぶ）に参加す
るに至った経緯について述べたい。次いで、プロジェクトへの参加を通じて得られた学び
と今後の課題について述べることとしたい。
私は、大学院博士課程在学以来、いじめに関する研究を行ってきた。近年では、小・中
学生および学級担任教師を対象に実施した質問紙調査をもとに、研究を行っている。具体
的に検討を試みたのは、①いじめ行為の発生要因および促進要因、②過去のいじめ体験が
被害者の心身に及ぼす影響、⑧被害者のいじめへの対処行動の有効性、などである。
しかし、研究を進めていくにつれて、自分の研究の問題点を強く意識するようになって
きた。それは端的に言えば、学校現場の現実から離れたところで研究を行ってきた、とい
うことである。たとえば、質問紙を作成するにあたっては、“学校現場でどのようなことが
問題視されているのか”ということ以上に、自分の興味・関心を優先してきた。このよう
な反省に立ち、学校現場に根ざした実践的な研究を行いたいとの思いから、プロジェクト
ヘの参加を決めた。
プロジェクトに参加して最も印象的だったのは、学校現場で直に子どもと接している先
生方の勤勉さと熱意であった。たとえば、附属養護学校の先生方の発表からは、先生方が
個々の子どもたちの障害の種類や程度、行動の特徴などをしっかりと把握した上で、具体
的な指導方針を定め、子どもたちの自立を促すための働きかけを根気強く行っている様子
がうかがえた。また、発表後の質疑応答のなかで、先生方が子どもへの働きかけや保護者
と接する際に留意している点や、子どもたちが養護学校を卒業した後の進路等についても
知ることができた。このように、プロジェクトへの参加は、学校現場の実情に疎い私に、
大きな学びの機会をもたらしてくれた。
しかし､ 私が附属学校の先生方に対して何らかの学びの機会を提供することができたか、
というと｢ 否｣ と言わざるをえない｡ プロジェクトが今後より一層発展していくためには、
教育研究者と教育実践家とのどちらか一方の学びに終始するのではなく、互いの学びあい
の機会が保障されなければならない。このことが研究と実践との関係の在り方を見直す重
要な契機となり得ると考えるからである。その意味で、このたびの共同研究プロジェクト
への参加は､ 私にとって実りあるものであったと同時に、“学校現場に対してどのような貢
献ができるか”という大きな課題を私に対して投げかけるものであった。このような課題
に応えるためにも、教育・研究に尽力し、教育研究者として少しでも成長することができ
るよう努めていきたい。
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『自立への基礎』て直結した学びを保障するために
人間発達科学部松本謙一
1 問題の提起
学習指導要領（生活科）に示された8 つの内容についてまんべんなく学ぶことで究極的
にねらう『自立への基礎』ヘ迫ることができるのだろうか？単元学習を重ねる中で、「子
どもが願いをもって、何度も対象に働きかけ、解決していく。その結果、できる喜びを感
じること」を繰り返し体験していくことこそ大切ではないか。
ここでは、そういった学びを保障する上で、指導案における2 つの提案をする。
2 指導案の単元目標の描き方への改善への糸□
《提案1 》
問い直しの視点：子どもの立場からの問い直し‐単元構想・支援と評価について‐
・教科学習と何が同じでどこが違うのか：「自分」を中核に据えた問題解決
・価値ある支援とはどんな支援か：子どもにとってうれしい支援
（能力・資質をつけることをねらいと考えてよいのか）
↓
提案：教師は評価規準の視点から支援を行うのではなく、あくまで子どもの立
場に立ち、「目指す子ども像」の視点から支援する。
．・・・・単元の目標の描き方を工夫することで、提案を具体化で
きないか（全人的な姿）
《提案2 》
問い直しの視点2 ：究極的な目標「自立への基礎」「生きる力」からの問い直し
‐年間計画について‐
・内容をまんべんなく扱うことでねらいに迫れるのか：単元を重ねる意味
・内容と配時中心の年間計画で、子どもの育ちを保障したことになるのか
↓
提案：内容の質的な違いではなく、どの内容にも共通する項目を年間計画に明
記し、学習の積み重ねの中での育ちにも目を向けていく。
．．・・・・年間指導計画（複数年の場合もある）の立て方を工夫
することで提案を工夫できないか（内容以外の視点）
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総合的な学習の時間を総合カリキュラムの視点から考える
人間発達科学部黒羽正見
生活・総合プロジェクトの冒頭でも述べて通り，昨年O E C D ( 生徒の学習到達度調査
: P I S A 2 0 0 3 ) ^ E A ( 国際教育到達度評価学会）などの教育調査結果によって，日本
の子ども達の学力が低下していることが明らかになった。このような学力低下の指摘を受
けて，日本の教育状況に関する論議が活発となり，現行のゆとり教育や総合的な学習の時
間への批判が高まった。その結果，文部科学省では教科教育の授業時数の増加等，総合的
な学習の時間の見直しを打ち出したのである。しかし，本当に総合的な学習の時間は，子
ども達の学力低下の元凶となっているのであろうか。
ここでは，私の専門であるカリキュラム，とりわけ総合カリキュラムの特質から，「総
合的な学習の時間」の今日的意義を再検討してみる。ただし紙幅の都合上，概略的な論じ
方になる点は了承して頂きたい。もともと総合の本質は子どもの全体性であり，子ども自
身がかかわる周囲の世界との相互交流を通して子どもの健全な発達を全ての学校教育の基
盤に据えることである。また総合カリキュラムの代表である合科教授では，子どもを取り
巻く郷土的環境を教材の宝庫と考え，子どもの興味の対象となる郷土の自然や人間生活か
ら教材を選択していた。とくに実践上子どもからみた教材の吟味が注目され，低学年は郷
土の生活であり，直感的なものが選択された。高学年では視野の拡大に応じて自然と村会
を含む生活が教材選択の基盤となっていた。そして，その生活は常に子どもの認識や行動
の上で全体であり，総合であるとみなされていた。
さて，平成1 4 年からの「総合的な学習の時間」の実践では，総合カリキュラムが内包
する「総合の本質」が重要である。具体的には，子どもの自己形成に向けて「総合」をカ
リキュラム開発の機軸とすることである。すなわち，子どもの自己形成の視点から個々の
学校が教育目標の効果的な達成を目指して，カリキュラムの編成・実施・評価の一連の諸
活動を主体的・継続的に展開することである。これは，子どもを取り巻く環境との相互作
用による個人の成長である総合カリキュラムを基礎概念として，知識や経験を子どもが既
に持っている意味構造と照合し，その中に位置づけようとするカリキュラム開発を意味す
る。さらに総合カリキュラムを生きる力へと導くためには，「総合」における自己形成過
程の構築を図る必要がある。それゆえ，子どもの自己形成としてのカリキュラム開発を促
進するためには，学習者における価値判断，自己選択や自己決定を含意する主体的な判断
の場を保障しながら，子どもの自己形成を志向していく必要がある。また，総合カリキュ
ラムとしての「総合的な学習の時間」は，戦後初期に経験主義教育の下で既に展開されて
きている。しかし，それは「はいまわる経験主義」の言葉に象徴されるように，「体験あ
って学びなし」の批判を受けてきた。今日の「総合的な学習の時間」は，経験主義教育の
再検討と共にそのような歴史的批判に対応せざるを得ない。それゆえ，子どもを取り巻く
生活圏の再検討から子どもの社会性を論じ，個人の成長は生きる力と関連させて，子ども
の視点から子どもの自己形成として捉え直すことが重要である。なぜなら，総合の本質は
子どもを取り巻く環境との相互作用による個人の成長である総合カリキュラムであり，そ
の環境との相互作用を通して自己形成へと志向すべきであると考えるからである。
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情報教育分野の活動報告
代表小川 亮
平成1 7 年度も、メーリングリストを中心に、附属学校園の情報教育環境の整備保守と、
今後の情報教育のあり方について検討を進めた。その結果、以下のような教材を附属学校
園と人間発達科学部で利用できるようにすることで、情報教育の基盤となる教師の情報活
用能力の育成をはかることとした。
1 . D V D 教材「教師の力量アップをめざして」のネットワーク利用
国立大学教育実践研究関連センター協議会のメンバーが協力して作成した、教師教育用
の教材です。臨床編、実践編、I C T 編の3 枚のD V D からなり、各D V D には、W e b a :
ージの形で教材が記録されています。今回は、この3 枚のD V D 教材を各学校園に1 セッ
トずつ購入して配布するとともに、学内のネットワークを通じてこれらの教材を同時に2
5 台までアクセスできるライセンスを取得しました。この教材を利用して、来年度からの
附属学校園の教員研修並びに人間発達科学部の教員養成プログラムの充実を図っていくこ
とを計画しています。
＜参考＞メディア教育開発センターの「教師の力量アップをめざして」の紹介ページ
http://www.nime.ac.jp/KYOZAI/shousai/30.html
①臨床編
事例映像により実際の児童生徒理解, カウンセリング，保護者相談などについて良い例．
悪い例を具体的に紹介し，かかわり方のポイントを解説ている教材です。内容は以下のよ
うです。
1 ．はじめに
2 ．児童生徒理解（アセスメント）
3 ．カウンセリング
4 ．開発的・予防的カウンセリング（グループアプローチ）
5 コンサルテーション
6 リソースの活用（コーディネーション）
7 ．自己研修
8 ．参考資料＆参考文献
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②実践編
授業設計から授業の実施，そして評価までの一連の活動の実際を映像で紹介，そこから
教師としてのさまざまな実力について学べます。
1 ．小学校教師の一日
2 ．中学校教師の一日
3 ．教師の指導技術とその意図
4 ．学校環境の構成
③I C T 編
I C T を教科指導，総合的な学習の時間，校務等で適切に活用している事例，グループウ
ェア等ネットワーク上の共同作業環境の活用事例について解説しています。
1 ．教科指導と評価におけるI C T の活用日常の授業で活かすI C T
2 ．学習成果の W e b 発信
3 ．デジタルポートフォリオの活用
4 ．情報教育における著作権とモラルについて
5 ．学校と家庭をつなぐネットワーク活用
6 ．教師と子どもの活動を支える構内L A N の設計
7 ．校務における I C T 化
2 ．I C T 教育推進プログラム協議会のI C T スキルアッププログラムの利用
平成1 7 年度から、I C T 教育推進プログラム協議会の協力で、教師と小中学生のため
にI C T 教育の教材を無料で利用できる環境が整っている。この教材は、デジタル教材と
して提供され、すでに利用可能になっているが、今年度のプロジェクト経費を利用して、
各学校園に4 冊のテキストを実物の形で購入して配布した。来年度からは、これらのテキ
ストの内容を活用した校内研修を大学側が支援する形で活動を展開していく予定である。
（1 ）パソコン活用基礎校務編内容P C で校務文言を作成
校務や授業で情報コミュニケーション技術を活用するために、パソコン操作の知識やスキ
ルを習得するカリキュラムです。
（2 ）パソコン活用基礎授業編 内容 P C ( i C T ) を授業で活用
です。パソコンを使用した授業の実施方法を学習パソコンを活用した授業のカリキュラムです
します。受講後は、提供される生徒用教材を授業や各種活動に利用できます。
( 3 ) I C T スキル基礎_ 小学校編
小学生を対象にしたP C ､ ネットワークを使ったコミュニケーションとプレゼンテーション
を教えるための教材です。
( 4 ) I C T スキル基礎中学校編
中学生を対象にしたP C , ネットワークを使ったコミュニケーションとプレゼンテーション
を教えるための教材です。
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国際理解教育研究グループ
～キョンヒ初等学校との交流で得られたこと～
代表雨宮洋司
1 ．今年度の概要
今年度の研究グルー プ構成員は大学から雨宮洋司、長谷川総一郎､ 三浦鏡子、岡崎誠司、
附属小学校から平井久美子、津柿教淳が登録をしてスタートした。しかし、附属小学校を
舞台に、3 年前からすすめられている環日本海域（韓国、中国、ロシア）の小学校間授業
交流研究会に対して、今年度も富山県日本海学推進機構からの支援が決定し、かつそれに
連動して、大学の学長裁量経費の予算も一定の額が確保されたこと、さらに、附属小学校
の保護者会（ふたば会）の協力もえられる見通しになったことから、2 0 0 5 年度はロシア及
び韓国の小学校との授業の交流実践が具体化することになり、メンバー独自の研究会は特
に開かず、実際の交流会にそれぞれのメンバーが参加していくことで、この研究会を行う
形をとった。従って、それらの授業交流を小学校の組織をあげて実施した結果として、今
年度の国際理解教育の共同研究プログラムが遂行されたものとしたい。つまり、この研究
会はすでに国際理解の実践的交流段階に突入していることを意味する。国際理解教育研究
のグループに対して与えられた予算は中国語の翻訳ソフトとC D ( R W ) 及び3 . 5 インチフ
ロッピーディスクの購入に当てた。
今年度、附属小学校を舞台に展開された環日本海域交流授業に関したものをあげると、
次のようになる。この他に、国際理解教育の実践としてはロシア。韓国、中国からの留学
生に小学校の教壇に立って自国紹介授業や英語活動の展開もあるが、ここでは触れない。
第1 回2 0 0 5 年9 月2 8 日（水）～1 0 月1 日（土）ロシア・ウラジオストク・ネヴエ
ルスキー海洋大学付属小学校での平井久美子による音楽授業の実践が行われた
（小学校から津柿、大学から雨宮、佐藤副学部長が参加) 。
第2 回2 0 0 5 年1 0 月7 日（金）～1 0 月1 0 日（月）韓国・ソウル・キヨンヒ大学付属
初等学校へ出向いて、同校の芸術祭に参加した（瀬戸、村井が参加) 。
第3 回2 0 0 5 年1 1 月1 6 日（水）～1 1 月1 9 日（土）韓国・ソウル・キヨンヒ大学付
属初等学校のヴォーカル部及びG C S 重唱団（エレキギター部）が附属小学校
の創校記念音楽会に参加し、ホームステイも実施した（車校長、2 人のクラブ
顧問の先生、1 6 人の児童が参加) 。
第4 回2 0 0 5 年1 2 月1 日（木）～1 2 月4 日（日）ロシア・ウラジオストク・ネヴエ
ルスキー附属小学校のポブック・マリーナ教諭による附属小学校での図画（テ
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－マ: ロシアの冬）の授業の実践が行われた（ゴルデイエンコらエレーナ校長、
附属小学校全教員、国際理解教育研究グループメンバー、公立学校教員、教育
学部学生が参加。
第5 回2 0 0 5 年1 月2 5 日（水）～1 月2 8 日（土）韓国・ソウル・キヨンヒ大学付属
初等学校のファン・インス教諭による社会科の授業実践が行われた（ほかにキ
ョンヒ初等学校から2 名の教諭が参加) 。
以上のうち、ロシア・ウラジオストク・ネヴェルスキー海洋大学付属小学校との授業交
流（上記の第1 回及び第4 回）の様子と過去3 年間の環日本海域小学校授業交流について
の簡単な総括は富山県日本海学推進機構のホームページ( h t t p 7 / w w w . n i h o n k ）
の平成1 7 年度事業報告を参照してもらい、第1 回から第5 回までの状況についての詳細
な報告、附属小学校を舞台に展開した環日本海国際理解活動ならびに英語活動に関しては
別刷の「環日本海域小学校授業交流（補論：英語活動）報告書」（学長裁量経費で雨宮研究
室が発行) 、さらに、それに関した論文としては拙稿「環日本海域（韓国、中国、ロシア）
小学校との授業交流～共生社会の基礎づくり～」『富山教育学窓』V o l . 3 0 富山大学教育学
窓会、平成1 8 年2 月及び“北東アジア共生研究会”に関した報告書（平成1 8 年5 月に発
行予定、代表飯田経済学部教授）に所収することになっている拙稿を参照してもらいた
い。本報告では、それ以外で今年度の環日本海諸国の小学校との交流実践で得られたいく
つかの知見を紹介することにして、今後の近隣諸国との円滑な国際理解教育活動の促進に
供することにしたいと思う。
2 ．韓国との交流過程で得られた一つの知見
（1 ）韓国の先生による冨山の子どもへの熱い思い
2 0 0 3 年1 1 月に、はじめて韓国のキヨンヒ大学付属小学校と授業交流を開始して以来、
2 0 0 4 年3 月に第2 回、2 0 0 5 年1 月に第3 回、同年3 月に第4 回という具合に、その交流度
は年々 増していき、互いの教室で双方の教師が交換授業をやるという試みは、日韓両小学
校の友好の紳を徐々 に堅固なものにし、少々 の国際問題が生じても、ゆるきない方向に行
くのではないかと密かにおもっている。中でも、2 0 0 5 年1 月に、附属小学校で行った図画
工作の授業者である金外植先生と車校長は雨宮宅にホー ムステイをして、より親密な関係
になっており、帰国後、金先生はわざわざ次のような文章も送付してきた。
「飛行機がインチョン空港を離陸して晴れた空と白い雲上を飛んでいるとき、富山につい
ていろんなことを想像していました。富山空港が近づくとともに見えてきた立山連峰の近
くにある、こじんまりとした奥ゆかしい富山市の姿がとても美しく感じました。それは私
の故郷のようで、そこで私達を出迎えてくれた皆さんがいて、もっと嬉しかったです。次
の日に出会う富山の子供達のことを考えるとなかなか寝ることが出来ませんでした｡ 翌日、
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学校を訪問したときの温かい歓迎振りを忘れることが出来ません。5 年生の子供達と授業
をしたのですが、真剣な子供達のお陰で、途中から言葉の壁がなくなっていくのを不思議
に思いました。
2 日目の授業で、全部仕上げることが出来なく申し訳なく思っています。私の水準の低
い授業で、そちらの学校の授業計画に迷惑をおかけしたのではないかと心配しています。
授業のほかに、先生方、P T A の方々に歓待を受けたこと、瀬戸副校長先生に五箇山の日本
の古い民家を見せていただき、両国の文化の共通点と異なる点について勉強する良い機会
にもなったことを大変嬉しく思っています。校長先生の家に泊まって、いろいろな対話の
時間を持てたことも一番楽しく生涯記憶に残ります。最後に、富山の子供達を思って記し・
た“富山の子どもたち”という題の私の詩をささげたく思います。
冨山の空と海
そして水晶のように清い子どもたち
そなたは私の愛です
私の胸の中にそなたがあることを
いままでわかりませんでした
そなたの心の中に私があることを
以前にはけっして分かりませんでした
あなた！富山の天使たちよ
そなたを愛する深さは立山連峰のごと＜です
新しい春つつじの花が咲く日
桃色の花びらでそなたあなたをむかえたい
ここに見られることは互いの教室に出向いて子供達に向き合って授業をすることによって、
国を超えた師弟関係的感情を確実に育むことができたという感激深い感想であり、それは
理屈では得られない、それぞれの教室へ出向くこのような環日本域授業交流の成果である
とも言えるものであった。
（2 ）韓国からの突然の「抗議」文
2 0 0 5 年5 月には、第1 回目の授業者であったチエ・ウンド教頭先生が急逝したことが分
かったため、当方の瀬戸副校長がお悔やみを兼ねて訪韓した｡ その際、キョンヒ初等学校
で秋に行われる芸術祭、そして、ほほ同時期に当付属小学校が行う創校記念音楽会に、双
方が訪問して、さらに親交を深めるという約束もしてきた。しかしながら、その後、竹島
問題が急浮上し、小泉首相の靖国問題と歴史教科書問題も加わって、日本や韓国内の各地
の交流行事が中止になるなどの情報が頻繁に聞こえてくるようになった。果たして、附属
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小学校同士の授業交流はどのような影響を受けるのかを心配していた矢先、次のような書
簡が韓国のキョンヒ初等学校の校長から附属小学校の校長である筆者へ届けられた。それ
とほぼ同時に、相手の呉教頭からも附属小学校の瀬戸副校長へも同様の書簡が飛び込んで
きた。その内容を記してみよう。
「2 1 世紀は情報通信の飛躍的発展により、グロー バル時代に向かっております。このよ
うな時代を迎え、韓･ 日・中の東北アジア地域はそれぞれ独創的な国家経営を行い、遠から
ず世界の人々の期待はいつになく高まっており、それに見合う重大な責任感と高い道徳性
も求められています。その意味で、東北アジアの国同士の安定した善隣協力関係を世界は
期待していると思います。ところが最近、韓・日間には歴史教科書の歪曲問題等により、
これまできわめて友好的だった雰囲気が一転し、世界の人々に憂慮や不安、恐怖が襲い、
またもや国際紛争の火種になりかねないと注目の視線を浴びております。特に貴国におけ
る扶桑社の歴史・公民教科書の検定通過など一連の状況により、これまで紐余曲折の中に
も信頼と友情を築き上げてきた韓日関係が、好ましくない方向へ向かっていることは真に
遺憾なことであると存じます。これは地理的・歴史的に最も近い国同士であるべき両国を
近くて遠い国として認識させるような2 1 世紀のグローバル時代に逆行する反歴史的・反道
徳的な衝撃として受け止められております。また、一連の事態は東北アジアを基盤とする
世界の平和と繁栄、明るく希望に満ちた未来を保障されるべき両国の青少年の正しい歴史
観及び価値観形成においても、否定的な影響を及ぼしていることを看過してはならないと
考えます。これを解決するためには、この時代の青少年教育に責任を負っていらっしゃる
貴国の教育関係者の方々が、正しい良心によって責任のある行動を取っていただくことを
強く求める次第でございます。両国の教育者が正しい教育観で責務を全うし、両国青少年
に希望のメッセージを伝えることで、韓日関係をより未来志向的で発展的な関係に作り上
げていくことを期待したいと存じます」
副校長への書簡もほぼ同じようなものであるが、“これまでの交流を通して、日本の教師
や生徒達が韓国の歴史や文化を理解しようとする姿に触れて私達は少しずつ心を開いて行
くことが出来たこと”“特に、生徒の立場を尊重する日本の教師の授業実践には学ぶことが
多くいろいろ勉強になっていること”“こうした姉妹校交流を通じ、正しい歴史教育は過去
の痛みと葛藤を癒せるものと確信するに至りました”等々が、副校長への書簡では特に強
調されていた。
（3 ）当方からの返事
ほぼ同時期に、韓国の教員団体が日本の新聞紙上で“新しい歴史教科書を作る会の教科
書を糾弾する”といった意見広告が掲載された。従って、キョンヒ初等学校からの上述の
「抗議文」は、韓国内の教員団体に歩調を合わせて、日本で進行中の次年度の中学校社会
科教科書の選定論議に影響を及ぼそうという行為だったとも考えられる。しかしながら、
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突然のこの書簡に対して、無反応というわけにはいかないことから、当方としてもなんら
かの意思表示をせざるを得なくなり、熟慮の上、次のような書簡を当方から韓国の車校長
へ、副校長から呉教頭へそれぞれ発信することになった。
それらの内容は政治的な問題が前面に出るために、その点は、かっての植民地支配につ
いてお詫びした村山談話（1 9 9 5 年8月1 5日）を前提におき、" 2 0 0 3 年度において両校間で
結ばれた友好交流協定書に基づいて未来志向”で臨んでいくことを強調した。返事の書簡
の内容は次のとおりである。
「私は以前から教育学部に所属する学生達を定期的に韓国、中国、ロシアの近隣諸国の大
学へ送り、一定のカリキュラムに基づいて独自の国際理解教育を展開してきました。特に
当研究室では、将来、小学校や中学校の先生になる学生達に、過去の日本が貴国をはじめ
とする近隣諸国の人々に多くのご迷惑と苦痛を与えたことをしっかりと心に留めさせ、未
来志向の出来る子供達を育ててもらいたいという願いを持って、S h o r t S t u d y T o u r なる特
別授業を展開してきております。韓国においてはキョンヒ大学校の先生方及び学生達そし
て貴初等学校の先生方と子供達との交流を肌で感じ取る時間を重視するプログラムになっ
ております。もう一つ私が関わってきた富山商船高等専門学校では毎年、1 0 名程度の学生
を1 ヶ月間、延世大学に派遣することを1 0 年以上続けております。そのいずれにおきま
しても、相互理解と言う良い結果と正しい歴史認識に結びついた成果が見出されており、
今後とも是非、続行していきたいと考えているところです。
私が4 年前に、附属小学校に赴任したことを契機に、小学校段階においても、真の相互
理解に結びつくような新しい取り組みが必要であると者え、その企画を順次実行に移して
いるところです。その内容は、すでに、キョンヒ初等学校との間で行っている“小学校の
先生による授業交流”の企画や韓国などアジアからの留学生が当附属小学校の教壇に立つ
という思い切ったアジア隣人教育を展開しています。それらは一定の理解と資金が必要で
あることから、大学及び富山県の協力を得て、ようやくここまで歩んでくることが出来た
次第です。これは新しい形の教育機関の国際交流形態であると自負しており、関係者の多
くがこのような形での小学校同士の交流を温かく見守り、支援して下さっていることに感
謝しているところです。車日龍校長先生におかれましても、日本の学校との、このよう
な授業交流の実施については、多くのご苦労があったものと推察しており、心より感謝し
ている次第です。貴校との間で築かれ始めた、このような特色ある教育交流は是非とも続
けていきたく思っておりますので、なにとぞ今後ともよろしくお願い致します。
北東アジア諸国における安定した善隣友好関係の進展に対する世界の期待があること
は車日龍校長先生が､ お手紙の中で述べておられるとおりで､ 両国は良い関係をもって、
東アジア共同体の核になるべき存在だと思っております。－人の教員という立場で、私が
現在、肝に命じていることのひとつは、その方向に向かうためにも、過去に於いて日本が
犯した誤りのひとつである”民族差別”につながる超国家主義教育は絶対に避けなくては
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ならないと言うことです。したがって、そのスタンスはかって（1 0 年前に) 、当時の日本
の村山首相が、明らかにした声明の一節“植民地支配と侵略によって、多くの国々、とり
わけアジア諸国の人々に対して、多大の損害と苦痛を与えました。ここにあらためて、痛
切な反省の意を表し、心からのお詫びの気持ちを表明いたします”という趣旨と同じであ
り、教育分野での真撃な実践を通して、未来志向的に、それを一歩でも積みあげていくこ
とが出来ればという思いが私の考えであることをここに明確にしておきたいと思います｡ 」
瀬戸副校長から別途、キョンヒ初等学校の呉教頭へ送った書簡の内容は基本的に上述の
文書と同じではあるが、特に加えたこともある。それは“日本における教科書採択の方法
は地域住民の意思を反映するという民主的方法がとられていること" " 小学校教科書には扶
桑社のものがないこと”“附属中学ではそれを採用していないこと”などについて緩緩説明
がなされたうえ、当附属小学校が現在取り組んでいる「対話する子供を目指して」は“こ
れから迎えるであろう共生社会のなかで生きる児童達に、立場の違いを乗り越えて、互い
に歩み寄っていこうとする態度を身に付けさせたいと考えたからである”とし“授業交流
の実践を通して感じていることは、韓国、中国、日本の各小学校には共通部分が多く、互
いに授業の内容、水準、教師の力量や指導の意図を短時間に理解できることです。言葉は
通じないが､ ”授業“という教師のみが使える共通言語によって、教師達は語り合い、切瑳
琢磨し、尊敬しあうことができるのです”ということを強調した。
（4 ）その後の展開
避けては通れない歴史問題であり、このような率直な回答を送付した後の返事は、現時
点で来ていないが､ それに代わり、まもなく車校長からのキョンヒ初等学校での芸術祭d o
月8 日開催）の招待状が、こちらに届くとともに、附属小学校における1 1 月の劃ウ記念音
楽会への音楽団員の派遣とホームステイの申し入れ、そして年があけてからの3 人の教諭
の授業研究のための来日等々といった、矢継ぎ早の積極的交流姿勢から見て、こちらの授
業交流の意図は見事に相手に通じたものと考えてよさそうである。特に、2 0 0 6 年1 月に行
われたファン・インス先生の「社会科」の授業については、初の「社会科」授業として、
その内容には大変な配慮がなされていたので、そのことについても、ここにふれておくこ
とにしたい。
1 月初旬、車校長から、3 人の先生を派遣し、1 人が授業研究をしたいという申し入れが
あった。その後、送付されてきた「授業案」は次のように記されていた。
授業案
・学習目標韓国の伝統紋様を学習し、伝統紋様に色付けをしながら韓国の伝統文化
を体験する。
・導入活動教師が韓国の伝統紋様を紹介し、児童はそれを理解する。
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r①紋様：形、色彩とともに、造形芸術を構成する美的表現要素の一つであり、一般
的に建築、彫刻、工芸、デザインなど日常生活に必要な造形芸術品の表面に象徴
の美を取り入れ、様々な形に装飾される。
②韓国の紋様の特徴: 韓国の造形芸術に現れた紋様の特徴は外来のものをそのまま
模倣せずに、転移変容させて独自のものとして発展させたことが特色である｡ 、
過去の韓国文化の思想的な支えであった仏教と儒教､ 仙家信仰の影響で端麗な造
形美が追及された。
⑧紋様の素材：紋様の素材になるものは動植物といった自然のもの、自然の素材か
ら細かい部分を単純化したもの、点や線で構成された幾何学的なものがある。
④基本紋様：動物の文様を真似しながら作った紋様（動物紋様) 、自然環境の姿を
真似して作った雲、水、風などの紋様（自然紋) 、植物の姿から作った蓮の華や
梅の花の紋様（植物紋) 、点と線を使って作った幾何紋、人間の幸せを祈願する
文字を応用した吉祥紋がある。
展開と活動韓国の伝統的色合いを利用して、伝統紋様を色づけする方法を教える。
児童は伝統的な色合い（青、赤、黄、白、黒）の色付けをしながら韓国の伝統文化
を学ぶ。
この授業案を見て、これまでのいきさつ（言葉の壁を乗り越えられる音楽や図画工作な
どで交流をしよう）から、この授業はてっきり「図画工作」の授業であると考え、韓国の
先生による公開授業のP R を「図画工作」として行ってしまった。しかし、当日、ファン先
生は授業の多くの時間を割いて、韓国の長い歴史の中で消えることなく残ってきた各種の
紋様の伝統文化の説明を、持参してきた教材を見せながら丹念に続けられ、最後に、よう
やく色づけ実習が行われたが、4 5 分のうちそれに回した時間はきわめて短かった。
私達は、送付されてきた授業案を見て、勝手に図画工作の授業であると勘違いして解
釈してしまったのである。まさか、問題になりやすい「社会科」の授業がなされるとは、
夢にも思わなかったことから不意打ちを食らった感じであった。しかしながら、終わって
みると､ ､ 韓国の伝統模様が四つの色を基調にして展開され、その紋様も“雲や竜”に、最
大の特徴があることを授業を通して子供達は知ることが出来たのである。それぞれの国の
“社会科”教科の内容が歴史というアイデンテテイを持つ側面があることをやんわりと教
える役目を果たしたことは間違いない。社会科の重要な課題である公民的要素を小学生に
も分かるように、そして、両国の相互理解を念頭に、授業を工夫してきた苦労の跡が垣間
見えた「韓国紋様」の授業であった。いろいろと気遣いをしながら、授業展開をする国を
超えた教師の力量の育成こそが国際理解教育の展開に不可欠なものであることを痛感させ
られたバージョンアップの国際授業交流であった。
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3 ．若干のまとめ
韓国の小学校とは“雨降って地固まる”といった方向を、とりあえず辿っており、一安
心である。これは、歴史教科書問題に関して飛び込んできた車校長らの「抗議の書簡」に
対して､ 真正面から､ こちらの思いや説明をありのままに表明した結果ではないかと思う。
他方、韓国とは1 年遅れで開始された中国（大連）の小学校との授業交流は双方が一回づ
つ行き来をして大変友好的に行われ、授業交流も双方にとって、非常に学び甲斐のあるも
のであることが確認され、交流協定も結んだが、その後、約1 年が経過しているが、新た
な進展はない。
昨年の3 月、中国・大連海事大学附属小学校において音楽の授業交流の後、行われた意
見交換会の席上、1 人の中国人教諭から「歴史教科書問題」についての質問が出されたの
で、私は日本の教科書検定のシステムについての説明を熱弁で開始した。しかし、その説
明の途中で、なおも質問しようとするその先生を尚校長先生が遮って、次の話題に移った
という出来事があったことを鮮明に覚えている。学生達の反日デモが相次ぎ、日本を見る
目が次第に厳しさを増していたその時期に、あえて訪中をして授業交流を行ったわけであ
るが、相手方の先生にとっては日本人の先生が行った音楽の授業そのものには大変学ぶべ
きものがあったという感想は多かったが、両国間の厳しい政治の冷却状態といった現実を
なかなか乗り越えられる状況には至ってないと思われる。そのうえ、小学校の先生が富山
まで授業交流のために、来日するための予算工面も韓国のそれに比べて、困難であるよう
に感ずる。
そのことを考えると、中国の場合、今後も引き続き、こちら側の招待で小学校の授業交
流を継続していくのが適切であるが、2 0 0 5 年3 月に締結した日中小学校友好交流協定は、
あくまで互恵平等になっているために、双方の小学校教育予算の現状からは、こちら側が
一方的に出向いていく可能性がある。2 0 0 5 年度は中国側から、尚校長先生一行がこちらへ
来て授業交流をする予定であったが、1 1 ケ月経過の現時点で、それは実現していない。そ
の原因を探る中で、主たる理由が予算面にあった場合は、次年度の交流計画はこちら側の
企画（資金の工面）で実現する以外にはなかろう。
ロシアに関しても中国と全く同じことが言えるわけで、ロシア及び中国との小学校授業
交流会の継続は日本側が、その派遣費用をどこまで支援できるかどうかにかかっていると
いっても過言ではない。もちろん歴史問題や領土問題の議論は小学校間の交流といえども
避けては通れない問題であることも肝に銘じておくべきことであろう。
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学校教育相談グループ
附属中学校におけるビア・サポーター養成プログラムの実践
－アサーション能力の向上に言目して－
学部稲垣応顕・尾崎康子・神川康子・萎信善
附属中学校島田みどり・岩田万里子・作道正也・堀田充
附属小学校演谷昌代
附属養護学校谷尾千里
1 ．はじめに－問題と目的一
文部科学省( 2 0 0 1 ) は、少年の問題行動などに関する調査研究協力者会議報告書の中で、我が
国における子ども達の問題として「自己表現力やコミニュケーション能力が低く、対人関係が上
手く結べない」ことを指摘している。筆者らは、自身の教職経験からこの指摘を支持している。
一方、子ども達に円滑なコミニュケーションの能力を育てるための方法として、稲垣( 2 0 0 0 )
は「自分の言いたいことははっきりと言い、その分相手の言い分をしっかりと聞き、その上で価
値観の異なる相手と協調していけること」が大切であると述べている。同様の内容を筆者らは、
過去2 年間の本共同研究プロジェクトにおいて「聞くこと、話すこと、協力して問題を解決する
ことの重要1 性」として指摘してきた（稲垣・塚野ら, 2 0 0 3 , 2 0 0 4 ) 。
筆者らは、上述の考えを踏まえ、子ども達にそのような資質の向上を促すための基礎として、
アサーション( a s s e r t i o n ) の能力に言目した。すなわち、アサーションとは一般に，，さわやかな
自己表現( 自己主張) ，，と訳されているが、平木( 1 9 9 3 ) がその内容として述べる、「相手の立場
や権利を侵すことなく、自分の意見、感情、権利を抑圧せず適切に表現する行動」という言葉に
注目した｡ そして､ その能力を促進するアサーション･ トレーニングを今年度の共同研究で試み、
生徒たちのアサーション能力の向上を図ることを目的とした。
2 ．方法
( 1 ) 場所
富山大学人間発達科学部附属中学校研修室。
( 2 ) 期間・回数
2 0 0 5 年1 0 月～1 2 月1 回約5 0 分のトレーニングを計6 回( 原則として、隔週の木曜
日) 行なった。なお、この取り組みを実践するために、前期に6 回本グループの教員が事前
研修会をもった。
( 3 ) 対象生徒
附属中学校のA ・B ．C の3 つの部活動に所属する生徒3 6 名( 全学年男女各1 8 名) 。
( 4 ) ファシリテータ
学生の教育と訓練を兼ね、昨年度本トレーニングに関った本学人間発達科学部の学生3 人
と教育学研究科の大学院生3 人に､ 交代でメインファシリテータを担当させた｡ 筆者らは、
9 7
サブファシリテータの役割を担当した｡ 加えて､ 学生がどうしてよいか迷った際に､ 助言や
介入を行なった。
( 5 ) プログラム
過去2 年間の実践で作成してきたプログラムについて、その実践記録と反省記録を資料に、
他者の話を，，聞くこと' ，を前提とした，，話すこと，，、すなわちアサーションに焦点をあて
再構成した。また、それに伴い指導案を作成した。各回の内容は、下記の通りである。文中の
（）は各回のテーマである。
なお、3 年前に本プログラム作成を行なった際の基本文献は、滝( 2 0 0 2 ) 、犬塚・山田・稲
垣( 1 9 9 6 ) である。
①自己紹介と他己紹介( 仲間作り) 、②1 円玉のありかを当てろ( 協力) 、⑧「話の聴き方」につ
いての□－ルプレイ( 傾聴) 、④「話し方・質問の仕方」についてのロールプレイ( 伝え方、ク
ローズドクエスチョンとオープンクエスチョン) 、⑤5 段階プロセスによる問題解決( 集団によ
る意思決定) 、⑥「これまで、そしてこれから」をテーマとした小グループでのディスカッシ
ョン( 自己開示と他者受容) 。
( 6 ) 手続き
毎回のトレーニングにおける手続きは、おおよそ下記の通りであった。
①前回のトレーニングの振り返り( 振り返りシートによる確認) 、②ウォーミング・アップ、
⑧主活動( 今回のトレーニングについての説明・モデリング・演習など) 、④シェアリング、
⑤振り返りシートの記入、⑥次回の予告
ポストテストとして、平木( 2 0 0 4 ) によるアサーション度チ
3 ．分析方法
①本トレーニングのプレテスト、ホ
ェックリストを実施した( T a b l e
②最終回の振り返りシートの質問
項目のうち、アサーションに関す
る特徴的な自由記述の変化を列
挙した。なお、このシートの全内
容は、5 件法による全回共通の質
問( トレーニングに興味を持った
か、意欲的に取り組んだか、今後
役立つと思われるか) 、5 件法に
よる各回のテーマに則した質問、
自由記述から構成されている。
4 ．結果と考察
( 1 ) アサーション・チェックリストに
ついて
アサーション･ チェックリストのプ
レテストとポストテストにおける質
問項目ごとの結果をF i g . 1 ～2 0 で
1）。
恥地1 アサーシヨン蜜チェ亥クリストの項目
A 自分からの鯛きかけ侭ついて
1 あ戦たは、躯かにいい感じを拘ったときもその気縛らを表興でg 虞す勘も
2 あなたは、自分の長所や鯉し遂げたことを、人に曾うこと誤でき虫す軸
8 あなたは．自分郡神経質になっていたり胴懇していると8 、それを受け入れることが出
癖室十方、
4 あなたは、見知らぬ人た毎の会砺の中陣．気粛に入っていくことが出来ます力も
a あなた嬢会蕗の盛から立ち去ったり別れ缶日うことがで倉虚十ｶ ＄
6 あ企た建白分が知らないこと黒欝からないこと承あったとき、そのことについて醜明
を傘めることが出寒まず力、
7 あなたは、人に鋤を索める岳と誤出宋嘩寸鎚
8 あ喉た淑人と具傘つ企慧馳電鯵雀狩っているとき、それを認することが出来忠す＃も
9 あなたは、自分が砺違っているとき、それ笹翻ぬるごとぶ峰室ずれ
1 0 あなた蛾篭切嵯坤嘩違墨ること淑出蕊主糊恥
B 他巷に対癖する曾動について
1 人から囲められたと倉、索遼に対応で曾主寸輯
Z あなたの行為懸m i さｵ 些律と台、受け替土が出癖まず斑
8 あなたに対する不当雄要求を捷むことが出蕊龍寺塑
4 長電唾苗のと合. あなたは自分から餓碓中止する録粛を出ぜますれ
6 あな念の鰯瞥中鰯して別の騒膳金出し定人哩．やめさせることが出来ます力、
6 あ律は、友速からの畷い悲懸ること郡出来虚十魂
7 侭壌者が軍にいないとき、セー ルスマンからの押し売りは姉ます力も
8 デパー トで自分の後ろからまた人に先巻越されてサー ビスぎれたとき、店艮にそのこと
を昔い窪寸幽ら
9 あ鞍たに対十ろ人の好織がわずらわい､ と倉、鴎ることが出察也寸恥
g あなたが擾肋や駒曾舎求められたと倉、必要であれｲ 鋳ることが出癖寸刃も
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示した。この結果を概観すると、全ての質問項目においてプレテストに比べポストテストで「は
い」と答えた生徒のパー センテー ジが高くなっている。中には、F i g . 1 7 「保護者は家にいない
とき、セー ルスマンからの押し売りは断れるか｣ のようにプレテスト時から高いパー センテー ジ
を示した項目もあるが、でも全2 0項目中、F i g．1 , 2 , 3 , 6 , 8 , 1 1 , 1 2 , 1 4 , 1 6 , の9
項目で1 0 % 以上の生徒に伸びが見られた。この結果は、トレー ニングの転移効果とも捉えられ
るが､ 生徒たちがそれぞれのレベルで自己開示能力やアサー ション度を高めたことを示唆するも
のであろう。
一方、F i g ．4 「見知らぬ人たちの会話の中に、気楽に入っていくことができはるか( 5 4 % -
6 1 ％) ｣ 、F i g ．1 5 「あなたの話を中断して別の話題を出した人に、やめさせることができるか
( 5 7 ％→6 3 ％) ｣ 、F i g ．1 8 「デパー トで自分の後ろから来た人に先を越されてサー ビスされた
とき、店員にそのことを言うか( 5 2 ％→5 8 ％) 」は、トレーニングの後もそのパーセンテージの
伸びがわずかであり、比較的低い数値を示した。このことは、生徒たちが初対面の人とのコミニ
ュケーションを得意としていないこと､ もしくは日本人特有の優しさを有している表れと捉えら
れよう。
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（2 ）自由記述について
第6 回トレーニングの後で行った振り返りシートにおいて、以下のような記述が認められた。
・自分が思っていることを言うのは、大事だと思いました。
・何回目かのこの活動で大学生の先生が言っていた「言わなければ、伝わらない。言わなけ
れば、お互いに解り合えない」というのは、本当だと思いました。私も、出来るだけ思っ
たことを素直に言うように努力するようになりました（同趣旨4 件) 。
・毎回、楽しかったです。相手を知るためには、当たり前だけれど、その人の話を聞くこと
が大事だと思いました。（同趣旨4 件）
・1 人で考えるよりも、他の人一緒に考えるほうが、いろいろなアイデアが出てきました。
それをまた言うことで、別の人が違うアイデアを出してくるので、面白かったです。
・人は、仲良くなれるんだなあ、と言うのが感想です。やっぱり、コミニュケーションは大
事ですね（同趣旨7 件) 。
・自分の気持ちを、少しは伝えられるようになったと思う（同趣旨6 件) 。
・人の気持ちが、前よりは考えられるようになった。
・自分の言葉がきつくて、人を傷つけていたかもしれないと反省した。これからは、考えて
から話そうと思った。
・言い方によって、受け取られ方が違うこと。その後の関係が変わってくることは、わかつ
ていたけれど、改めてそうなんだと思った（同趣旨2 件) 。
これらのことからも、生徒たちが楽しみながらトレーニングに参加していたこと、また
その内容を自分のものとして受け止めていたことが窺われる。そして筆者らは、彼らが日
常生活においても、アサーションを意識したコミニュケーションを取ろうとしている様子
を読み取っている。もちろん、生徒たちは日常、家族、教師、友人と様々な関わりを持ち
ながら生活している。したがって、上述で述べた結果が全て本トレーニングの結果だとは
言い切れない。しかし、アサーション・チェックリストの結果、また毎回の振り返りシー
トで書き出された事柄などから、本トレーニングが少なからず彼らに影響を与えたと考え
ている。
5 ．今後の課題
毎回の振り返りシートにおいて、「やっぱり自分の思いをいうのは、難しい｣ 、「自分の言
いたいことが、上手く伝わらなくてイラついたこともあった」などの記述が若干ではある
が見受けられていた。筆者らは、毎回の事後検討会でそのような記述が見られた際、その
都度学生たちに次回のトレーニングでそれらの記述を取り上げ、フォローするよう具体的
な指示を与えていた。また、それが十分でないと感じた際には、その都度介入を行った。
しかし、生徒を個別に呼びフォローアップを行なうことまではしなかった。それは、それ
らの生徒たちが自分の本音を振り返りシートに書き出さなくなることを避けるためであっ
た。今後、そのような生徒たちへの対応が課題として残された。また、生徒たちの感じた
感覚やアサーションの方法を日常で発揮し般化させていくための場や機会をどのように作
っていくかも課題である。
1 0 2
[ 文献］
文部科学省( 2 0 0 1 ) 心と行動のネットワーク．少年の問題行動などに関する調査研究．
大蔵省印刷局．
平木典子( 1 9 9 3 ) アサーショントレーニングーさわやかなく自己表現＞のために－
日本・精神技術研究所．
平木典子( 2 0 0 4 ) アサーション度チェックリスト．日本文化化学社．
稲垣応顕( 2 0 0 0 ) 学校教育現場における感1 盾表出トレーニングの試み．学校教育相談
学研究，7 ．s 合併号．1 1 - 2 0
稲垣応顕・塚野ﾘ t N - ・神川康子・美信善・漬谷二代・島田みどり・岩田万里子．松原祐子
( 2 0 0 4 ) 附属中学校におけるビア・サポートの試み．富山大学スクラムプランー学校
バリアフリーヘの挑戦2 0 0 3 ‐1 1 9 - 1 2 8 .
稲垣応顕・塚野ﾘ l －．美信善・島田みどり．岩田万里子．演谷二代．松原祐子．大村知
佐子・荒木直美・横井郁子・桧木哲也( 2 0 0 5 ) 附属中学校におけるビア．サポート活
動の取り組み( 2 ) . 富山大学スクラムプランー学校バリアフリーヘの挑戦2 o o 4 三
8 1 - 8 8 .
犬塚文雄・山田洋子・稲垣応顕（1 9 9 6 ）自己および他者受容を向上させる体験学習一1 9 9 6 ）自己および他者受容を向上させる体験学習一
コミニュケーションワークショップの体験効果に関する一研究一．言謹教育3 7 ( 6 ) ．
4 3 9 - 4 4 4 .
充( 2 0 0 2 ) ビア・サポートではじめる学校づくり（中学校編) ．金子書房．滝充( 2 0 2 ) ビア・サポ
1 0 3
教職部会の取り組み
「学級指導力」育成に関する－考察
一観察参加実習生の観察力に言目して－
人間発達科学部佐伯員人附属幼稚園吉川真利子附属小学校瀬戸健
1 問題意識の所在
ここに、興味深いデータがある。平成1 6 年度の富山県新規採用教員とその指導教員と
を対象にした調査結果である。これによると、小学校新規採用教員が初任者研修の個人課
題研究として掲げたテーマは、「かかわり( 合い) 」「認め合い」「思いやり」「学び合い」な
ど､ 学級集団づくりに関するキーワードを含んだものが8 0 人中5 3 人にものぼっている。
ちなみに中学校新規採用教員では学級運営で■点：を■＜ぺき研修内容
《咽く■う』“した糊8 ．3 5 人中3 4 人が教科指導に関す
るテーマとしており、好対照をな
している。さらに、初任者研修の
後半で行った調査では、全新規採
用教員とその指導教員の7 5 ％以
上が、学級運営で重点を置くべき
研修内容として「学級集団の育て
方｣ ｢ 児童生徒理解｣ をあげており、
「学習指導・生活習慣の指導」に
1
重点を置くべきとした割合5 0 % 強を上回っている。
このことは、何を意味するのであろうか。
一つは、児童の変化であろう。例えば、現在マスコミによく登場する言葉に、「小1 プロ
ブレム」がある。「小1 プロブレム」とは、小学校入学時における児童のコミュニケーショ
ン能力や人間関係をつくる能力が低く学校生活に不適応を起こしている状況を指し、児童
が授業中に立ち歩くなどして授業が成り立たない状況、いわゆる「学級崩壊」の原因の一
つにあげられている。本県においても、知事がマニフェスト中にこの「小1 プロブレム」
の克服をあげており、コミュニケーション能力や人間関係をつくる能力の低下は、現在の
幼児、児童がもつ一般的な傾向をとして認識されていることがわかる。
もう一つは、児童の変化に対応しようとする小学校教師の姿である。言うまでもなく、
近代学校がその特徴としているのは、学級の存在である。そこでは、同一年代の児童が集
団で、集団の力を効果的に利用しながら学んできたという歴史がある。ところが、児童の
コミュニケーション能力や人間関係をつくる能力の低下によって、学級がもつ機能そのも
のが危うくなってきているのではないか。小学校新規採用の教師たちは、児童のこのよう
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な能力低下に対応するために、学び直しをせまられていると見ることができよう。
ところで、大学での教員養成教育は、どのようになされているのであろうか。大学では
従来から教科教育や教材研究など、授業の実践に重点が置かれた指導がなされており、教
育実習においてもその大半の時間が授業準備、授業実践、授業批評という一連の指導の繰
り返しに費やされてきている。ここに、大学での教員萱成教育と小学校新規採用教員が学
校現場で直面する問題との間の湘能を指摘することができる。
つまり、新規採用教員が目指す授業を行おうとしても、授業の前提となる学級集団の状
況が整っていない。しかし、大学で学んだ内容では十分対応できない。そこに小学校新規
採用教員の苦しみがあるといえる。
以上のことから、授業の基盤となる人間関係作りや学級経営的な側面にかかわる能力、
いわば「学級指導力」ともいうべき能力の伸長がこれまで以上に教師に求められており、
その萱成が今後の課題となると予想できる。実は､ よい授業においては、この「学級指導
力」が教科の指導力と津然一体となって働いている。ここに、この課題の難しさがある。
そこで本研究を、教員養成教育における「学級指導力」の育成を目的とした基礎研究と
位置づける。教育実習の導入期である大学1 年生の観察参加実習時に「学級指導力」に関
わる指導を行い、その有効‘性を検証して、教員養成教育の可能I 性を広げようと意図する実
践的研究である。
さて、「学級指導力」は、本研究のための造語である。そこで、小論では以下のような内
容を含む概念として新たに設定することとする。
①児童生徒及びその保護者と意思疎通する能力
②児童生徒の学習集団ないし生活集団として制御する能力
⑧児童生徒と教師、あるいは児童生徒同士の良好な人間関係を構築・維持する能力
④児童生徒の心理についての専門的な理解
⑤学級教育目標や各教科領域の目標を実現していくために、学級の組織・文化・風土
を整備していく能力
特に注目するのは②の学習集団として制御する力である。
学級を学習集団として制御するには、大きく二つの方法がある。一つは、学級内での行
動規範を「学級でのルール」として指導し、身に付けさせるものである。もう一つは、授
業中の教師の振る舞い方を工夫し、児童生徒の意欲を喚起したり、教師や教材、発言する
児童生徒への集中力を高めたりするものである。これまでの教育学研究においては、前者
について｢ 隠れたカリキュラム｣ という用語が用いられてきた｡ 本研究が対象とするのは、
そのような規範指導ではなく、後者の教師の振る舞い方の部分である。これは、指導方法
の分野に属すると考えられる。
2 研究の方法
（1 ）研究の方法
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①観察参加生（以下、学生という）を二つの均質な集団に分ける。一方は「学級指
導力」に関する4 5 分間の講義を行ったグループ（以下、統制群という) 、他方は講
義を行わないグループ（以下、非統制群という）とする。集団の均質性や運営の便
宜性を考慮し、各学年の1 組に配属されている学生を統制群、2 組に配属されてい
る学生を非統制群とした。
②講義終了直後に､ 教育実習生が行う授業を双方の集団が同時に観察し､ その感想
を自由記述により書かせる｡ 書いた文を分類整理して二つの集団の違いを比べ、指
導の効果を検証する。授業は、参観者数を者慮し二つの学年で1 授業とした。低学
年では音楽、中学年では国語、高学年では社会の授業を行い、各授業を統制群1 o
名、非統制群1 o 名の学生が参観した。
③自由記述の文を以下の3 観点で分類整理した。また、自分への振り返りがあるか
も確認した。
．主として児童の活動に注目している文…以下、「児童への言目」とする。
。主として教師の活動に注目している文…以下、「教師への言目」とする。
・児童の活動と教師の活動とを関連的にとらえている文…以下、「関連的な見方」と
する。
( 2 ) 講義内容の概略
講義の内容は、次の①から⑧の三つの部分で構成し、具体例を交え全体で4 5 分程
度説明を加えた。概略のみ示す。
①子供の顔を見て
・授業は、教師の活動ばかりでなく、それに対する児童の反応も正確にとらえた
●
●
い。授業を教室の後ろから観察すると教師の動きがよく分かるが、児童の動きが
見えなくなることが多い｡ 特に椅子に座ってしまうと､ 子供が全く見えなくなる。
そこで、窓側や廊下側といった、教室の横に立つように心がけている。授業者の
邪魔にならなければ、教室の前からの観察を勧めたい。
授業記録をとるときは、3 色や4 色の色ボールペンを使用するとよい。通常の授
業記録は黒で書くが、教師があまりよくない動きをしたときは赤で書く。代案が
ひらめいたら青でメモする。また、教師がとてもよい動きで自分も参考にしたい
ときは、緑色を付けておく。授業記録の全てを後で読み返すことは困難である。
そこで、言色したところだけを振り返り、協議会で意見を述べたり、自分の授業
づくりの参考にしたりする。
教師となり、教材提示する場面をかんがえてみる。提示した資料を教師も見てい
てはいけない｡ 教材を教師の頭上や､ 胸の位置にかざし､ 目は児童の反応を追う。
しっかりと目をつないで見ている子は、学習に入ろうとしている子である。指名
するときも、そのように集中している子に意図的に指名をして、他の児童を授業
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②
●
●
③
●
の楽しさや深さに誘い込みたい。
教師の意図を学習環境に隠す
砂場で、走り幅跳びの学習をしたとする。砂場に向かって走り出させ、跳ばせる
ことを何度か繰り返すと、児童はだんだんに飽きてきて記録が伸びなくなる。そ
こで、砂場の脇に沿って、1 m ，2 m 、3 m という小さな看板を立ててみる。児
童は自分の跳んだ距離をその看板で確かめながら､ 「ぼくは､ 3 m 5 0 c m 跳んだ」
とか「ぼくは、3 m 2 0 c m < らいだった」とか言いながら、できるだけ遠くに
跳ぼうと競争を始める。教師が「遠くへ跳びなさい」といわなくても、学習環境
に教師の意図を潜ませることで､ 児童を望ましい活動に向かわせることができる。
教室の床一面に紙を張り、□－ラーを使って造形遊びをしていたとする。児童は
思い思いの色を□－ラーに付け、気ままに遊びだす。十分活動したころを見計ら
って教師が、学習環境の中に大きなダンボール箱や1 O c m 幅に切った長い紙を
準備し置いておく。児童は、「この箱つかってもいい？」と聞き、「大きなビルだ」
といいながら箱にも□－ラーで着色する。また、長い紙を箱から床にたらし、「高
速道路だ｣ といって着色し始める｡ 教師のねらった平面から立体への造形遊びが、
学習環境を整えることだけでできるようになる。
児童にさせたいことの逆をする
児童に聞かせたいときは、意識的に小さい声で話す、見せたいときは、隠すなど
して児童の注意力を集めるように心がける。例えば、一枚の折れ線グラフを黒板
に貼ろうとするときには、紙の左側から順番に見えるように提示する。そうする
と児童は、グラフの変化を目で追いながら見るようになる。わくわくする気持ち
が集中力を高めるといえる。
同じように具体物を提示するときは、袋などに入れ外から見えないように工夫す
る。「袋の中に何がはいっているの？」とたずね興味を示すのを待って提示する。
当たり前のものを当たり前に出したのでは、児童をひきつけることはできない。
( 2 ) 参観授業の概略
学生は、低・中・高学年に分かれてそれぞれ一つずつの授業を見たのであるが、ここ
では小論が対象とする低学年音楽の授業について述べる。
低学年の参観授業は音楽で、中心的な活動は、言葉をリズムに置き換えて手でたたく
というものである。まず、導入で「手をたたきましょう」の歌を歌い、そのあと本時の
課題である「今日は、『たん』と『たた』でたたいてみよう」が提示される。次に「めが
ね」の絵を提示し、これは「たん、たん、たん、うんとなります」と教師が手をたたい
て見せている。はじめはきょとんとしていた児童であったが、教師のヒントから「め・
が・ね．うん」と手をたたくことがわかると、教師について真似してたたき、それから
次々に提示される絵に反応して積極的にリズム遊びを進めていくことになる。
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授業の中盤では､ 教師に代わって児童を教師役とし､ 授業に変化をつけている｡ また、
言葉を提示してリズムを捜す活動だけでなく、逆にリズムを先に提示し、言葉を当ては
める活動も試みている。
一通りの活動を終えたところで、授業の導入で歌った「手をたたこう」を再度歌い、
授業が締めくくられている。
授業記録の概要
教師の働きかけ
1 今日は歌を歌いたいと思います。「手をた
たきましょう」という歌です。知ってる？
2 「手をたたきましょう」でどんなふうに
手をたたきましたか。今日は「たん」と「た
た」でたたいてみましょう。
3 （めがねの絵を黒板に提示し）「めがね」
を「たん」と「たた」でするとこんなふう
になります。先生が先にするから、後に続
いてね。
｢ たん、たん、たん」はい
4 （かぶとむしの絵を提示し）これは「た
たたたたんうん」です。わかりますか？
5 先生役をしてくれる人いませんか。前で
やってくれる人。
6 「めがね」ですけど、「たん、たん、たん、
うん」になるもの、めがねのほかにありま
すか。
7 今日はもう一回、「手をたたきましょう」
の歌を歌って終わりましょう。
児童の活動
・うたをうたいながら、たん、たん、た
んと手をたたく。
・たん、たん、たん、うんと手をたたく
．「かぶとむし、うん」と手をたたく。
先生役になる児童が次々に指名される
・かぶとむし（たただたたん、うん）
・めがね（たん、たん、たん、うん）
・せんぶうき（たたたたたん、うん）
･ アイスクリーム（たんたたたんたん）な
どを次々にたたく。
・アイス
・名前で「まなみ」もあるよ。
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3 結果と考察
前述したように、学生の自由記述によって得た文を｢ 児童への言目」「教師への言目」「関
連的な見方」の三つの観点から分類整理したのが次ページの表である。それぞれの観点ご
とに考察を加えることとする。
（1 ）児童への言目
統制群、非統制群それぞれ1 0 人が書いた文の総数は、統制群が2 0 ，非統制群が
1 5 で統制群の方が勝っている。さらに、その内容にも大きな違いが見られた。
①非統制群の特徴
非統制群の1 5 の文のうち1 2 の文は、子供たちの動きを「楽しそう」や「元気の
よさに圧倒され」「元気がよく」「元気よく積極的に」など、活動的でエネルギッシュ
な印象としてとらえているほか、「当ててほしいとアピール」「自己主張を激しく」「目
立ちたいという気持ち」などの表現として表面的にとらえているものがほとんどであ
る。より具体的にとらえた残りの三つの文の一つは、「『たん』と『たたん』という二
つのリズムで言葉遊びをしていた」という授業の事実を述べたものであり、最後の二
つはかろうじて「前に出た子供の声が大きければ大きいほど、それに合わせて座って
いる子の声も大きくなった」と児童間の関係に言目したものになっているが、そこか
ら導き出された感想が、「子供は、その時その時の場面に応じて、感化され影響されて
いくものだと思った」と述べ、児童の能力を肯定的にとらえようとする姿勢にはなっ
ていない。
②統制群の特徴
これに対して、統制群の2 0 の文では、非統制群と同様の「楽しそう」が3 文、「元
気がよい」が2 文含まれているが、「一回教えられるだけで、すぐ覚えたり自分の考え
たリズムを歌っていた」「手拍子も大きくしていたし､ 声も大きくて授業にしっかり参
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加していた」「先生のすること、声、行動にすごく注目していた」「すぐに向かい合
って手をたたき合ったり、仲間同士で歌ったり」「表情もとても豊かで、笑ったり怒っ
たりするところは、とても表現力があった」「あまり音楽が得意でない子や内気の子も
いて、その子なりに少し手を動かすなどして楽しんでいた」など鋭い観察力を発揮し
児童を詳細にまた､ 長い文で肯定的にとらえているものが多くなっている｡ さらに｢ 授
業後半で、興奮してあちこちを駆け回ったり、手をたたいていない子が2 ，3 人」「積
極的に参加する子、一人でつまらなそうな表情で全く参加しない子、自分たちだけの
盛り上がる子と様々」などと書くなど、授業中の気になる児童にも確実に目が向いて
いることも特徴としてあげることができる。
( 2 ) 教師への着目
統制群では1 2 文、非統制群では8 文と、ここでも統制群が勝っている。しかし、双
方とも「子供とともに取り組む姿がよい」「生徒全員が参加できる授業の場を作り上げて
いた」「表情がとても豊か」「怒るような注意は一回もしなかった」と教師を肯定的にと
らえた場合でも、「もう少し表情に変化をつけてほめた方がよい」「抑揚が大きくて聞き
取れない｣ などと否定的にとらえた場合でも､ 明確な差異を認めることはできなかった。
( 3 ) 関連的な見方
この観点では、統制群と非統制群の間に大きな差異を見ることができる。まず、関連
的な見方で記述した人数が圧倒的に違っていた。統制群では、1 o 人中8 人が関連的な
見方で記述しているのに対し、非統制群では、わずか4 人が書いただけであった。した
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がって記述された文の総数も統制群が1 6 文、これに対して非統制群は8 文であり、人
数でも文の数でも統制群が非統制群の二倍となった。
①非統制群の特徴
「子供が発言した内容を使ってヒントを順に出していくうちに、（子供が）答えを導
き出すことができていた」「前列の子供しかあてていないと、後ろから不満の声がもれ
てきた」「先生に『席に言こうね』といわれると、ちゃんと戻っていった」「みんなで
声を合わせた後は、静まって先生の言うことを聞くようになっていた」など、教師の
活動と児童の動きとを関連的にとらえてはいるが､ それが事実の記述に止まっていて、
自分なりに意味づけしようとする姿勢は弱い。また、教師の教材づくりや授業展開、
授業のねらいに言目したものは含まれていない。
②統制群の特徴
これに対し統制群では、
．思い思いに表現するという授業だけに、先生の話をしっかり聞くこと（へ）の
切りかわりが難しかった。（授業形態と学習ルールの関連）
・先生は終止顔で子供に接していたので、注意しても聞かない子が多かった。（教
師の表‘情と学習ルールの関連）
・先生から遠い後ろの方の児童が余り手を挙げなくなってきた。後ろの方は、先
生から指名されにくいからかなと思った。（授業の事実とその理由の推論）
・リズムをつかむことを授業の中心にしていて、子供たちがそれだけに集中して
いた。（授業のねらいと効果）
・どの子にも入っていきやすい題材であったことや、言葉遊びなどの工夫があっ
たため､ 子供たちは先生を集中して見ていた｡ ( 教材選定や学習活動の工夫と効果）
・授業のタイトルを掲示する際に、余り見せないようにゆっくりと見せ、子供た
ちが集中していた。（教材提示の工夫とその効果）
など､ 観察の観点が多岐にわたり､ 自分で意味づけして事実を説明しようとしたり、
自分なりの観点から授業評価をしようとしたりする傾向が明らかとなった。
4 まとめ
（1 ）「児童への着目」の差異が示すもの
学習活動のうち児童に焦点をあてて観察したとき、非統制群の大半の学生は、「元気が
よい」「楽しそう」「自己主張が強い」など、学級の大部分を占める児童の雰囲気や、特
に目立った児童の動きを、その授業の印象としていた。つまり、学習活動を全体的、感
覚的にとらえているのであり、児童一人一人の動きを、詳細に、継続的にとらえてはい
ないことを示している。単に観察参加の機会を準備するだけでは、実は、学生はほとん
ど観察していないと言える。
これに対して、「学級指導力」に関する若干のトレーニングを受けた学生では、児童の
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活動に対する観察力が細やかになり、児童の視線の方向、顔の表情の変化、体の一部分
の動きなどをとらえている。児童を学級全体としてとらえるのではなく、一人一人が顔
をもった存在としてとらえられ始めている。
一般に授業において教師が児童理解しようとするとき、細やかに観察することはもち
ろん、一つ一つの活動を、できるだけ合理的、論理的な文脈をもった動きとしてとらえ
ようとする。偶然そのように動いたとか、たまたま今日は気分が乗っていたのだろうと
いうのでは、その児童の内面にせまることはできず、したがって児童理解もできないこ
ととなる。このように考えると、統制群の学生は、この児童理解の入□に到達している
と言えよう。
( 2 ) 「関連的な見方」の差異が示すもの
さらに、「関連的な見方」で両群を見たとき、顕著な違いを指摘できる。
非統制群では、学習活動を教室の中で起こっている現象としてとらえており、先にも
述べたように意味づけしようとする意図は余り感じられない。これに対して、統制群で
は、学習のねらいや教師の意図、指導方法、教材の作り方など、教師と児童との相互作
用としてとらえていこうとしているということができる。また、「自分だったら」と、そ
の状況の中に自分を置いて考える「自分への振り返り」も多い。
今日の授業研究では、教育実践は児童と教師それぞれが、その状況をそのつど意味づ
けていくことで構成されるものであること( 構成主義的な授業) 、その授業の状況を適切
に制御できる実践的な能力の育成には、授業者の状況認知、特にメタ認知と、それにも
とづく実践的な指導方法の獲得が有効であることが指摘されている。
統制群の学生たちは、すでに初歩的なメタ認知によって授業観察を始めているとはい
えないであろうか。
( 3 ) 残された課題
ここでは、二つの課題を指摘しておきたい。
一つは、学年による差異のことである。小論では、小学校低学年の観察参加を行った
学生を対象とした｡ しかし､ このほかにも中学年や高学年にも同様の調査を試みている。
結果は、中学年よりは高学年と、学年が上がるほど統制群と非統制群との差が不明確に
なっている。それは、児童の成長の差によるのか、それとも観察した教科の差によるの
か、それとも他の要素が考えられるのか、これが－つ目の課題である。
もう一つは、「学級指導力」の講義と、学生が獲得した観察力との関連である。講義の
内容が、学生のどのような見方を獲得させることになったのか、その内部過程を明らか
にしたい。そのことにより、事前指導の在り方をも改善できると考えられる。
いずれにしても、よりよい教師を育成できるシステムの開発に、今後とも逼進してい
きたいと思っている。（文責附属小学校瀬戸健）
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1 ．今年度の取り組み
今年度の交流グループの取り組みは以下のとおりである（主なもののみ) 。
平成1 7 年4 月5 日本年度の交流学習の取り組みの確認
平成1 7 年5 月1 7 日附属学園合同運動会
平成1 8 年1 月1 3 日地域交流小学部もちつき会
平成1 8 年2 月2 7 日本年度の交流グループの取り組みの評価と課題
ここでは、今年度の交流グループで行った、附属養護学校を主体とした活動について、
その取り組みの評価と今後の課題について述べる。
2 ．交流グループの取り組みの評価と課題
（1 ）小学部もちつき会の交流について（資料1 ）
①実際に交流に携わった教員の意見
・的を絞って活動すればよいかもしれない。
・必要' 性、メリットを考えることが大切である。
・年間行事の事前活動がよくできないので、年間スケジュールを児童に伝えるこ
とが必要。
・児童は高齢者の方との交流にはリラックスして取り組めるように思える。
②報告を受けた交流部会メンバーのコメント
・伝統行事そのものを体感させるのはとても大事である。
・事前事後の取り組みを考える必要がある。
交流活動の意味、効果を考える。
手紙を書くなどの課題を盛り込む。
交流先の方に子どもの実態を紹介するこ
とも大切である。
相手先が「楽しみにしている」など、ま
た行いたいと思っているのならばよい交
流になる。
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(2)) 高等部の「合同運動会」の交流について（資料2 ）
①実際に交流に携わった教員の意見
・運動会では自然に交流ができていて、とてもいい雰囲気である。
・伝統的に受け継がれていて、中学校の対応がよくできている。
・団活動の交流は、楽しみにしている生徒が多い。
②報告を受けた交流部会メンバーのコメント
・中学校側、蚕護学校側の交流のねらいのすりあわせなどがあればよいと思う。
・こういう支援があれば、こういうことができる、ということを伝えていければ
よい。
・団体と団体の交流の中で、生徒一人一人が目標を持って参加する。この交流で
何をねらうかを明確にするとよい。評価の観点を出して交流する。
・交流学習の中で社会性を伸ばすなどのアプローチが可能。
3 ．来年度の方向性について
・年3 回程度、勉強会を行う。
・障害者理解のための授業への参観､ 幼稚園の取り組みの参観などできれば行いたい。
・現在行っている交流学習を中心に、その活動で個人が何をねらうかを明確にした取
り組みを行いたい。
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資料1
発表内容の種類
発表内容の要点
養護学校交流学習について
学校周辺の地域の方々との交流
養護学校小学部と膿友会4 名（昨年度は1 5 名）との交流
H 1 8 . 1
○交流の目的
｢ もちつきかい」を題材に、地域に住んでおられるお年寄りと楽
し＜交流する。
○交流の内容について
･ 児童代表の歓迎の挨拶。
･ 膿友会代表の方の挨拶。
。「もちつきの歌」を五膿会の方たちと一緒に歌う。
･ 膿友会の方々につきかたを教えてもらいながら、もちつきを
体験する。
･ できたおもちをみんなで会食する。
･ 児童代表のお礼の挨拶。
○交流の様子
｢ もちつき」の場面では、膿反会のお年寄りに杵の持ち方やつき
かたやなどを教えて頂きながら、和気あいあいと行った。
般友会の方々も「もちつき会」を楽しみにしているとのこと。
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資料 2
養護学校交流学習について
発表内容の種類 学校間交流
附属学園合同運動会（幼、小、中、責）
H 1 7 ． 5
発表内容の要点 ○交流の目的（萱、中）
･ お互いの理解を深め、助け合い、よさを認めながら人とかかわ
る力、思いやる心などの豊かな人間' 性を育む。
○交流の内容について
･ 競技（団体競技、応援合戦など）
･ 団活動（応援練習など）
･ 掲示物での交流（団長のあいさつなど）
○交流の結果
中学校の生徒の声
．この運動会を通して、小中震のふれあいができた。
･ 普段交流の機会が少ない人と活動することによっていい思い出
ができた。
･ 違う年齢の人とふれあえて楽しかったです。仲良くなれてよか
った。
･ 応援合戦や団席応援で、他校園の人と一緒に一生懸命がんばれ
ました。
養護学校の生徒の声
( 高等部）
･ 応援合戦でラッセラーを踊ったことが楽しかった。附属中の人
達が優しく教えてくれた。ありがとうございました。
･ 応援合戦で中学生のみなさんとマツケンサンバを踊ったり、は
りせんを開いたり閉じたりする踊りをしました。
．「吉団がんばって－」と応援しました。残念ながら優勝はでき
ませんでした。みんなで応援したことは楽しかったです。
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平成1 8 年3 月3 1 日
富山大学人間発達科学部
〒9 3 0 - 8 5 5 5 富山県富山市五福3 1 9 0
T E L 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 5 1 ( 総務係）
F A X 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 6 4
富山大学人間発達科学部附属学校園
〒9 3 0 - 8 5 5 6 富山県富山市五膿1 3 0 0
T E L 0 7 6 - 4 4 5 - 2 8 0 0 ( 事務室）
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富山大学人間発達科学部学部長山西潤一
中央印刷株式会社
〒9 3 0 - 0 8 1 7 富山県富山市下奥井1 - 4 - 5
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● 富山大学人間発達科学部
〒9 3 ○一8 5 5 5
三山市五福3 1 9 0
2 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 5 1 ( g( 総務係ダイヤルイン）
富山大学人間発達科学部附属学校園
〒9 3 ○一8 5 5 6
宮山市五膿1 3 ○○
a 0 7 6 - 4 4 5 - 2 8 ○○（事務室ダイヤルイン）
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